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このユーザー ガイドについて

『VMware®vRealize Operations Manager ユーザー ガイド』は、管理対象環境で、パフォーマンスに関する問

題が発生した場合の対応策について説明します。

システム管理者としては、vRealize Operations Manager によるアラートの生成や、ユーザーからの連絡があっ

た際に、環境内のオブジェクトの問題を認識する場合があります。この情報では、vRealize Operations Manager 
を使用して問題に対する監視、トラブル シューティング、および対処を行う方法について説明することで、最適なパ

フォーマンスの実現を支援します。過剰な需要または容量不足に起因する問題を解決する場合に、システムの変更や

アップグレードが必要なのかどうかを評価する方法についての情報も記載されています。

対象者

この情報は、vRealize Operations Manager の管理者、仮想インフラストラクチャの管理者、および管理対象環

境内におけるオブジェクトのパフォーマンスの追跡と保守を行う運用エンジニアを対象としています。
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vRealize Operations Manager を使
用した管理環境内のオブジェクトの監
視

1
vRealize Operations Manager を使用すると、お客様が提起した問題の解決、お客様が問題をレポートする前に

問題を特定するアラートへの対処、および環境の全体的な監視が可能になります。

パフォーマンスの問題が発生し、お客様が問題の解決を要請した場合、vRealize Operations Manager が収集し

て処理したデータがグラフィック形式で表示されます。次に、オブジェクトを比較対照して、オブジェクト間の関係

を理解し、問題の根本原因を特定することができます。

生成されたアラートにより、環境のオブジェクトに問題が発生していることが通知されます。お客様から通知される

前に、アラートに基づいて問題を解決した場合、サービスを中断せずに済みます。

[アラート]、[イベント]、[詳細]、[環境] の各タブを使用して、アラート生成や問い合わせが必要になるような問題

を調査できます。問題の根本原因を見つけた場合、アクションを実行することで問題を解決できます。アクションは、

vRealize Operations Manager からターゲット システム、たとえば、VMware vCenter Server® システムの

オブジェクトを変更します。

この章には、次のトピックが含まれています。

n 強化された検索機能

n さまざまな状況と対処方法

n アラートの監視およびアラートへの応答

n 問題の監視および問題への応答

n vRealize Operations Manager からのアクションの実行

n インベントリの表示

強化された検索機能

右上の検索機能は、システム内の名前付きオブジェクト、ダッシュボード、アラートなどの検索をサポートします。

検索機能では、入力した文字列との一致または部分一致を試行します。追加機能により、必要なアイテムにすばやく

アクセスできます。編集コンテキストに項目が表示されます。
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検索を確認できる場所

検索機能は、VMware vRealize Operations Manager のすべてのページのトップ メニューに表示されます。虫

眼鏡アイコンをクリックして、検索バーを開きます。オプションで、キーボードの Ctrl + Shift + Space キーを押

して、検索バーを表示できます。

検索の仕組み

検索バーに入力して検索を開始します。VMware vRealize Operations Manager に、一致するオブジェクト タ
イプおよびオブジェクトが表示されます。

検索機能では、項目を迅速に検索するために使用できる、次に示すいくつかの一般的なカテゴリをサポートしていま

す。

n ダッシュボード

n オブジェクト

n スーパー メトリック

n アラートの定義

n シンプトムの定義

n 表示

n レポート

n 通知

n IP アドレス

これにより、「VM」などの単純な文字列による従来の検索フレーズを入力できるだけでなく、リストされているカテ

ゴリの 1 つを入力し、その後に文字列または名前を入力することもできます。その後、カテゴリ内のオブジェクトを

検索できます。カテゴリがオブジェクト、表示、およびダッシュボードである場合、オブジェクトは表示モードで表

示されます。

たとえば、特定のダッシュボードをすばやく探したい場合は、検索フィールドに「ダッシュ...」と入力します。シス

テムにより、検索用語「ダッシュボード」が表示されます。カーソルを使用して用語を選択し、ダッシュボード名ま

たは名前の一部を入力し、Enter を押します。目的のダッシュボードが検索され、編集機能が使用可能になります。

同様に、検索フィールドに「アラート」または単に「ア」と入力すると、[アラートの定義] が表示されます。用語を

選択し、「不均衡」などのアラート メッセージの一部を入力します。アラートの定義のワークスペースに存在する「ク

ラスタのワークロードが不均衡になっています」というアラートが返され、その場で編集できます。

注：   検索バーに仮想マシンと入力することで、ホストに関連付けられているすべての仮想マシンを一覧表示できま

す。

さまざまな状況と対処方法

仮想インフラストラクチャ管理者、ネットワーク運用センターのエンジニア、またはその他の IT プロフェッショナ

ルとして、vRealize Operations Manager を使用して環境内のオブジェクトを監視します。vRealize 
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Operations Manager を使用することで、お客様が考え得る最良のサービスを利用して、発生するすべての問題を

解決できるようにします。

vRealize Operations Manager 管理者は、複数のホストと仮想マシンを管理する 2 つの vCenter Server イン

スタンスを管理するよう vRealize Operations Manager を構成しました。環境の管理に vRealize 
Operations Manager を使用する最初の日です。

n ユーザー シナリオ：問題が発生したユーザーから問い合わせがあった場合

営業担当副社長が電話で、仮想マシン VPSALES4632 の実行速度が低下していることをテクニカル サポート

に報告します。副社長が今度の会議のために営業レポートを作成していますが、仮想マシンのパフォーマンス

が遅いために予定よりも遅れているとのことです。

n ユーザー シナリオ：受信箱にアラートが到着した場合

昼食から戻ると、受信箱にアラート通知を見つけました。vRealize Operations Manager を使用して、アラ

ートの調査や解決を行うことができます。

n ユーザー シナリオ：オブジェクトの状態を監視しているときに問題を発見

このシナリオのコンテキストでオブジェクトを調査する際、vRealize Operations Manager により問題の解

決に役立つ詳細が提供されます。環境の状態を分析し、現在の問題を検討し、解決策を調査し、問題を解決す

るための処置を行います。

ユーザー シナリオ：問題が発生したユーザーから問い合わせがあった場合

営業担当副社長が電話で、仮想マシン VPSALES4632 の実行速度が低下していることをテクニカル サポートに報

告します。副社長が今度の会議のために営業レポートを作成していますが、仮想マシンのパフォーマンスが遅いため

に予定よりも遅れているとのことです。

あなたは運用エンジニアとして、午前のアラートを確認しており、この仮想マシンに関する問題は見つかりませんで

した。このため、問題のトラブルシューティングを開始します。

手順

1 特定のオブジェクトの検索

ネットワーク操作エンジニアは、報告された問題のトラブルシューティングを開始できるように、vRealize 
Operations Manager でユーザーの仮想マシンの場所を特定する必要があります。

2 レポートされた問題に関連するアラートの確認

営業担当副社長が、ある仮想マシンでのパフォーマンス低下を報告してきました。その仮想マシンに原因を示

すアラートがないかどうかを判別するには、その仮想マシンのアラートを確認します。

3 トラブルシューティングを使用した、報告された問題の調査

VPSALES4632 仮想マシンに関する問題をトラブルシューティングするには、シンプトムの評価、タイム ラ
イン情報およびイベントの調査、メトリック チャートの作成を検討して、根本原因を見つけます。

特定のオブジェクトの検索

ネットワーク操作エンジニアは、報告された問題のトラブルシューティングを開始できるように、vRealize 
Operations Manager でユーザーの仮想マシンの場所を特定する必要があります。

vRealize Operations Manager ユーザー ガイド
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vRealize Operations Manager を使用して、合計で 360 台のホストと 18,000 の仮想マシンで構成された 3 つ
の vCenter Server インスタンスを監視します。特定の仮想マシンの場所を最も簡単に特定するには、その仮想マ

シンを検索します。

手順

1 vRealize Operations Manager のタイトル バーにある [検索] テキスト ボックスに、仮想マシンの名前を入

力します。

[検索] テキスト ボックスに、テキスト ボックスに入力した文字列を含むすべてのオブジェクトが表示されます。

ユーザーが仮想マシン名に SALES が含まれることを知っている場合、その文字列を入力すると、該当する仮想

マシンを含むリストが表示されます。

2 リストからオブジェクトを選択します。

結果

メインのペインにオブジェクト名と [サマリ] タブが表示されます。左側のペインに、ホスト システムや vCenter 
Server インスタンスなどの関連オブジェクトが表示されます。

次のステップ

報告されたオブジェクトの問題に関するアラートを探します。レポートされた問題に関連するアラートの確認 を参

照してください。

レポートされた問題に関連するアラートの確認

営業担当副社長が、ある仮想マシンでのパフォーマンス低下を報告してきました。その仮想マシンに原因を示すアラ

ートがないかどうかを判別するには、その仮想マシンのアラートを確認します。

オブジェクトに関するアラートからは、ユーザーから報告された特定の問題にとどまらない、さまざまな問題へのイ

ンサイトが得られることがあります。

前提条件

顧客の仮想マシンを見つけて、関連するアラートを確認できるようにします。特定のオブジェクトの検索 を参照して

ください。

手順

1 アラートを生成しているオブジェクトの [サマリ] タブをクリックします。

[サマリ] タブには、そのオブジェクトのアクティブなアラートが表示されます。

2 健全性、リスク、および効率のトップ アラートを確認します。

トップ アラートからは、オブジェクトの現在の状態に寄与した主な原因を識別できます。応答の遅さに寄与して

いると思われるトップ アラートがあるでしょうか。たとえば、バルーニング アラートやスワッピング アラート

は、仮想マシンにメモリを追加する必要があることを示しています。メモリの競合に関連するアラートがあるで

しょうか。競合は、ホストにメモリを追加する必要があることを示すものである可能性があります。

vRealize Operations Manager ユーザー ガイド
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3 報告された問題の原因だと思われる上位の問題が [サマリ] タブに含まれない場合は、[アラート] タブをクリッ

クします。

[アラート] タブには、現在のオブジェクトのアクティブなアラートがすべて表示されます。

4 アラートを参照し、報告された問題と似ているか、その問題の原因となった問題があるかどうかを確認します。

a アクティブなアラートとキャンセルされたアラートを表示するには、[ステータス：アクティブ] をクリック

し、フィルタをクリアし、アクティブおよび非アクティブなアラートを表示します。

問題に関する情報をキャンセルされたアラートがもたらすことがあります。

b 顧客が問題を報告してきた時刻またはそれ以前に生成されたアラートを特定できるようにするため、[発生日

時] 列をクリックしてアラートをソートします。

c 仮想マシンのアラートと同じリストに親オブジェクトのアラートを表示するには、[表示先ソース] をクリッ

クし、[親] の下でたとえば [ホスト システム] を選択します。

これらのオブジェクト タイプがリストに追加され、親オブジェクトのアラートが報告された問題の原因とな

っているかどうかを確認できるようになります。

5 報告された問題を説明すると思われるアラートが見つかったら、アラート リストでそのアラート名をクリックし

ます。

6 [アラート] > [シンプトム] タブで、トリガされたシンプトムと推奨事項を確認し、報告された問題の根本原因を

アラートが示しているかどうかを確認します。

次のステップ

n アラートが問題の原因を示していると思われる場合、推奨事項に従って顧客とともに解決策を確認します。例に

ついては、データストアに対する推奨事項の実施によるアラートの解決を参照してください。

n 報告された問題の原因をアラートから見つけることができない場合は、より詳細なトラブルシューティングを開

始します。トラブルシューティングを使用した、報告された問題の調査を参照してください。

トラブルシューティングを使用した、報告された問題の調査

VPSALES4632 仮想マシンに関する問題をトラブルシューティングするには、シンプトムの評価、タイム ライン情

報およびイベントの調査、メトリック チャートの作成を検討して、根本原因を見つけます。

アラートを確認しても、仮想マシンについて報告された問題の原因を特定できない場合は、次のタブ（[アラート] - 
[シンプトム]、[イベント] - [ タイムライン]、および [すべてのメトリック]）を使用して、仮想マシンの履歴および

現在の状態をトラブルシューティングします。

.

前提条件

n 問題が報告されたオブジェクトの場所を特定します。「特定のオブジェクトの検索」を参照してください。

n 仮想マシンのアラートを見直して、問題がすでに特定されており、解決策が推奨されていないか確認します。「レ

ポートされた問題に関連するアラートの確認」を参照してください。

vRealize Operations Manager ユーザー ガイド
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手順

1 メニューで [環境]、[インベントリ] の順にクリックし、ツリーから VPSALES4632 を選択します。

メインのペインが更新され、オブジェクトの [サマリ] タブが表示されます。

2 [アラート] タブ、[シンプトム] タブの順にクリックし、報告された問題に関連するシンプトムがないか確認しま

す。

アラートの構成方法によっては、一部のシンプトムがトリガされているが、アラートが生成されるまでにはいた

っていない場合もあります。

a シンプトム名をチェックして、報告された問題に関連するシンプトムがないか確認します。

[情報] 列に、トリガ条件、傾向、現在値が表示されます。応答時間に影響する最も一般的なシンプトムとは

何ですか? CPU またはメモリの使用に関連するすべてのシンプトムを表示しますか?

b ユーザーが問題を報告した時間枠に注目できるように、[作成日時] で並べ替えます。

c [ステータス：アクティブ] フィルタ ボタンをクリックしてこのフィルタを無効にし、アクティブおよび非ア

クティブなシンプトムを確認できるようにします。

問題は CPU またはメモリの使用に関連しているようです。ただし、仮想マシンに関連する問題なのか、ホスト

の問題なのかは分かりません。

3 [イベント] > [タイムライン] タブをクリックし、アラート、シンプトム、変更イベントをチェックします。これ

により、報告された問題を引き起こしている共通の傾向を特定できることがあります。

a 他の仮想マシンで、問題が報告されたのと同じ時間にシンプトムがトリガされたりアラートが生成されたり

していないかを確認するには、[表示先ソース] > [ピア] をクリックします。

他の仮想マシンのアラートがタイム ラインに追加されます。複数の仮想マシンが同じ時間枠にシンプトム

をトリガしていることが確認されたら、親オブジェクトを調査します。

b [表示先ソース] をクリックし、[親] リストから [ホスト システム] を選択します。

仮想マシンがデプロイされているホストに関連付けられているアラートとシンプトムがタイム ラインに追

加されます。これらの情報を基に、報告された問題とホストのアラートの間に相関関係があるかどうか判定

します。

4 [イベント] > [イベント] タブをクリックして、問題のある仮想マシンについて収集されたメトリックの変化を表

示します。メトリックによって、報告された問題の原因が特定できる場合があります。

a [日付コントロール] を操作して、ユーザーが問題を報告したおおよその時刻を特定します。

b [フィルタ] を使用して、イベントを重要度やステータスでフィルタリングします。分析にフィルタを含める

場合は、[シンプトム] を選択します。

c [イベント] をクリックし、イベントに関する詳細を表示します。

d [表示先ソース] をクリックし、[親] の下で [ホスト システム] を選択し、分析を繰り返します。

仮想マシンとホストに関するイベントを比較し、評価した結果、CPU またはメモリに関する問題が報告された

問題の原因であると推定されます。
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5 問題が CPU またはメモリの使用に関連する場合は、[すべてのメトリック] をクリックし、メトリック チャート

を作成して、問題が CPU、メモリ、またはその両方であるかどうかを特定します。

a まだホストの問題であると思われる場合は、ホスト メトリックを使用して分析を始めます。

b メトリック リストで、[CPU 使用率 (%)] と [メモリ使用率 (%)] メトリックをダブルクリックして、右側

のワークスペースに追加します。

c マップで、[VPSALES4632] オブジェクトをクリックします。

メトリック リストに、VPSALES4632 仮想マシンのメトリックが表示されます。

d メトリック リストで、[CPU 使用率 (%)] と [メモリ使用率 (%)] メトリックをダブルクリックして、右側

のワークスペースに追加します。

e ホストと仮想マシンのチャートを見直して、報告された問題の原因を示唆するようなパターンが特定できな

いか確認します。

4 つのチャートを比較すると、ホストと仮想マシンの両方で CPU 使用は通常であり、仮想マシンのメモリ使用

も通常であることが示されています。しかし、VPSALES4632 で報告された問題の 3 日前に、ホスト上のメモ

リ使用が一貫して上昇しています。

結果

ホスト メモリは一貫して上昇し、仮想マシンの応答時間に影響します。実行中の仮想マシンの数は、サポートされて

いる数の範囲内です。考えられる原因として、仮想マシン上に多くの処理を必要とするアプリケーションが存在して

いることが挙げられます。一部の仮想マシンを別のホストに移行する、ワークロードを分散する、アイドル状態の仮

想マシンをパワーオフする、といった対策が考えられます。

次のステップ

n この例では、vRealize Operations Manager を使用してホスト上の仮想マシンをパワーオフして、実行中の

仮想マシンのパフォーマンスを向上させることができます。「 vRealize Operations Manager のツールバー

からのアクションの実行」を参照してください。

n [すべてのメトリック] タブで作成したチャートの組み合わせを再度使用する場合は、[ダッシュ ボードの生成] 
をクリックします。

ユーザー シナリオ：受信箱にアラートが到着した場合

昼食から戻ると、受信箱にアラート通知を見つけました。vRealize Operations Manager を使用して、アラート

の調査や解決を行うことができます。

ネットワーク運用エンジニアは、複数のホストおよびそれらのホストのデータストアおよび仮想マシンに責任を持ち

ます。監視対象のオブジェクトに対してアラートが生成されると、ネットワーク運用エンジニアに電子メールが送信

されます。アラートは環境内の問題について警告するだけでなく、問題を解決するために実行可能な推奨も提供しま

す。このアラートを調査しながら、データを評価して、1 つ以上の推奨が問題を解決できるかどうかを判断します。

このシナリオでは、SMTP を使用して標準の電子メールを送信するように送信アラートが構成されていることを前提

としています。また、標準の電子メール プラグインを使用してアラート通知を送信するように通知が構成されている

ことを前提としています。送信アラートと通知が構成されている場合、 vRealize Operations Manager は迅速に

対応できるように、アラートが生成されたときにメッセージを送信します。
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前提条件

n 送信アラートが、標準のメール アラートに対して構成されていることを確認します。 vRealize Operations 
Manager 構成ガイド を参照してください。

手順

1 E メールのアラートに対する応答

ネットワーク運用エンジニアは、担当しているデータストアに関する vRealize Operations Manager から

の E メール メッセージを受信します。この電子メール通知により、エンジニアが現在 vRealize Operations 
Manager で作業中ではない場合でも、問題についての通知を受け取ることができます。

2 影響を受けるデータストアについてトリガされた他のシンプトムの評価

最適な対処について判断を下すためには、データストアに関する詳細な情報が必要になるため、[シンプトム] 
タブで、そのデータストアについてトリガされた他のシンプトムを確認します。

3 データストア アラートに対する応答におけるアラートとイベントの時系列比較

アラートを経時的に評価するには、現在のアラートやシンプトムと、他のアラートやシンプトム、他のイベン

ト、他のオブジェクトとを、時系列で比較します。

4 影響を受けるデータストアと他のオブジェクトとの関連性の表示

アラートが他のオブジェクトと関連しているとき、そのアラートが生成されたオブジェクトを表示するには、

[関係] タブのトポロジ マップを使用します。

5 データストア アラートの原因を調査するためのメトリック チャートの生成

生成されたアラートに関する容量メトリックを分析するには、各種のメトリックを比較するチャートを作成し

ます。このような比較は、環境内で変化が起こった時間や、変化がデータストアに与えた影響を確認するのに

役立ちます。

6 データストアに対する推奨事項の実施によるアラートの解決

ネットワーク運用エンジニアが、データストアのディスク容量に関するアラートを調査し、提示された推奨事

項で問題を解決できると判断しました。使用されていないスナップショットを削除するという推奨事項が特に

有益です。vRealize Operations Manager を使用して、スナップショットを削除します。

E メールのアラートに対する応答

ネットワーク運用エンジニアは、担当しているデータストアに関する vRealize Operations Manager からの E 
メール メッセージを受信します。この電子メール通知により、エンジニアが現在 vRealize Operations Manager 
で作業中ではない場合でも、問題についての通知を受け取ることができます。

ご使用の電子メール クライアントに、次のメッセージのようなアラートが送信されます。

アラートは 7 月 1 日火曜日 16:34:04 MDT に更新されました：情報：datastore1 データストアの動作が 6 月 30 日月曜日 10:21:07 MDT 

より異常です。最新の更新は 7 月 1 日火曜日 16:34:04 MDT です。アラート定義名：データストアはディスク容量が不足しています。アラート定義の説明：デ

ータストアはディスク容量が不足しています。オブジェクト名：datastore1 オブジェクト タイプ：データストア アラートの影響：リスク アラートの状態：重大 アラート タ

イプ：ストレージ アラート サブタイプ：キャパシティ オブジェクトの健全性の状態：情報 オブジェクトのリスク状態：重大 オブジェクトの効率性の状態：情報 症状：症状

セット - 自己。症状名 | オブジェクト名 | オブジェクト ID | メトリック | メッセージ情報 データストアの容量の使用制限に達しました。datastore1| 

b0885859-e0c5-4126-8eba-6a21c895fe1b | キャパシティ | 使用済み容量 | HT が 99.20800922575977 を超過 > 95 推奨： - 
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Storage vMotion の一部の仮想マシンを別のデータストアへ - 仮想マシンの未使用のスナップショットの削除 - データストアへのキャパシティの追加 通知ルー

ル名：すべてのアラート - データストア。通知ルールの説明：アラート ID：a9d6cf35-a332-4028-90f0-d1876459032b Operations Manager 

Server - 192.0.2.0 アラートの詳細

前提条件

n 送信アラートが、標準のメール アラートに対して構成されていることを確認します。 vRealize Operations 
Manager 構成ガイド を参照してください。

n 通知が、アラート定義についてユーザーにメッセージを送信するように設定されていることを確認します。アラ

ート通知を作成する方法の例については、 vRealize Operations Manager 構成ガイドを参照してください。

手順

1 ご使用の電子メール クライアントでメッセージを確認することにより、影響を受けるオブジェクトの状態を理解

し、調査をすぐに開始すべきかどうかを決定できます。

重大度の現在のレベルおよび影響を受けるオブジェクトを判別するには、アラート名、アラートの状態を確認し

ます。

2 電子メール メッセージで、[アラートの詳細] をクリックします。

vRealize Operations Manager が、生成されたアラートおよび影響を受けるオブジェクトについてのアラー

トの詳細の [概要] タブで開きます。

3 [概要] タブの情報を確認します。

オプション 評価プロセス

アラートの名前

と説明

名前と説明を確認し、電子メール メッセージを受け取ったアラートを評価していることを確認します。

推奨 最上位の推奨を確認し、該当する場合は他の推奨も確認して、問題を解決するために実施する必要がある手順を理解します。

優先の推奨を実施した場合、問題は解決されるでしょうか?

問題の原因は何

でしょうか?
どの症状がトリガーされていますか? トリガーされていない症状はどれでしょうか? この評価は調査にどのように影響を与

えましたか? この例では、データストアの容量が不足しているというアラートが構成されているため、重大度は症状ベース

です。重大なアラートを受け取った場合、症状はすでに警告および緊急より高いクリティカル レベルになっていることが多

いです。各症状のスパーク線またはメトリック グラフ チャートを確認して、該当のデータストア オブジェクトで問題が増

大した時期を判断します。

次のステップ

n 推奨が問題を解決すると判断した場合は、それらの推奨を実行します。データストアに対する推奨事項の実施に

よるアラートの解決を参照してください。

n 影響を受けるオブジェクトについてさらに情報が必要な場合は、調査を続行します。まず、該当のデータストア

に関してトリガされているその他の症状を確認することから開始します。影響を受けるデータストアについてト

リガされた他のシンプトムの評価を参照してください。

影響を受けるデータストアについてトリガされた他のシンプトムの評価

最適な対処について判断を下すためには、データストアに関する詳細な情報が必要になるため、[シンプトム] タブ

で、そのデータストアについてトリガされた他のシンプトムを確認します。
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アラートに含まれているシンプトムに加えて、他のシンプトムがオブジェクトについてトリガされている場合は、そ

れらも評価します。オブジェクトの状態に関するどのような事態がそれらのシンプトムとなって現れているのかを検

討し、関連する推奨事項によって問題が解決されるかどうかを判断します。

前提条件

電子メールで受け取ったアラート メッセージのアラートに対応していることを確認します。E メールのアラートに

対する応答を参照してください。

手順

1 メニューで、[アラート] をクリックし、データ グリッドでアラート名を選択します。

中央のペイン表示が変更され、アラートの詳細タブが表示されます。

2 [追加メトリックの表示] - [アラート] - [シンプトム] の順にクリックし、アクティブなシンプトムを確認します。

オプショ

ン 評価プロセス

重要度 オブジェクトに影響を与えている同様の重要度のシンプトムはありますか?

症状 現在のアラートをトリガーしたシンプトムに関連したシンプトムはトリガーされていますか? ストレージの問題を示す可能性のあ

るシンプトムですか?

作成日時 このシンプトムの日付および時刻のスタンプは、調査しているアラートが開始される前にトリガーされており、関連するシンプト

ムである可能性を示していますか? シンプトムはアラートの生成後にトリガーされており、アラートシンプトムがこれらの他のシ

ンプトムに関連していることを示していますか?

詳細情報 トリガー メトリック値に基づき、該当のアラートシンプトムと他のシンプトムの間に相関があることが判別できますか?

次のステップ

n シンプトムおよび提供された情報を検討した結果、推奨事項によって問題を解決できることが明確である場合は、

1 つ以上の推奨事項を実行します。推奨事項の 1 つの実施例については、データストアに対する推奨事項の実施

によるアラートの解決を参照してください。

n シンプトムを検討した結果、推奨事項によって問題を解決できる確証が得られなかったか、または根本原因を識

別するための十分な情報が提供されなかった場合は、[イベント] > [タイムライン] タブを使用して、調査を続行

します。データストア アラートに対する応答におけるアラートとイベントの時系列比較を参照してください。

データストア アラートに対する応答におけるアラートとイベントの時系列比較

アラートを経時的に評価するには、現在のアラートやシンプトムと、他のアラートやシンプトム、他のイベント、他

のオブジェクトとを、時系列で比較します。

ネットワーク運用エンジニアは、[イベント] > [タイムライン] タブを使用して、このアラートを環境内の他のアラー

トやイベントと比較します。そうすることで、ディスク容量不足のデータストアの問題を、アラートの推奨事項を 1 
つまたは複数適用して解決できるかどうか、判断できます。

前提条件

電子メールで受け取ったアラート メッセージのアラートに対応していることを確認します。E メールのアラートに

対する応答を参照してください。
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手順

1 メニューで、[アラート] をクリックし、データ グリッドでアラート名を選択します。

右側にアラートの詳細が表示されます。

2 [イベントの表示] - [タイムライン] の順にクリックします。

[タイムライン] タブに、影響を受けるオブジェクトに対して生成されたアラートおよびトリガーされた症状が、

スクロール可能なタイムライン形式（アラートの生成時点から開始される）で表示されます。

3 最下部にある週のタイムラインをスクロールします。

4 アラートの原因である可能性があるイベントを表示するには、[イベント フィルタ] をクリックして、各イベント 

タイプのチェック ボックスをクリックします。

オブジェクトに関連したイベントが、タイムラインに追加されます。オブジェクトの現状に関する評価にこれら

のイベントを加味し、推奨事項で問題を解決できるかどうか判断します。

5 [表示先ソース] をクリックし、[親] の下で [ホスト] を選択します。

このアラートはディスク容量に関連しているので、タイムラインにホストを追加すると、そのホストに対して生

成されたアラートやシンプトムを確認できるようになります。タイムラインをスクロールしながら、次の内容を

確認します：関連アラートのいくつかの開始はいつですか。それらがタイムラインに表示されなくなったのはい

つですか? データ オブジェクトの状態に対する影響はどのようなものですか?

6 [表示先ソース] をクリックし、[親] の下で [ピア] を選択します。

現在調査中のアラートに関連するアラートが他のデータストアで発生している場合は、他のデータストアのアラ

ートがいつ生成されたのかを確認すると、発生しているリソースの問題を判別するのに役立ちます。

7 キャンセルされたアラートをタイムラインから削除するには、[フィルタ] をクリックして、[キャンセル済み] チ
ェック ボックスの選択を解除します。

キャンセルされたアラートやシンプトムをタイムラインから削除すると、表示がわかりやすくなり、現在のアラ

ートに集中できるようになります。

次のステップ

n タイムラインにあるアラートを評価した結果、アラートを解決するための推奨事項が 1 つまたは複数有効だと判

断した場合は、それらを実施してください。データストアに対する推奨事項の実施によるアラートの解決を参照

してください。

n 影響を受けるオブジェクトについてさらに情報が必要な場合は、調査を続行します。影響を受けるデータストア

と他のオブジェクトとの関連性の表示を参照してください。

影響を受けるデータストアと他のオブジェクトとの関連性の表示

アラートが他のオブジェクトと関連しているとき、そのアラートが生成されたオブジェクトを表示するには、[関係] 
タブのトポロジ マップを使用します。

ネットワーク運用エンジニアは、問題への理解を深めるために、データストアと関連オブジェクトをマップに表示し

ます。マップ ビューは、アラートの推奨事項を実施すると問題が解決できるかどうかの判断に役立ちます。
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前提条件

関連オブジェクトと比較して、経時的にアラートを評価します。データストア アラートに対する応答におけるアラー

トとイベントの時系列比較を参照してください。

手順

1 メニューで、[アラート] をクリックし、データ グリッドでアラート名を選択し、[追加メトリックの表示] - [す
べてのメトリック] の順にクリックします。

2 [オブジェクト関係を表示] をクリックします。

[関係] タブには、マップ内のデータストアが関連オブジェクトと共に表示されます。デフォルトでは、このアラ

ートが影響するバッジはツールバーでのみ選択されます。ツリー内のオブジェクトには、バッジの現在の状態を

示す色分けされた四角が示されます。

3 他のバッジのオブジェクトのアラート ステータスを表示するには、[健全性] ボタンをクリックして、次に [効
率] ボタンをクリックします。

各バッジ ボタンをクリックするたびに、各オブジェクトの四角にアラートが生成されたかどうかとアラートの重

大度が表示されます。

4 オブジェクトのアラートを表示するには、オブジェクトを選択し、[アラート] をクリックします。

[アラート リスト] ダイアログ ボックスが表示され、そのオブジェクトのアラートを検索およびソートできます。

5 マップ内のオブジェクトの子オブジェクトのリストを表示するには、そのオブジェクトをクリックします。

オブジェクトタイプ別の子の数のリストが中央ペインの下部に表示されます。

6 このオプションを使用して、データストアを評価します。

たとえば、データストアに関連付けられた仮想マシンの数についてマップから何がわかるでしょうか? 多数の仮

想マシンがデータストアに関連付けられている場合、それらを移動させれば、データストアのディスク容量が空

く可能性があります。

次のステップ

n マップのレビューにより、アラートを解決する 1 つ以上の推奨が有効であることを示す十分な情報を得た場合

は、その推奨を実装します。データストアに対する推奨事項の実施によるアラートの解決を参照してください。

n 影響を受けるオブジェクトについてさらに情報が必要な場合は、調査を続行します。データストア アラートの原

因を調査するためのメトリック チャートの生成を参照してください。

データストア アラートの原因を調査するためのメトリック チャートの生成

生成されたアラートに関する容量メトリックを分析するには、各種のメトリックを比較するチャートを作成します。

このような比較は、環境内で変化が起こった時間や、変化がデータストアに与えた影響を確認するのに役立ちます。

ネットワーク運用エンジニアは、カスタム チャートを作成します。これにより、問題をより詳細に調査し、アラート

の推奨を実行することによってアラートで識別されている問題を解決できるかどうかを判断できます。
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前提条件

データストアのトポロジ マップを表示して、関連するオブジェクトがアラートに関係しているかどうかを確認しま

す。または、環境内の他の問題にデータストアが関係していることを、トリガとなったシンプトムが示しているかど

うかを確認します。影響を受けるデータストアと他のオブジェクトとの関連性の表示を参照してください。

手順

1 メニューで、[アラート] をクリックし、データ グリッドでアラート名を選択し、[追加メトリックの表示] - [す
べてのメトリック] の順にクリックします。

[メトリック チャート] タブにはチャートは含まれていません。比較を行うには、チャートを追加する必要があり

ます。

2 最初の推奨である「データストア ストレージに容量を追加」を分析するには、関連チャートをワークスペースに

追加します。

a メトリック リストの検索テキスト ボックスに capacity と入力します。

リストに、検索語が含まれるメトリックが表示されます。

b 以下のメトリックをダブルクリックして、以下のチャートをワークスペースに追加します。

n 容量 | 使用領域 (GB)

n ディスク領域 | 容量 (GB)

n 概要 | キャパシティ コンシューマ数

c これらのチャートを比較します。

たとえば、[ディスク容量 | 容量 (GB)] の増加または [サマリ | キャパシティ コンシューマ数] の増加が見

られないにもかかわらず、[キャパシティ | 使用済み容量 (%)] チャートで使用済み容量が示されていること

があります。この場合、キャパシティの追加によって解決する可能性がありますが、根本原因には対処して

いません。

3 2 つめの推奨である「vMotion の一部の仮想マシンを別のデータストアへ」を検証するには、ワークスペースに関連

するチャートを追加します。

a メトリック リストの検索テキスト ボックスに vm と入力します。

b [概要 | VM の合計数] メトリックをダブルクリックして、このメトリックをワークスペースに追加します。

c 4 つのチャートを比較します。

たとえば、[サマリ | 仮想マシンの総数] チャートで、データストアに悪影響を与えるほど仮想マシン数は増

加しなかったことが示されることがあります。この結果から、仮想マシンの一部を移動するのが最適なソリ

ューションであると判断することも考えられますが、根本原因には対処していません。
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4 3 つめの推奨である「仮想マシンの未使用のスナップショットの削除」を分析するには、関連するチャートをワ

ークスペースに追加します。

a メトリック リストの検索テキスト ボックスに snapshot と入力します。

b 以下のメトリックをダブルクリックして、チャートをワークスペースに追加します。

n ディスク領域 | スナップショット領域 (GB)

n 解放可能なディスク領域 |スナップショット領域 | 無駄な値 (GB)

c これらのチャートを比較します。

たとえば、[ディスク容量 | スナップショット容量 (GB)] の量が増加しているとします。同時に、[節約可能

なディスク容量 |スナップショット容量 | 無駄な値 (GB)] で、容量を再利用できる領域が示されています。

この場合、未使用スナップショットを削除すれば、データストアのディスク容量の問題によい影響を与え、

アラートが解決されます。

5 このデータストアが、監視を続けなければならない、問題のあるデータストアである場合は、ダッシュボードを

作成します。

a ワークスペース ツールバーにある [ダッシュボードの作成] ボタンをクリックします。

b ダッシュボードの名前を入力し、[OK] をクリックします。

この例では、Datastore disk space のような名前を使用します。

使用可能なダッシュボードに、このダッシュボードが追加されます。

結果

メトリック チャートを比較して、推奨が有効かどうか、およびどの推奨を最初に実行するかを判断しました。この例

では、「仮想マシンの使用されていないスナップショットの削除」という推奨がアラートを解決する可能性が最も高い

ようです。

次のステップ

このアラートの推奨を実行します。データストアに対する推奨事項の実施によるアラートの解決を参照してくださ

い。

データストアに対する推奨事項の実施によるアラートの解決

ネットワーク運用エンジニアが、データストアのディスク容量に関するアラートを調査し、提示された推奨事項で問

題を解決できると判断しました。使用されていないスナップショットを削除するという推奨事項が特に有益です。

vRealize Operations Manager を使用して、スナップショットを削除します。

vCenter Adapter でアクションを有効にしていない場合は、vCenter Server インスタンス上のスナップショッ

トを手動で削除できます。

前提条件

n メトリック チャートを比較して、アラートの根本原因として可能性のあるものを特定します。データストア ア
ラートに対する応答におけるアラートとイベントの時系列比較 を参照してください。
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手順

1 メニューで、[アラート] をクリックし、データ グリッドでアラート名を選択します。右側にアラートの詳細情報

が表示されます。

2 推奨事項を確認します。

推奨事項には、Storage vMotion の一部の仮想マシンを別のデータストアに保存 や 仮想マシンの未使用のスナップショッ

トを削除 などがあります。未使用のスナップショットの削除推奨には、操作ボタンが含まれます。

3 [データストアの未使用のスナップショットの削除] をクリックします。

4 [経過日数] テキストボックスで、スナップショットを削除するために取得する経過日数を選択または入力して、

[OK] をクリックします。

たとえば、30 日以上経過したデータストア上のすべてのスナップショットを取得するには、30 と入力します。

5 [データストアの使用されていないスナップショットの削除] ダイアログボックスで、スナップショットの容量、

スナップショットの作成時刻、仮想マシン名を確認します。削除するスナップショットを決定し、削除する各ス

ナップショットのチェック ボックスをオンにします。

6 [OK] をクリックします。

表示されるダイアログボックスは、最近のタスクへのリンクと特定のタスクへのリンクを提供します。

7 タスクが正しく実行されたことを確認するには、[最近のタスク] をクリックします。

[最近のタスク] ページが表示されます。[使用されていないスナップショットの削除] アクションには、スナップ

ショットの取得とスナップショットの削除という 2 つのタスクが含まれます。

8 完了時刻が現在に最も近い [使用されていないスナップショットの削除] タスクを選択します。

このタスクによってスナップショットが削除されます。ステータスが [完了] になります。

結果

この例では、vCenter Server のデータストアでアクションを実行しました。他の推奨も有効である可能性がありま

す。

次のステップ

n 推奨でアラートが解決されることを確認します。アクションを実行し、アラートがキャンセルされたことを確認

したら、収集サイクルを何回か実行します。アラートを生成した条件が true でなくなると、アラートはキャン

セルされます。

n 他の推奨を実装します。このアラートの他の推奨では、他のアプリケーションを使用する必要があります。

vRealize Operations Manager からは推奨を実装できません。

ユーザー シナリオ：オブジェクトの状態を監視しているときに問題を発見

このシナリオのコンテキストでオブジェクトを調査する際、vRealize Operations Manager により問題の解決に

役立つ詳細が提供されます。環境の状態を分析し、現在の問題を検討し、解決策を調査し、問題を解決するための処

置を行います。
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仮想インフラストラクチャの管理者として、自分が管理している環境内のオブジェクトの全体的な状態を把握するた

め、vRealize Operations Manager を様々なレベルで定期的に参照します。ユーザーからの電話や E メールはな

く、新しいアラートも表示されていませんが、管理者には、クラスタのキャパシティが不足している兆候が見え始め

ています。

このシナリオでは vRealize Operations Manager を 1 つ以上の vCenter Server インスタンスに接続する、

VMware vSphere ソリューションに関連するオブジェクトについて言及しています。環境内のオブジェクトに

は、複数の vCenter Server インスタンス、データ センター、クラスタ（クラスタ コンピューティング リソース）、

ホスト システム、リソース プール、および仮想マシンが含まれます。

このシナリオの手順を実行し、トラブルシューティングの段階に進むと、vRealize Operations Manager を使用

して問題を解決するのに役立つ方法を学習できます。環境内のオブジェクトの状態を分析し、現在の問題を検討し、

解決策を調査し、問題を解決するための処置を行います。

このシナリオでは、オブジェクトで発生する問題を評価する方法と、問題を解決する方法を示します。

n [イベント] タブでは、オブジェクトでトリガされたシンプトムを調べ、シンプトムをトリガした問題がいつ発生

したかを判断し、さらに問題に関連するイベントを特定して関係するメトリック値を調べます。

n [詳細] タブでは、メトリックのアクティビティをグラフ、リスト、または展開チャートとして調査し、ヒート マ
ップを表示してオブジェクトの重要度レベルを調べます。

n [環境] タブでは、さまざまなオブジェクトが全体的なオブジェクト階層に関連するときの、健全性、リスク、お

よび効率を評価します。オブジェクトの関係を表示して、クリティカルな状態のオブジェクトが他のオブジェク

トにどのような影響を与えている可能性があるかを判断します。

将来のトラブルシューティングおよび実行中のメンテナンスをサポートするために、アラート定義を作成し、ダッシ

ュボードおよび 1 つ以上のビューを作成できます。オブジェクトの監視に使用されるルールを強制するため、運用ポ

リシーを作成してカスタマイズできます。

前提条件

1 つ以上の vCenter Server インスタンスを監視していることを確認します。『vRealize Operations Manager 
構成ガイド』を参照してください。

手順

1 ホスト システムの問題のトラブルシューティング

[トラブルシューティング] タブを使用して、システムによって解決されない問題の根本原因を、アラートの推

奨事項または簡単な分析によって特定します。

2 環境の詳細を調べる

クラスタとオブジェクトのリソースで発生しているトレンドやスパイクを特定できるように、ビューとヒート 

マップでオブジェクトのステータスを調べます。何らかの逸脱が発生しているかどうかを調べるために、クラ

スタ ディスク領域使用量の内訳

など、オブジェクトの全体的なサマリを表示できます。
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3 環境の関係を調査する

[環境] タブを使用して、環境階層内のオブジェクトに関係する 3 つのバッジのステータスを調べます。そして、

特定のバッジに関してどのオブジェクトがクリティカルな状態にあるのかを判断します。オブジェクト間の関

係を確認して、クリティカルな問題が発生している先祖オブジェクトがその子孫に問題を引き起こしている可

能性があるかどうかを判断するには、[すべてのメトリック] > [オブジェクト関係を表示] を使用します。

4 問題を修正する 

vRealize Operations Manager のトラブルシューティング機能を使用して、オブジェクトをクリティカルな

状態にしている問題を調べ、ソリューションを特定します。リソースおよび残り時間の問題を解決するには、

キャパシティの最適化機能を使用します。

5 ダッシュボードとビューを作成する

クラスタおよびホスト システムで将来発生する可能性がある問題の調査およびトラブルシューティングに役立

つダッシュボードとビューを作成できます。これらのツールは、ホスト システムの問題を調査および解決する

ために使用したトラブルシューティング ソリューションを適用し、トラブルシューティング ツールとソリュー

ションを将来使用できるようにします。

ホスト システムの問題のトラブルシューティング

[トラブルシューティング] タブを使用して、システムによって解決されない問題の根本原因を、アラートの推奨事項

または簡単な分析によって特定します。

クラスタとホスト システムで発生しているキャパシティの問題のシンプトムのトラブルシューティングを行い、それ

らの問題がいつ発生したかを確認するには、[トラブルシューティング] タブを使用してメモリの問題を調べます。

手順

1 メニューで [環境] をクリックし、左側のペインで [vSphere ホストおよびクラスタ] をクリックし、オブジェ

クトを選択します。たとえば、USA-Cluster を選択します。

2 [アラート] タブをクリックし、シンプトムを確認します。

[シンプトム] タブには、選択したクラスタでトリガされたシンプトムが表示されます。クリティカルなシンプト

ムがいくつか存在することに気付きました。

n コミット済みプロジェクトのクラスタ コンピューティング リソースの残り時間が極めて少なくなっています 

n クラスタ コンピューティング リソースの残り時間が極めて少なくなっています

n 残りキャパシティが極めて少なくなっています 

3 クリティカルなシンプトムを調査します。

a それぞれのクリティカルなシンプトムをポイントして、使用されているメトリックを特定します。

b クラスタに影響を与えているシンプトムだけを表示するには、クイック フィルタ テキスト ボックスに 

cluster と入力します。

Cluster Compute Resource Time Remaining is critically low をポイントすると、メトリック 

Capacity|Time Remaining が表示されます。その値が 0 以下であることがわかります。USA-Cluster 
でキャパシティについてのシンプトムによってアラートがトリガされ生成されたのはこのためです。
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4 [イベント] > [タイムライン] タブをクリックし、USA-Cluster でこれまで発生し、トリガされたシンプトム、

アラート、イベントを確認し、問題がいつ発生したかを特定します。

a カレンダーをクリックし、範囲として [過去 7 日間] を選択します。

いくつかのイベントが赤色で表示されます。

b 各イベントをポイントして、詳細を表示します。

c クラスタのデータセンターで発生したイベントを表示するには、[表示先ソース] をクリックし、[データセ

ンター] を選択します。

そのデータセンターの警告イベントは黄色で表示されます。

d 警告イベントをポイントします。

ハードしきい値違反が夕方遅くにデータセンターで発生したことがわかります。このハードしきい値違反

は、[バッジ|ワークロード] メトリック値が受容可能な値未満であったことと、違反がトリガされたことを示

しています。

e 影響を受ける子オブジェクトを表示するには、[表示先ソース] をクリックし、[ホスト システム] を選択し

ます。

5 [イベント] タブをクリックし、USA-Cluster で発生した変更を調べ、そのアラートまたはクラスタでの他の問

題の根本原因に関係する変更が発生したかどうかを判断します。

a グラフを確認します。

グラフを確認すると、再発しているイベントによってエラーが引き起こされたかどうかを判断できます。各

イベントは、ゲスト ファイル システムでディスク容量不足が発生していることを示しています。該当する

オブジェクトは、グラフの次のペインに表示されます。

b 赤色の各三角形をクリックして該当するオブジェクトを確認し、そのオブジェクトをそのペインでハイライ

ト表示します。

6 [キャパシティ] タブをクリックして、キャパシティおよび残り時間の詳細を評価します。

7 問題の考えられる原因の特定するには、[すべてのメトリック] タブをクリックし、オブジェクトを環境トポロジ

におけるそれらのコンテキストで評価します。

a 最上部のビューで、[USA-Cluster] を選択します。

b メトリック ペインで、[すべてのメトリック] > [キャパシティ分析が生成されました] の順に展開し、[残り

キャパシティ (%)] をダブルクリックします。

[残りキャパシティ (%)] の計算が、右側のペインに表示されます。

c メトリック ペインで、[すべてのメトリック] > [バッジ] の順に展開し、[ワークロード (%)] をダブルクリ

ックします。[ワークロード (%)] の計算が、右側のペインに表示されます。

d ツールバー上で、[日付コントロール] をクリックし、[過去 7 日間] を選択します。

メトリック チャートでは、クラスタのキャパシティが過去 1 週間は安定したレベルにあったことが示されて

いますが、[バッジ|ワークロード (%)] の計算では、極端なワークロードが表示されています。
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結果

クラスタでの問題に関連するシンプトム、タイムライン、イベント、およびメトリックを分析しました。分析を通じ

て、クラスタの高いワークロードが原因となって、クラスタのキャパシティが枯渇し始めていると判断しました。

次のステップ

詳細ビューとヒート マップを調べて、プロパティ、メトリック、およびアラートを解釈します。また、オブジェクト

のリソースで発生するトレンドとスパイクや、オブジェクト全体でのリソースの分布、およびデータ マップを確認し

ます。オブジェクト全体での各種オブジェクト タイプの使用を調査できます。「環境の詳細を調べる」を参照してく

ださい。

環境の詳細を調べる

クラスタとオブジェクトのリソースで発生しているトレンドやスパイクを特定できるように、ビューとヒート マップ

でオブジェクトのステータスを調べます。何らかの逸脱が発生しているかどうかを調べるために、クラスタ ディスク

領域使用量の内訳

など、オブジェクトの全体的なサマリを表示できます。

USA-Cluster の問題をさらに調べるには、詳細ビューを使用してクラスタのメトリックと収集されたキャパシティ 

データを表示します。各ビューには、オブジェクトから収集された具体的なメトリック データが含まれます。たとえ

ば、トレンド ビューは一定期間にわたってオブジェクトから収集されたデータを使用し、メモリ、CPU、ディスク

容量などのリソースのトレンドと予測を生成します。

ヒート マップを使用し、クラスタ、ホスト システム、および仮想マシンのキャパシティ レベルを調べます。ブロッ

クのサイズと色は、ヒート マップ構成で選択されているメトリックに基づいています。

前提条件

根本原因を探すには [トラブルシューティング] タブを使用します。ホスト システムの問題のトラブルシューティン

グを参照してください。

手順

1 [環境] - [vSphere ホストおよびクラスタ] - [USA-Cluster] の順にクリックします。

2 ビューで、USA-Cluster についての詳細情報を調べます。

a [詳細] タブをクリックし、[ビュー] をクリックします。

ビューには、収集されたさまざまなタイプのデータをトレンド、リスト、分布、サマリ別に調べるための複

数の方法が用意されています。

b 検索テキスト ボックスに、capacity と入力します。

このリストには、クラスタなどのオブジェクトのキャパシティ ビューがフィルタリングされて表示されま

す。

c [クラスタ キャパシティの概要] というビューをクリックし、下側のペインで USA-Cluster の仮想マシン

の数を調べます。

USA-Cluster には 2 つのホスト システムと 30 台の仮想マシンが存在しますが、キャパシティがまったく

ありません。
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3 クラスタ内のホスト システムを調べ、子孫仮想マシンからキャパシティを解放します。

a [キャパシティ] タブをクリックします。

b インベントリ ツリーで、[USA-Cluster] を展開し、各ホスト システムを順にクリックします。

c ホスト システム w2-vcopsqe2-009 がクリティカルな状態にあり、キャパシティが残っていません。

d [詳細] タブをクリックし、[ビュー]、[クラスタ構成ビュー] の順にクリックします。

e いくつかの仮想マシンからキャパシティを再利用するには、クラスタ名を選択します。

f 歯車アイコンをクリックし、[仮想マシン用 CPU 数およびメモリの設定] を選択します。

g 表示されるワークスペースで、[現在の CPU] という列タイトルをクリックして、CPU 数の多い順にリスト

を並べ替えます。

[新しい CPU] 列では、リストされている仮想マシンの実際の使用率に基づいて、現在より少ない CPU 数
が各仮想マシンに対して提示されています。

h 現在より少ない CPU 数が提示されている各仮想マシンの横にあるチェック ボックスをクリックし、[アク

ションの開始] をクリックします。確認メッセージが表示されて、アクションが進行中であることが示され、

タスク ID が表示されます。[管理] の下の [最近のタスク] セクションで、このタスク ID を使用してアクシ

ョンを追跡できます。[OK] をクリックします。

仮想マシンごとに CPU 数を減らすことで、ホスト システムのキャパシティが解放され、USA-Cluster の
キャパシティが増加しワークロードが向上します。

4 USA-Cluster 内のホスト システムおよび仮想マシンのオブジェクトのヒート マップを調べます。

a インベントリ ツリーで [USA-Cluster] をクリックします。

b [詳細]、[ヒート マップ] の順にクリックし、ヒートマップ ビューのリストをクリックしていきます。

c [どの仮想マシンの CPU デマンドが最も高く、競合が発生しているか?] をクリックします。

ヒート マップには、USA-Cluster 内のオブジェクトを表すブロックが表示されます。ある仮想マシンのブ

ロックは赤色で表示されます。これは、この仮想マシンにクリティカルな問題があることを示します。

d 赤いブロックをポイントし、詳細を調べます。

クラスタ、ホスト システム、および仮想マシンの名前が、これらのオブジェクトの詳細へのリンクとともに

表示されます。

e [スパークラインを表示] をクリックし、仮想マシンのアクティビティ トレンドを表示します。

f 各 [詳細] リンクをクリックし、詳細を表示します。

結果

仮想マシンのメモリを解放したことでホスト システムとクラスタのワークロードが向上したことを確認するため、こ

こでホスト システムとクラスタのステータスを調べることができます。

ビューとヒート マップを使用してオブジェクトのステータスを評価し、トレンドとスパイクを特定し、ホスト シス

テムと USA-Cluster のキャパシティを解放しました。問題をさらに絞り込むために、他のビューとヒート マップを

調べることができます。また、独自のビューとヒート マップを作成することもできます。
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次のステップ

環境階層内のオブジェクトのステータスを調べて、どのオブジェクトがクリティカルな状態にあるかを特定します。

さらに、オブジェクトの関係を調べて、1 つのオブジェクトの問題が他の 1 つ以上のオブジェクトに影響しているか

どうかを判断します。環境の関係を調査するを参照してください。

環境の関係を調査する

[環境] タブを使用して、環境階層内のオブジェクトに関係する 3 つのバッジのステータスを調べます。そして、特定

のバッジに関してどのオブジェクトがクリティカルな状態にあるのかを判断します。オブジェクト間の関係を確認し

て、クリティカルな問題が発生している先祖オブジェクトがその子孫に問題を引き起こしている可能性があるかどう

かを判断するには、[すべてのメトリック] > [オブジェクト関係を表示] を使用します。

[環境] タブで各バッジをクリックすると、いくつかのオブジェクトで健全性に関連するクリティカルな問題が発生し

ていることがわかります。他のオブジェクトでは、リスクに関連するクリティカル ステータスが報告されています。

いくつかのオブジェクトではストレスが高くなっています。複数の仮想マシンとホスト システムからキャパシティ

を解放できますが、環境の全体的な効率ステータスには問題が 1 つも表示されていません。

前提条件

ビューとヒート マップでオブジェクトのステータスを調べます。環境の詳細を調べるを参照してください。

手順

1 [環境] - [vSphere ホストおよびクラスタ] - [USA-Cluster] の順にクリックします。

2 USA-Cluster の環境概要を調べ、階層ビュー内のオブジェクトのバッジ状態を評価します。

a インベントリ ツリーで、[USA-Cluster] をクリックし、[環境] タブをクリックします。

b [バッジ] ツールバーで、健全性、リスク、効率の 3 つのバッジをクリックしていき、クリティカルな問題を

識別する赤いアイコンを探します。

バッジをクリックしていくと、vCenter Server および他の最上位のオブジェクトは健全であると示されて

いることがわかります。しかし、1 つのホスト システムといくつかの仮想マシンは、健全性、リスク、およ

び効率についてクリティカルな状態になっています。

c そのホスト システムの赤いアイコンをポイントして、IP アドレスを表示します。

d 検索テキスト ボックスに IP アドレスを入力し、表示されるリンクをクリックします。

ホスト システムはインベントリ ツリーでハイライト表示されます。続いて、[サマリ] タブで、そのホスト 

システムに対する推奨事項またはアラートを確認できます。

3 環境リストを調べ、オブジェクトのバッジ ステータスを確認して、どのオブジェクトがクリティカルな状態にあ

るかを判断します。

a [環境] タブをクリックします。

b USA-Cluster 内のオブジェクトのバッジ状態を調べます。
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c オブジェクトの多くが、リスクおよび健全性についてクリティカルな状態を示しています。複数の仮想マシ

ンとホスト システム (w2-vropsqe2-009) は大きな影響を受けていることに気付きました。ホスト シス

テムでは最もクリティカルな問題が発生しており、他のオブジェクトに影響を与えている可能性があるため、

ホスト システムの問題の解決に専念する必要があります。

d クリティカルな状態にある、[w2-vropsqe2-009] という名前のホスト システムをクリックし、これをイ

ンベントリ ツリーに割り当てます。

e インベントリ ツリーで [w2-vropsqe2-009] をクリックして [サマリ] タブをクリックし、アクションを

実行する推奨事項とアラートを確認します。

4 関係マップを調べます。

a [すべてのメトリック] > [オブジェクト関係を表示] をクリックします。

b インベントリ ツリーで、[USA-Cluster] をクリックし、関連するオブジェクトのマップを表示します。

関係マップ内では、USA-Cluster に先祖データ センターが 1 つ、子孫リソース プールが 1 つ、子孫ホス

ト システムが 2 つあることがわかります。

c [w2-vropsqe2-009] という名前のホスト システムをクリックします。

このホスト システムの子孫オブジェクトのタイプと数が、下にあるリストに表示されます。問題が発生して

いる可能性があるホスト システムに関連するオブジェクトをすべて特定するには、子孫オブジェクト リス

トを使用します。

次のステップ

問題を解決するには、ユーザー インターフェイスを使用します。問題を修正する を参照してください。

問題を修正する

vRealize Operations Manager のトラブルシューティング機能を使用して、オブジェクトをクリティカルな状態

にしている問題を調べ、ソリューションを特定します。リソースおよび残り時間の問題を解決するには、キャパシテ

ィの最適化機能を使用します。

ユーザー インターフェイスの [アラート]、[詳細]、[すべてのメトリック]、および [環境] 領域を使用して、オブジ

ェクトで発生するリソースの競合や残り時間の問題などのクリティカルな問題を調査しました。これらの問題を解決

するには、キャパシティの最適化機能を使用できます。

前提条件

環境の関係を調査する環境の関係を調査するを参照してください。

手順

1 メニュー内の [ホーム] をクリックし、左側のペインの [キャパシティの最適化] の下にある [概要] をクリックし

ます。[キャパシティ概要] 画面が表示されます。
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2 データセンター [DC-Denver-19] を [選択] します。このデータセンターには問題オブジェクトが含まれてい

ます。

画面下半分のデータが更新され、選択したデータセンター DC-Chicago-12 の残り時間情報と再利用の推奨事項

が表示されます。注：データセンターのグラフィックをダブルクリックすると、そのデータセンターの [オブジ

ェクト詳細] ページが表示されます。

3 グラフで、[並べ替え基準:] から [最も制約が大きいもの] を選択し、グラフの上の CPU|メモリ|ディスク容量か

ら [CPU] を選択します。

グラフが更新されます。更新後の表示では、使用率値がほぼ 100% に達しており、タイムライン/予測値が使用

率値と交差しそうになっています。データセンターでは CPU がすぐに不足します。

4 ページを下にスクロールして、グラフの下の [推奨] を表示します。

オプション 1 には、再利用可能なリソース（CPU、メモリ、ディスク容量）の合計が一覧表示されます。オプシ

ョン 2 には、残り時間を 150 日に増やすために購入が必要なハードウェアが一覧表示されます。

5 [リソースの再利用] をクリックします。

[再利用] 画面に DC-Chicago-12 のデータが表示されます。[節約可能量]ペインに、1 か月に $4140 を節約で

きる可能性があることが表示されます。表の一番上の [過剰サイズの仮想マシン] の横に、合計金額 $4,140 が
表示されています。

6 [過剰サイズの仮想マシン] をクリックします。さらに、表の左側のクラスタ名の横にある山型マークをクリック

します。

クラスタ内のすべての仮想マシンが一覧表示されます。

7 表見出しの [仮想マシン名] の横にあるチェック ボックスをオンにします。

クラスタ内のすべての仮想マシンにチェックが付きます。

8 [仮想マシンのサイズ変更] をクリックします。

[仮想マシンのサイズ変更] ページが表示され、サイズ変更できる 20 の仮想マシンが表示されます。

9 推奨事項を変更せず、目標削減値も編集せずに、[サイズの変更中において一部の仮想マシンの再起動が必要とな

るため、ワークロードが中断される可能性があることを承知しました。] チェック ボックスをオンにして、[仮想

マシンのサイズ変更] をクリックします。

サイズ変更アクションが実行されます。

結果

キャパシティの最適化を使用して、クリティカルな問題が発生しているホスト システムの問題を解決しました。デー

タセンターは CPU 不足に陥らず、年間推定 $50,000 近くのコスト削減が実現されます。

次のステップ

オブジェクトにクリティカルな問題が発生しても、他のオブジェクトおよび環境のパフォーマンスに悪影響が及ぶ前

に気付けるようにするには、ワークロード最適化アラートの自動化を構成します。『vRealize Operations 
Manager 構成ガイド』を参照してください。
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ダッシュボードとビューを作成する

クラスタおよびホスト システムで将来発生する可能性がある問題の調査およびトラブルシューティングに役立つダ

ッシュボードとビューを作成できます。これらのツールは、ホスト システムの問題を調査および解決するために使用

したトラブルシューティング ソリューションを適用し、トラブルシューティング ツールとソリューションを将来使

用できるようにします。

クラスタとホスト システムの健全性について最高情報責任者 (CIO) に報告を求められたときに、クラスタとホスト 

システムのステータスを表示するには、vRealize Operations Manager の [ホーム] ページにある決定サポート 

ダッシュボードを使用できます。たとえば次のことができます。

n [クラスタ使用率] ダッシュボードを使用して、クラスタの使用率インデックス、CPU デマンド、メモリ使用率

などを確認します。このダッシュボードは、インターネット使用率とディスク I/O 操作も追跡します。

n [キャパシティ サマリ] ダッシュボードを使用して、環境のキャパシティの合計、システム全体のキャパシティと

残り時間、および CPU、メモリ、ストレージの残りキャパシティを追跡します。このダッシュボードには、

CPU、メモリ、ストレージが不足している上位 10 クラスタのリストもそれぞれ含まれています。追加の詳細を

確認できます。

n [キャパシティの最適化] ダッシュボードを使用して、CPU、ディスク、およびメモリのプロビジョニング済みキ

ャパシティ レベルを調査し、CPU、データセンター、無駄なスナップショット、および仮想メモリから再利用

可能な潜在的なキャパシティを確認します。

クラスタとホスト システムのステータスをトラックするために独自のダッシュボードを作成する必要があることも

あります。

ネットワーク運用センター環境で作業していて複数のモニターがある場合は、vRealize Operations Manager の
複数のインスタンスを実行できます。多くのインスタンスを実行することで、各ダッシュボードに専用のモニターを

割り当てて、オブジェクトのステータスを視覚的に追跡できます。

手順

1 メニューで [ダッシュボード] をクリックし、既存のダッシュボードのリストを確認し、クラスタやホスト シス

テムの追跡手段としてクラスタやホスト システムのダッシュボードを使用できるかどうかを判断します。

2 [セルフ トラブルシューティング] ダッシュボードをクリックして、ダッシュボードに含まれているウィジェット

（オブジェクト タイプ、オブジェクトの選択、メトリック ピッカー、およびメトリック チャート）を確認しま

す。

オブジェクト リスト、アラート リスト、ヒート マップ、トップ N の各ウィジェットを追加することで、オブジ

ェクト リスト ウィジェットで選択したホスト システムのステータスを簡単に精査できます。オブジェクト リ
スト ウィジェットで選択したオブジェクトが、他のウィジェットのデータ表示対象オブジェクトになるように、

ウィジェットの相互作用を構成します。

3 ホスト システムの健全性を監視してアラートを生成するために、ウィジェットが存在する新しいダッシュボード

を作成して構成します。

a ダッシュボード ビューの上で、[アクション] をクリックして [ダッシュボードの作成] を選択します。

b [新規ダッシュボード] ワークスペースで、[ダッシュボード名] に System Health と入力し、他のデフォ

ルト設定はそのままにします。
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c [ウィジェット リスト] ワークスペースで、オブジェクト リスト ウィジェットを追加し、ホスト システム 

オブジェクトを表示するようにこのウィジェットを構成します。

d ダッシュボードにアラート リスト ウィジェットを追加し、ホスト システムのキャパシティに差し迫ったリ

スクがあるときにキャパシティ アラートを表示するようにこのウィジェットを構成します。

e ヒート マップ ウィジェットと トップ N ウィジェットを追加します。

f [ウィジェットの相互作業] ワークスペースで、一覧表示されているウィジェットごとに、他のウィジェット

にデータを送るプロバイダとしてオブジェクト リスト ウィジェットを選択し、[相互作用の適用] をクリッ

クします。

g [ダッシュボードのナビゲーション] ワークスペースで、選択されているウィジェットからデータを受け取る

ダッシュボードを選択し、[ナビゲーションの適用] をクリックします。

vRealize Operations Manager がデータを収集した後、ホスト システムのキャパシティに関する問題が発生

する場合は、新しいダッシュボードのアラート リスト ウィジェットに、ホスト システム用に構成されているア

ラートが表示されます。

次のステップ

情報を他と共有する準備をし、拡張や新しいプロジェクトに向けて計画を立て、ポリシーを使用して環境内のすべて

のオブジェクトを継続的に監視します。拡張や新しいプロジェクトに向けて計画を立てるには、2 章 管理環境のキャ

パシティ最適化 を参照してください。レポートの生成およびポリシーの作成とカスタマイズを実行するには、

『vRealize Operations Manager 構成ガイド』を参照してください。

アラートの監視およびアラートへの応答

アラートは、環境内に問題が発生していることを示します。アラートは、オブジェクトに関する収集データとそのオ

ブジェクト タイプのアラート定義を比較して、定義済みの症状が当てはまるときに生成されます。アラートが生成さ

れると、アラートの原因となっている症状（これにより環境内のオブジェクトを評価できる）、およびアラートの解決

方法に関する推奨が提示されます。

アラートは、オブジェクトまたはオブジェクト グループが環境にとって好ましくないシンプトムを示しているときに

通知されます。アラートを監視し、アラートに応答することで、問題が発生していないか常に気を配り、発生した問

題に迅速に対処できます。

アラートが生成されると、最上位バッジである健全性、リスク、効率のステータスが変わります。

アラートに応答するだけでなく、環境内の各オブジェクトのバッジ ステータスに広く応答できます。

アラートを vRealize Operations Manager ユーザーに割り当てることはできません。ユーザー自身でアラート

の所有権を取得する必要があります。

vRealize Operations Manager のアラートの監視

vRealize Operations Manager のいくつかの領域で環境を監視し、生成されるアラートを確認できます。アラー

トはアラート定義内のシンプトムがトリガーされるときに生成されるため、環境内のオブジェクトが、許容と定義さ

れたパラメータの範囲内で動作していない時点で把握できます。
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環境内の問題を監視して対応できるように、生成されたアラートは vRealize Operations Manager の多くの領域

に表示されます。

アラート

アラートは、健全性、リスク、または効率に分類されます。健全性アラートは、ただちに対処する必要がある問題を

示します。リスク アラートは、緊急の健全性問題になる前にすぐに対応する必要がある問題を示します。効率アラー

トは、浪費されている領域を節約したり環境内のオブジェクトのパフォーマンスを向上させたりできる領域を示しま

す。

環境についてのアラートは次の場所で監視できます。

n アラート

n 健全性

n リスク

n 効率

選択されたオブジェクトについてのアラートは、次の場所で監視できます。

n [サマリ] タブ、[タイムライン] タブ、および [メトリック チャート] タブを含む [アラート詳細]

n [サマリ] タブ

n [アラート] タブ

n [イベント] タブ

n カスタム ダッシュボード

n アラートの通知

アラートの操作

アラートは、トリガする条件がなくなってアラートが取り消されるように解決する必要がある問題を示します。提示

される解決法は、解決手段によって問題に取り組むことができるように、推奨として示されます。

アラートを監視する際には、アラートの所有権の取得、アラートのサスペンド、またはアラートの手動キャンセルを

行うことができます。

アラートを取り消すと、そのアラートと、メッセージ イベント タイプまたはメトリック イベント タイプのすべての

シンプトムが取り消されます。他のタイプのシンプトムは手動でキャンセルすることはできません。メッセージ イ
ベント シンプトムまたはメトリック イベント シンプトムによってイベントがトリガされた場合は、アラートが有効

に取り消されます。メトリック シンプトムまたはプロパティ シンプトムによってアラートがトリガされた場合は、

数分後に同じ条件に対して新しいアラートが作成されることがあります。

アラートを削除する正しい方法は、シンプトムをトリガーし、アラートを生成した根本的な条件に対応することです。

移行されたアラート

vRealize Operations Manager の以前のバージョンからアラートを移行した場合、それらのアラートは概要に取

り消し済みステータスで表示されますが、アラートの詳細は表示できません。
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ユーザー シナリオ： vRealize Operations Manager におけるアラートの監視と処理

環境内のオブジェクトに問題がある場合、vRealize Operations Manager ではアラートによって通知されます。

このシナリオでは、担当しているオブジェクトのアラートの監視と処理に利用できる方法の 1 つを示します。

アラートは、アラートのシンプトムの 1 つ以上がトリガーされるときに生成されます。アラートは、構成方法に応じ

て、1 つのシンプトムがトリガされたときに生成されるか、またはすべてのシンプトムがトリガされたときに生成さ

れます。

アラートが生成されるときには、環境内のオブジェクトに与える悪影響に基づいてアラートを処理する必要がありま

す。この処理を行うには、健全性アラートから開始し、クリティカル度に基づいてそれらを処理します。

仮想インフラストラクチャ管理者として、少なくとも日に 2 回はアラートを確認します。このシナリオでは、評価プ

ロセスの一部として、次のアラートが発生します。

n 仮想マシンに予期しない高い CPU ワークロードがかかっています。

n いくつかの仮想マシンに起因するメモリの競合が発生しています。

n クラスタには、メモリ圧縮、バルーニング、またはスワッピングのためにメモリ競合が発生している仮想マシン

が多く存在します。

手順

1 メニューで、[アラート] をクリックします。

2 [次でグループ分け] フィルタの [時間] を選択し、[発生日時] 列の下向き矢印をクリックして、最近のアラート

が先にリストされるようにします。

3 [すべてのフィルタ] で [重要度] > [警告] の順に選択します。

警告アラートが最近のものから発生順にすべてリストされます。

4 名前、アラートがトリガーされたオブジェクト、オブジェクト タイプ、およびアラートが生成された時刻別にア

ラートを確認します。

たとえば、自分が管理を担当しているオブジェクトだとわかるものがありますか。今後 1 時間の間に実施する修

正によってオブジェクトの健全性ステータスに影響を与えているアラートのどれかが修正されるということを認

識していますか。リソース制約のためにアラートの一部は現在解決できないことが判明していますか。

5 アラート「仮想マシンに予期しない高い CPU ワークロードがかかっています」の所有権が自分にあることを他の管理者や

エンジニアに示すには、選択されているアラートをクリックし、メニュー バーの [アクション] をクリックし、

[所有権の取得] をクリックします。

[アラート詳細] の [割り当て先] フィールドが、現在のユーザー名で更新されます。アラートの所有権を獲得で

きるだけで、他のユーザーに割り当てることはできません。
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6 アラートの所有権を取得して、そのアラートがオブジェクトの状態に影響しないように一時的に除外するには、

リスト内の「少数の仮想マシンに起因するメモリの競合が発生しています」というアラートを選択します。次に、メニュ

ー バーの [アクション] をクリックし、[サスペンド] をクリックします。

a アラートを 1 時間サスペンドするには、60 と入力します。

b [OK] をクリックします。

アラートが 60 分間サスペンドされ、アラート リストに自分が所有者として示されます。1 時間以内にそのアラ

ートが解決されない場合、そのアラートはアクティブ状態に戻ります。

7 クラスタには、メモリ圧縮、バルーニング、またはスワッピングのためにメモリ競合が発生している仮想マシンが多く存在します という

アラートが含まれている行を選択します。次に、メニュー バーの [アクション] をクリックし、[アラートのキャ

ンセル] をクリックして、リストからアラートを削除します。

このアラートは、新しいハードウェアが現れるまでは解決できない既知の問題です。

アラートがアラート リストから削除されますが、このアクションでは根本的な条件は解決されません。このアラ

ートにおけるシンプトムはメトリックに基づいているため、このアラートは次の収集および分析サイクルで生成

されます。このパターンは、原因となっている、ハードウェアおよびワークロード分散の問題を解決するまで継

続します。

結果

以上で、クリティカルな健全性アラートの処理と、詳細な解決またはトラブルシューティングを行うアラートの所有

権の取得が完了しました。

次のステップ

アラートに応答します。ユーザー シナリオ：健全性アラート リスト内のアラートへの対応を参照してください。

ユーザー シナリオ：健全性アラート リスト内のアラートへの対応

このシナリオでは、「仮想マシンに予期しない高い CPU ワークロードがかかっています」というアラートを調べて解決します。

このアラートは複数の仮想マシンに関して生成される可能性があります。

前提条件

vRealize Operations Manager で生成されたアラートがアラート リストに表示されます。アラート リストは、

環境内の問題の調査、解決、およびトラブルシューティングの開始に使用できます。

n 自分自身がトラブルシューティングと解決を行うアラートの処理と所有権の取得を行う。ユーザー シナリオ： 

vRealize Operations Manager におけるアラートの監視と処理を参照してください。

n アクションの実行時に [パワーオフ可] 設定がどのように機能するかについての情報を確認する。vRealize 
Operations Manager 情報センターで、パワーオフ可を使用するアクションの実行に関するセクションを参照

してください。

手順

1 メニューで、[アラート] をクリックします。
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2 リストを仮想マシン アラートに制限するには、ツールバー上の [すべてのフィルタ] をクリックします。

a ドロップダウン メニュー内の [オブジェクト タイプ] を選択します。

b テキスト ボックスに virtual machine と入力します。

c [Enter] を押します。

アラート リストに、仮想マシンに起因するアラートだけが表示されます。

3 名前でアラートを見つけるには、[クイック フィルタ（アラート）] テキスト ボックスに high CPU workload 
と入力します。

4 リスト内で、[仮想マシンに予期しない高い CPU ワークロードがかかっています] というアラート名をクリック

します。

5 情報を確認します。推奨事項を表示するには、左側のペインで [アラート設定] > [推奨] をクリックします。

オプション 評価プロセス

アラートの説明 アラートについてよく理解するため、説明を確認します。

推奨 1 つ以上の推奨事項を実行することによってアラートを解決できると思いますか?

問題の原因は何でしょうか? トリガーされたシンプトムはこれらの推奨をサポートしますか? 他のトリガーされたシンプト

ムがこの推奨と矛盾しており、さらに調査が必要だということを示していますか?

この例では、トリガーされたシンプトムは、仮想マシン CPU デマンドがクリティカル レベル

にあるということと、仮想マシンのアノマリが上昇し始めているということを示しています。

トリガーされていないシンプトム アラートの中には、すべてのシンプトムがトリガーされるときにのみ生成されるものがありま

す。また、シンプトムのうちのどれか 1 つがトリガーされるときに生成されるように構成され

ているアラートもあります。トリガーされていないシンプトムが存在する場合は、トリガーさ

れたアラートの状況に応じてそれらを評価します。

トリガーされていないシンプトムはこれらの推奨をサポートしますか? トリガーされていない

シンプトムはこれらの推奨が有効ではないということと、さらに調査が必要だということを示

していますか?

 
6 推奨事項に基づいてアラートを解決してゲスト アプリケーションをチェックし、高い CPU ワークロードが正常

な動作であるかどうかを確認するには、中央のペインのツールバー上の [アクション] メニューをクリックし、

[vSphere Client で仮想マシンを開く] を選択します。

a 自分の vSphere 認証情報を使用して vCenter Server インスタンスにログインします。

b 仮想マシンのコンソールを起動し、どのゲスト アプリケーションが CPU リソースを消費しているかを確認

します。

vRealize Operations Manager ユーザー ガイド

VMware, Inc. 34



7 推奨に基づいてアラートを解決してこの仮想マシンに対する CPU キャパシティを増やすには、[仮想マシン用 

CPU 数の設定] をクリックします。

a [新しい CPU] テキスト ボックスに新しい値を入力します。

表示される値は、計算された提案サイズです。vRealize Operations Manager が仮想マシンを 6 時間以

上監視していた場合、環境によっては値として CPU 推奨サイズのメトリックが表示されることがあります。

b パワーオフ可にするか、またはスナップショットを作成するには、仮想マシンの構成方法に応じて、次のオ

プションを選択します。

オプション 説明

パワーオフ可 値の変更前に仮想マシンをシャットダウンまたはパワーオフします。VMware Tools が
インストールされ実行されていると、仮想マシンはシャットダウンされます。VMware 
Tools がインストールされていないか実行されていない場合は、オペレーティング システ

ムの状態にかかわらず、仮想マシンはパワーオフされます。

アクションによって仮想マシンがシャットダウンされるかパワーオフされるかの問いに加

えて、オブジェクトがパワーオン状態であるかどうかと、適用される設定も検討する必要

があります。

スナップショット CPU を追加する前に、仮想マシンのスナップショットを作成します。

CPU のホット プラグが有効な状態で CPU を変更した場合、仮想マシンの実行中にスナ

ップショットが作成され、より多くのディスク領域が消費されます。

 
c [OK] をクリックします。

このアクションによって、提案された数の CPU がターゲット仮想マシンに追加されます。

8 提案された変更を実行したら、いくつかの収集サイクルが実行されるのを待ってから、アラート リストを確認し

ます。

次のステップ

収集サイクルがいくつか実行された後アラートが再び表示されることがない場合、そのアラートは解決されています。

再び表示される場合は、トラブルシューティングをさらに行う必要があります。アラートに対応するその他のトラブ

ルシューティング方法については、ユーザー シナリオ：受信箱にアラートが到着した場合を参照してください。

問題の監視および問題への応答

vRealize Operations Manager では、環境内のオブジェクトの操作時に、タブとオプションを連携させた組み込

みのワークフローを使用できます。

[サマリ]、[アラート]、[キャパシティ] などのタブには、選択されているオブジェクトについて詳細のレベルが段階

的に表示されます。高レベルの [サマリ] タブと [アラート] タブから始めてタブで作業を進めていくため、オブジェ

クトの全体的な状態を把握できます。[イベント] タブに表示されるデータは、問題の根本原因を調べるときに便利で

す。[詳細] タブには特定のデータ ビューであり、[環境] タブにはオブジェクト関係が示されます。

環境内のオブジェクトを監視するにつれて、問題を調べるときに必要となる情報がどのタブに示されるかがわかって

きます。
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バッジ アラートと [サマリ] タブを使用したオブジェクト情報の評価

他のオブジェクト タブに関連付けられた [サマリ] タブには、選択したオブジェクトの健全性、リスク、効率に関す

るバッジ アラートの概要と、現在の状態に導いたトップ アラートが表示されます。

このタブをオブジェクト、オブジェクト グループ、アプリケーションに関するアラートの概要として使用して、アラ

ートがオブジェクトに及ぼす影響の評価や、問題のトラブルシューティングへの着手ができます。バッジ アラートの

詳細については、ツール バーの右側にある [バッジ アラート] をクリックしてください。

バッジ アラートのタイプ

健全性、リスクおよび効率バッジの状態は、選択したオブジェクトに対して生成されたアラートの数量および重要度

に応じます。

n 健全性アラートは、環境の健全性に影響するため即座の対応を必要とする問題を示し、顧客への影響を防ぎます。

n リスク アラートは、緊急の脅威ではありませんが、すぐに対処する必要のある問題を示します。

n 効率アラートは、パフォーマンスを向上したり、リソースを解放できる箇所を示します。

オブジェクトまたはオブジェクト グループに関するアラート

1 つのオブジェクトのトップ アラートは、そのオブジェクトに対して生成されたアラートです。子のトップ アラート

は、現在選択されているナビゲーション階層内のすべての子または他の子孫オブジェクトに対して生成されたアラー

トです。たとえば、vSphere ホストやクラスタのナビゲーション階層に属するホスト オブジェクトを扱っている場

合、子には仮想マシンやデータストアが含まれることがあります。

オブジェクト グループには、ホストなどの 1 つのオブジェクト タイプが含まれている場合もあれば、ホスト、仮想

マシン、およびデータストアなどの、複数のオブジェクト タイプが含まれている場合もあります。オブジェクト グ
ループを扱っている場合、すべてのグループ メンバー オブジェクトは、グループ コンテナの子です。メンバー オブ

ジェクトについて生成されるクリティカル度の最も高いアラートは、子のトップ アラートとして表示されます。

オブジェクト グループの場合、生成される可能性のあるトップ アラートは事前に定義されたグループ ポピュレーシ

ョン アラートのみです。平均の健全性が、警告、緊急またはクリティカルのしきい値を上回ると、グループ ポピュ

レーション アラートによってすべてのグループ メンバーの健全性が検討され、このアラートがトリガされます。グ

ループ ポピュレーション アラートが生成された場合、このアラートはバッジ スコアと色に影響します。グループ ポ
ピュレーション アラートが生成されない場合、バッチの色は緑です。この動作は、オブジェクト グループが他のグ

ループのコンテナであるため発生します。

[サマリ] タブおよび関連階層

[サマリ] タブでオブジェクトに対して表示されるアラートは、左側のペインにある関連階層で現在選択している階層

によって異なります。

オブジェクトの [サマリ] タブには、選択した階層に応じて異なるアラートおよび関係が表示されます。中央のペイン

のタイトル バーには現在フォーカスのあるオブジェクトの名前が表示されますが、子のアラートは、左上のペインの 

[関連する階層] リストで強調表示されている階層で定義されている関係に依存します。たとえば、vSphere ホスト

およびクラスタ階層に属する仮想マシンに関連するホスト オブジェクトを扱っている場合、通常、子には仮想マシン

やデータストアが含まれます。しかし、この同じホストがオブジェクト グループのメンバーである場合は、このホス
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トを扱っているときに、そのグループの別のメンバーである仮想マシンに対するアラートが表示されません。アラー

トが表示されないのは、これらのホストと仮想マシンが、いずれもグループの子であり、互いにピアの関係にあると

見なされるからです。この例では、[サマリ] タブのフォーカスは、vSphere ホストおよびクラスタではなく、グル

ープのホストです。

[サマリ] タブの評価方法

[サマリ] タブで次の方法の 1 つ以上を使用して、 オブジェクトの状態の評価を開始できます。

n オブジェクトまたはオブジェクト グループを選択し、[サマリ] タブでアラートをクリックして、アラートが示す

問題を解決します。

n オブジェクトを選択し、[サマリ] > [アラート] タブでアラートを確認します。次に、他のオブジェクトを選択

し、異なるオブジェクトについて生成されたアラートのボリュームやタイプを比較します。

ユーザー シナリオ：vRealize Operations Manager オブジェクト グループのオブジェクト

のバッジ アラートを評価する

vRealize Operations Manager では、グループのアラートを使用して、ホストおよび仮想マシンの子孫オブジェ

クトのサマリ アラート情報を確認します。このメソッドを使用すると、あるオブジェクトタイプの状態が他のオブジ

ェクトタイプの状態にどのように影響するかを確認できます。

あるネットワーク運用センターのエンジニアは、営業部門のホストと仮想マシンのグループの監視を担当しています。

毎日のタスクの一部として、このエンジニアは、グループ内のオブジェクトの状態を調べ、生成されているアラート

に基づいて、すぐに対処する必要のある問題または発生する可能性のある問題を特定します。オブジェクトのグルー

プから始めて（具体的にはグループ内のホスト システム）、[概要] タブの情報を確認します。

この例では、グループには次のオブジェクト アラートが含まれます。

n 健全性アラート：ホストでいくつかの仮想マシンが原因となってメモリ競合が発生しています。

n リスク アラート：仮想マシンで慢性的に高いメモリ ワークロードが発生しています。

n リスク アラート：仮想マシンは構成された制限を超える CPU を要求しています。

n 効率アラート：仮想マシンに大きなディスク スナップショットがあります。

次に示す [概要] タブでアラートを評価する方法は、vRealize Operations Manager を使用する場合の例であり、

絶対的なものではありません。環境に特化したトラブルシューティング スキルや知識により、どの方法が有効か判断

してください。

前提条件

n 仮想マシンとそれが実行しているホストを含むグループを作成します。たとえば、Sales Dept VMs and 
Hosts などとします。同様のグループを作成する方法の例については、『vRealize Operations Manager 構
成ガイド』を参照してください。

n オブジェクト グループおよび関連する階層での [概要] タブの動作を確認します。バッジ アラートと [サマリ] 
タブを使用したオブジェクト情報の評価 を参照してください。

手順

1 メニューで、[環境] をクリックします。
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2 [カスタム グループ] タブをクリックし、たとえば [Sales Dept VMs and Hosts] グループをクリックします。

3 ホストおよび関連する子仮想マシンのアラートを確認するには、左側のペインでたとえば [ホスト システム] を
クリックし、左下のペインでホスト名をクリックします。

[サマリ] タブには、健全性、リスク、および効率のバッジが表示されます。

4 ホストの [概要] タブを表示して子仮想マシンも処理できるようにするには、左下のペインのホスト名の右側にあ

る右矢印をクリックします。

5 左側のペインの上部にある [vSphere ホストおよびクラスタ] を選択します。

子仮想マシンのアラートを処理するには、オブジェクト グループのメンバーとしてのホストではなく、vSphere 
ホストおよびクラスタ階層でのホストに [概要] タブでフォーカスが設定されている必要があります。

6 リストのアラートに関する、アラートの詳細を表示するには、アラート名をクリックします。

複数のオブジェクトが影響を受けている状態で、アラート リンクをクリックして詳細を表示すると、[健全性の

問題] ダイアログ ボックスが表示されます。影響を受けるオブジェクトが 1 つだけの場合は、そのオブジェクト

の [アラート] タブが表示されます。

7 [アラート] タブで、推奨事項やトリガされたシンプトムの評価を始めます。

このシナリオにおいて、生成されたこのアラートに対する推奨事項は、メモリ ワークロードの高い一部の仮想マ

シンをこのホストから使用可能なメモリの多いホストに移動することです。

8 オブジェクトの [概要] タブに戻って子仮想マシンのアラートを確認するには、左側のペインにある戻るボタンを

クリックします。

ホストが再びオブジェクトの [概要] タブのフォーカスになります。子仮想マシンに生成されたアラートが、この

後の表に表示されます。

9 各仮想マシン アラートをクリックし、[アラート] タブに表示される情報を評価します。

仮想マシン アラート 評価

仮想マシンでは慢性的に高いメ

モリ ワークロードが発生してい

ます。

推奨事項は、この仮想マシンにメモリを追加することです。

1 つ以上の仮想マシンで高いワークロードが発生している場合、おそらくこの状況がホスト メモリ競合アラ

ートをもたらしています。これらの仮想マシンは、使用可能なメモリの多いホストへの移動の候補です。仮

想マシンを移動すると、ホスト メモリ競合アラートおよび仮想マシン アラートが解決する可能性がありま

す。

仮想マシンは設定された制限を

超える CPU を要求しています。

推奨事項には、この仮想マシンでの CPU 制限を増やすこと、または除去することが含まれます。

1 つ以上の仮想マシンが構成されているものより多くの CPU を要求していて、ホストでメモリの競合が発

生している場合、ホストにかかる負荷を増やすことなく仮想マシンに CPU リソースを追加することはでき

ません。これらの仮想マシンは、使用可能なメモリの多いホストへの移動の候補です。仮想マシンを移動す

ると、CPU 数を増やして仮想マシン アラートを解決でき、ホスト メモリ競合アラートが解決する能性があ

ります。

10 推奨されるアクションを実行します。

結果

アクションにより、仮想マシンとホストのアラートが解決する可能性があります。
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次のステップ

数収集サイクルの後、Sales VMs and Hosts グループを見て、アラートがキャンセルされ、オブジェクトの [概
要] タブに表示されなくなったかどうかを確認します。アラートがまだ表示されている場合は、トラブルシューティ

ング ワークフローの例として「ユーザー シナリオ：[トラブルシューティング] タブのオプションを使用して問題の

根本原因を調査する」を参照してください。

[vSAN クラスタのサマリ] タブ

[vSAN クラスタのサマリ] タブには、vSAN クラスタに関連付けられているディスク グループ、キャパシティ ディ

スク、キャッシュ ディスク、合計容量、およびアラートに関する詳細が表示されます。

[vSAN クラスタのサマリ] ページを表示できる場所

メニューで、[環境] > [VMware vSAN] > [vSAN およびストレージ デバイス] > [vSAN クラスタ] をクリックし

ます。

また、選択した vSAN クラスタの関係の詳細およびヒート マップの詳細を表示することもできます。[関係] セクシ

ョンには、vSAN クラスタ内のオブジェクト間の関係に関する情報が表示されます。ヒート マップは、vSAN クラ

スタ内のオブジェクトの潜在的な問題を特定するのに役立ちます。

vSAN クラスタ フォルト ドメインの [サマリ] タブ

vSAN クラスタ フォルト ドメインの [サマリ] タブには、vSAN クラスタのフォルト ドメインに関連付けられてい

る CPU、CPU コア、メモリ、ディスク容量、およびアラートに関する詳細が表示されます。

vSAN クラスタ フォルト ドメインのサマリを表示できる場所

メニューで、[環境] > [VMware vSAN] > [vSAN およびストレージ デバイス] > [vSAN クラスタ] > [フォルト 

ドメイン] をクリックします。

また、選択した vSAN フォルト ドメインの関係の詳細およびヒート マップの詳細を表示することもできます。[関
係] セクションには、vSAN クラスタ内のオブジェクト間の関係に関する情報が表示されます。ヒート マップは、

vSAN フォルト ドメイン内のオブジェクトの潜在的な問題を特定するのに役立ちます。

vSAN クラスタ ディスク グループの [サマリ] タブ

vSAN クラスタ ディスク グループの [サマリ] タブには、vSAN クラスタのディスク グループに関連付けられてい

るディスク容量、書き込みバッファ、読み取りキャッシュ、およびアラートに関する詳細が表示されます。

vSAN クラスタ ディスク グループのサマリを表示できる場所

メニューで、[環境] > [VMware vSAN] > [vSAN およびストレージ デバイス] > [vSAN クラスタ] > [ホスト シ
ステム][ディスク グループ] をクリックします。

また、選択した vSAN ディスク グループの関係の詳細およびヒート マップの詳細を表示することもできます。[関
係] セクションには、vSAN クラスタ内のオブジェクト間の関係に関する情報が表示されます。ヒート マップは、

vSAN ディスク グループ内のオブジェクトの潜在的な問題を特定するのに役立ちます。

オブジェクト アラートの調査

[アラート] タブには、現在選択されているオブジェクトに関して生成されたアラートのリストが表示されます。オブ

ジェクトを操作している場合、[アラート] タブで生成されたアラートをレビューして、応答することにより、ご利用

の環境の問題を管理できます。
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アラートは、ご利用のシステムで問題が発生すると、設定されたアラート定義に基づいて通知します。オブジェクト 

アラートは便利な調査ツールで、2 つの方法で使用できます。オブジェクト アラートは、問題がユーザーから報告さ

れる前に、環境内の問題について早期の通知を提供できます。また、オブジェクト アラートは、一般的な問題または

報告された問題をトラブルシューティングするときに使用できるオブジェクトに関する情報を提供できます。

[アラート] タブをレビューするときに、先祖と子孫を追加して、アラートの表示を拡張できます。現在のオブジェク

トに対するアラートが他のオブジェクトに影響するかどうかを把握できます。逆に、他のオブジェクトに対するアラ

ートで示されている問題が現在のオブジェクトにどのように影響するかを調べることができます。

インフラストラクチャ運用チームの慣習とワークフローに応じて、オブジェクトの [アラート] タブを使用して、個々

のオブジェクトで生成されたアラートを管理できます。

n アラートの所有権を取得すれば、自分が問題の解決に取り組んでいることをチームに知らせることができます。

n アラートを一時停止して、問題を解決する間、一時的にオブジェクトの健全性、リスク、効率状態に影響を与え

ないようにすることができます。

n 意図的なアクションの結果であることがわかっているアラートはキャンセルします。たとえば、交換のためにネ

ットワーク カードをホストから取り外した場合などがあります。また、リソースの制約により現在解決できない

既知の問題であるアラートも取り消します。メッセージ イベントまたはメトリック イベントのシンプトムのみ

によって生成されるアラートを取り消すと、そのアラートは永久に取り消されます。根本的なメトリック条件ま

たはプロパティ条件が存続している場合は、メトリック、スーパー メトリック、またはプロパティのシンプトム

によって生成されるアラートを取り消しても、アラートが再生成されることがあります。メッセージ イベントま

たはメトリック イベントのシンプトムによって生成されるアラートを取り消すことのみが有効です。

アラートの調査と解決は、考えられる最高の環境を顧客に提供するために役立ちます。

ユーザー シナリオ：問題のある仮想マシンの [アラート] タブのアラートへの応答

オブジェクトのアラートに応答することにより、影響を受けるオブジェクトの構成またはパフォーマンスを、必要な

レベルに戻すことができます。アラートの情報に基づき、vRealize Operations Manager に表示されるその他の

情報を使用して、アラートを評価し、最も可能性のある解決策を特定して問題を解決します。

仮想インフラストラクチャの管理者またはオペレーション マネージャが、オブジェクトの問題をトラブルシューティ

ングします。オブジェクトに対して生成されたアラートの確認および応答は、トラブルシューティング プロセスの一

部です。この例では、仮想マシンのワークロードに関する問題を解決します。そのプロセスの一環として [アラート] 
タブを確認し、識別された問題を示すアラート、または識別された問題の一因であるアラートを特定します。

問題の仮想マシンは、データベース サーバとして使用する db-01-kyoto です。

アラートに対する次の応答方法は、vRealize Operations Manager を使用する場合の例であり、絶対的なもので

はありません。環境に特化したトラブルシューティング スキルや知識により、どの方法が有効か判断してください。

前提条件

n 各 vCenter Server インスタンスのアクション用に vCenter アダプタが構成済みであることを確認します。

n CPU 数の設定、メモリの設定、CPU 数およびメモリの設定アクションを実行する場合は、パワーオフ可オプシ

ョンの使用方法を理解していることを確認します。vRealize Operations Manager 情報センターで、パワー

オフ可を使用するアクションの実行に関するセクションを参照してください。
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手順

1 [検索] テキスト ボックスにオブジェクトの名前 db-01-kyoto を入力し、リストから仮想マシンを選択します。

オブジェクトの [サマリ] タブが表示されます。[トップ アラート] ペインに、オブジェクトの重要でアクティブ

なアラートが表示されます。

2 [すべてのメトリック] タブをクリックします。

[すべてのメトリック] > [バッジ] > [ワークロード (%)] の順に選択すると、右側のペインにグラフが生成され、

ワークロードが高いことが示されます。

3 [アラート] タブをクリックします。

この例のアラート リストには、調査中の問題に関係している可能性がある次のアラートが含まれます。

n 仮想マシンに予期しない高い CPU ワークロードがかかっています。

n 仮想マシンに予期しない高いメモリ ワークロードがあります。

4 左上のペインで、[vSphere ホストおよびクラスタ] 関連階層を選択し、リストに追加する先祖アラートまたは

子孫アラートを選択します。

選択した階層のコンテキストで、先祖オブジェクトまたは子孫オブジェクトに関係している可能性があるアラー

トを確認してください。

a ツールバーで、[先祖アラートの表示] をクリックし、[ホスト システム] および [リソース プール] チェック 

ボックスを選択します。

この仮想マシンに関連するホスト システムまたはリソース プールのアラートが、リストに追加されます。

b [子孫アラートの表示] をクリックし、[データストア] を選択します。

データストアのアラートが、リストに追加されます。

この例では、ホスト、リソース プール、データストアに他のアラートが存在しないため、仮想マシンのアラート

の対処を開始します。

5 [仮想マシンに予期しない高い CPU ワークロードがかかっています] というアラート名をクリックします。

[アラートの詳細の概要] タブが表示されます。

6 推奨事項を確認し、提案された 1 つ以上の方法で問題を修正できるかどうかを判断します。

この例には、次の一般的な推奨事項が含まれます。

n ゲスト アプリケーションを確認し、高い CPU ワークロードが予期された動作であるかどうかを判断します。

n この仮想マシンの CPU キャパシティを追加します。

7 Check the guest applications to determine whether high CPU workload is expected behavior 

の推奨事項に従うには、タイトル バーで [アクション] をクリックし、[vSphere Client で仮想マシンを開く] 
を選択します。

vSphere Web Client の [サマリ] タブが表示されます。このタブを使用して、コンソールで仮想マシンを開

き、レポートされた高い CPU ワークロードにどのアプリケーションが関係しているかを確認できます。
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8 Add more CPU Capacity for this virtual machine の推奨事項に従うには、[仮想マシン用 CPU 数の設

定] をクリックします。

a [新しい CPU] テキスト ボックスに値を入力します。

値を入力する前に表示されるデフォルト値は、分析に基づいた提案値です。

b CPU のホット アドが有効になっていない場合、アクションの実行前に仮想マシンをパワーオフすることを

許可するには、[パワーオフ可] チェック ボックスを選択します。

c 仮想マシンの CPU 構成を変更する前にスナップショットを作成するには、[スナップショット] チェック ボ
ックスを選択します。

d [OK] をクリックします。

e [タスク ID] リンクをクリックし、タスクが正常に実行したことを確認します。

指定された個数の CPU が仮想マシンに追加されます。

次のステップ

数回の収集サイクルの後、オブジェクトの [アラート] タブに戻ります。アラートが表示されなくなれば、以上の対処

でアラートが解決されたことを示します。問題が解決されない場合は、トラブルシューティングのワークフロー例に

ついてユーザー シナリオ：[トラブルシューティング] タブのオプションを使用して問題の根本原因を調査するを参照

してください。

メトリック情報の評価

[すべてのメトリック] タブには、関係マップおよびユーザー定義のメトリック チャートがあります。トポロジ マッ

プは、オブジェクトを環境トポロジ内での位置に照らして評価するのに役立ちます。メトリック チャートは、環境内

の問題の考えられる原因を特定するのに役立つと考えられる選択オブジェクトのメトリックに基づいています。
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たとえば、ホスト システムなどの 1 つのオブジェクトの問題を調査しているかもしれませんが、関係マップを使用す

ると、親オブジェクトおよび子オブジェクトのコンテキストでホストを確認できます。また、階層ナビゲーション シ
ステムとしても機能します。マップ内のオブジェクトをダブルクリックすると、そのオブジェクトがマップの中心に

なります。左下のペインで、オブジェクトの使用可能なメトリックがアクティブになります。

独自のメトリック チャートのセットを作成することもできます。オブジェクトおよびメトリックを選択して、1 つま

たは関連する複数のオブジェクトの各種メトリックの経時的な変更の詳細を確認します。

定義済みのメトリック セットがある場合は [すべてのメトリック] タブに表示され、オブジェクトの特定の側面を確

認できます。たとえばホストに問題がある場合は、定義済みリストに表示されるメトリックを確認して、ホストに最

も関連する情報にアクセスします。[すべてのメトリック] リストと [すべてのプロパティ] リストからメトリックと

プロパティをドラッグ アンド ドロップして、これらのメトリック グループを編集したり、追加のグループを作成し

たりすることができます。

メトリックの詳細については、『メトリック、プロパティ、およびアラートの定義』ガイドを参照してください。

[すべてのメトリック] タブの場所

n メニューで [環境] をクリックし、グループ、カスタム データセンター、アプリケーション、またはインベント

リ オブジェクトを選択します。

n または、[環境] をクリックし、左ペインの階層を使用して、必要なオブジェクトに迅速にドリルダウンします。

仮想マシンの問題をトラブルシューティングする際、メトリック チャートを作成する

仮想マシンの問題をトラブルシューティングする際、さまざまなメトリックを比較できるように、メトリック チャー

トのカスタム グループを作成します。[すべてのメトリック] タブを使用して作成できる詳細のレベルは、問題の根本

原因を見つける場合に非常に役立ちます。

仮想マシンのパフォーマンス問題を調査している管理者として、次のレポートされたシンプトムについての詳細なチ

ャートを見る必要があると判断しました。

n ゲスト ファイル システムの全体的なディスク領域使用量がクリティカル限界に到達しています

n ゲスト パーティション ディスクの使用量

[すべてのメトリック] タブを使用して問題を評価する次の方法は、vRealize Operations Manager を使用するた

めの例として示されるものであり、確定的なものではありません。環境に特化したトラブルシューティング スキルや

知識により、どの方法が有効か判断してください。

手順

1 メニュー バーにある [検索] テキスト ボックスに仮想マシンの名前を入力します。

この例では、仮想マシンの名前は sales-10-dk です。

2 [すべてのメトリック] タブをクリックします。

3 関係トポロジ マップで、仮想マシン [dk-new-10] をクリックします。

中央ペインの左側にあるメトリック リストに、仮想マシン メトリックが表示されます。

4 チャート ツールバーで [日付コントロール] をクリックし、シンプトムがトリガされた時間またはそれ以前の時

間を選択します。
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5 仮想マシンの表示領域にメトリック チャートを追加します。

a メトリック リストで [ゲスト ファイル システム統計] - [ゲスト ファイル システムの空き容量 (GB) の合

計] を選択し、メトリック名をダブルクリックします。

b たとえば C:\ などのゲスト パーティションを追加するには、[ゲスト ファイル システム統計] - [C:\] - [ゲ
スト ファイル システムの空き容量 (GB)] を選択して、メトリック名をダブルクリックします。

c 比較用のディスク容量を追加するには、[ディスク容量] - [残り容量 (%）] を選択して、メトリック名をダブ

ルクリックします。

6 これらのチャートを比較します。

ファイル システムの空き容量に減少が見られ、仮想マシンのディスク容量の残りキャパシティが一定の速度で減

少していることが示されます。仮想マシンにディスク容量を追加する必要があると判断しました。ただし、デー

タストアが仮想マシンの変更に対応できるかどうかは分かりません。

7 チャートにデータストアのキャパシティ チャートを追加します。

a トポロジ マップで、ホストをダブルクリックします。

トポロジ マップがフォーカス オブジェクトとしてホストで更新されます。

b データストアをクリックします。

c データストア メトリックを表示するように更新されるメトリック リストで、[容量] - [使用可能な領域

（GB）] を選択して、メトリック名をダブルクリックします。

8 仮想マシンのディスク容量の増加に対応する十分な容量がデータストアで利用可能かどうかを判断するには、デ

ータストアのキャパシティ チャートを確認してください。

結果

仮想マシン上の仮想ディスクのサイズを増やす必要があることが分かります。

次のステップ

仮想マシン上の仮想ディスクを拡張し、ストレスのかかったパーティションにそれを割り当てます。オブジェクト タ
イトル バーの [アクション] をクリックし、vSphere Web Client の仮想マシンを表示します。

[キャパシティ] タブの概要

選択したオブジェクトのワークロード ステータスやリソース競合を評価するには、[キャパシティ] タブを使用しま

す。CPU、メモリ、ストレージのリソースが枯渇するまでの残り時間、残りキャパシティ、残り仮想マシンを確認で

きます。キャパシティを確実にプランニングおよび最適化することで、変化する要件に組織が対応する際に、本番環

境のキャパシティを効率的に管理できます。

問題解決のためのトラブルシューティング ツールの使用

複雑な問題の根本原因の特定には、 [アラート]、[シンプトム]、[タイムライン]、[イベント]、[すべてのメトリック] 
の各タブに表示されるデータが役立ちます。
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問題解決において、トラブルシューティングのタブは個別に、またはワークフローの一部として利用できます。各タ

ブには、収集されたデータが異なる方法で表示されます。問題をトラブルシューティングしていると、[アラート] タ
ブから [すべてのメトリック] タブに直接移動することがあります。必要な情報が [タイムライン] タブから得られる

場合もあります。

[シンプトム] タブの概要

選択したオブジェクトのトリガーされたシンプトムのリストを表示できます。シンプトムは、オブジェクトの問題の

トラブルシューティングの際に使用します。

[シンプトム] タブには、現在選択されているオブジェクトについての、すべてのトリガーされたシンプトムが表示さ

れます。トリガーされたシンプトムのレビューでは、現在選択されているオブジェクトで発生している問題のリスト

が示されます。どのシンプトムが現在生成されているアラートに関連しているのかを知るには、オブジェクトの [ア
ラート] タブに移動します。

トリガーされたシンプトムを評価する際には、それらが作成された時と構成情報、該当する場合にはトレンド チャー

トも考慮します。

[タイムライン] タブの概要

タイムラインには、一定期間にわたるオブジェクトについてのトリガされたシンプトム、生成されたアラート、およ

びイベントのビューが表示されます。タイムラインを使用して、環境内のオブジェクトのステータスに関係している、

一定期間の共通トレンドを特定します。

タイムラインでは、3 階層のスクロール メカニズムを使用しているため、長い期間の中を素早く移動することも、特

定の期間に注目した場合に個々の時間の中をゆっくり精密に移動することもできます。必要なデータが確実にあるよ

うにするには、[日付コントロール] を構成して、調査している問題を含めます。

個別のオブジェクトのみを確認してそのオブジェクトの問題を調査することは、必ずしも効率的であるとは限りませ

ん。より広い環境のコンテキストでオブジェクトを確認するには、親、子、ピアのオプションを使用します。このコ

ンテキストでは、問題についての予測していなかった影響や結果が明らかになることがよくあります。

タイムラインは、パターンをグラフィック表示するツールです。システムによってシンプトムがトリガされた後、さ

まざまな時間間隔でそのシンプトムが取り消された場合は、このイベントを、当該オブジェクトまたは関連するオブ

ジェクトに対する他の変更と比較できます。これらの変更が、問題の根本原因になる場合があります。

[イベント] タブの概要

イベントとは、ユーザー アクション、システム アクション、トリガーされたシンプトム、またはオブジェクトで生

成されたアラートが原因で、管理対象オブジェクトで発生した変更を反映する vRealize Operations Manager メ
トリックの変更です。[イベント] タブを使用して、イベントの発生と生成されたアラートを比較します。この比較

は、管理対象オブジェクトに対する変更が、アラートまたはオブジェクトでの他の問題の根本原因に関係したかどう

かを判断するのに役立ちます。

イベントは、リストされたものだけではなく、どのオブジェクトでも発生する可能性があります。

次の vCenter Server アクティビティは、vRealize Operations Manager イベントを生成するアクティビティ

の一部です。

n 仮想マシンのパワーオンまたはパワーオフ

n 仮想マシンの作成
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n 仮想マシンのゲスト OS への VMware Tools のインストール

n vCenter Server システムへの新たに構成された ESX/ESXi システムの追加

アラートの定義に応じて、これらのイベントがアラートを生成する場合があります。

vRealize Operations Manager に情報を提供する他のアプリケーションと、変更イベントを提供するように構成

されたそれらのアプリケーション用のアダプタを使用して、同じ仮想マシンを監視する場合があります。この場合、

[イベント] タブには、監視対象オブジェクトで発生する特定の変更イベントが含まれています。これらの変更イベン

トにより、調査している問題の原因をより詳しく考察できます。

オブジェクト詳細の作成と使用

ビューとヒート マップの詳細には、オブジェクトの固有データが表示されます。この情報を使用して問題を詳細に評

価できます。必要な情報が現在のビューまたはヒート マップに表示されない場合は、ビューまたはヒート マップを

作成して、特定の問題を調査するときのツールとして使用できます。

ヒート マップの操作

vRealize Operations Manager のヒート マップ機能を使用すると、仮想インフラストラクチャ内のオブジェクト

のメトリック値に基づいて、トラブルの領域を見つけることができます。vRealize Operations Manager が使用

する分析アルゴリズムにより、ヒート マップでオブジェクトのパフォーマンスを本番の仮想インフラストラクチャ全

体にわたって比較できます。

事前定義されたヒート マップを利用するか、独自のヒート マップを作成して、仮想環境内のオブジェクトのメトリ

ック値を比較できます。vRealize Operations Manager の [詳細] タブには事前定義されたヒート マップがあ

り、一般的に使用されるメトリックを比較するのに使用できます。このデータを使用して、仮想インフラストラクチ

ャでの浪費の削減および容量の増加を計画できます。

ヒート マップに表示される内容

ヒート マップには異なるサイズと色の長方形が含まれており、それぞれの長方形が仮想環境のオブジェクトを表しま

す。長方形の色は、1 つのメトリックの値を示し、長方形の大きさは別のメトリックの値を示します。たとえば、あ

るヒート マップは各仮想マシンの総メモリとメモリ使用率を示します。大きな長方形は総メモリ量の多い仮想マシ

ンを示し、緑色はメモリ使用率が低く、赤色は使用率が高いことを示します。

vRealize Operations Manager は、各オブジェクトとメトリックの新しい値が収集されると自動的にヒート マッ

プを更新します。ヒート マップの下の色付きのバーは凡例です。凡例は、色の範囲の端および中間点が示す値を示し

ます。

ヒート マップのオブジェクトは親によってグループ分けされます。たとえば、仮想マシンのパフォーマンスを示すヒ

ート マップでは、仮想マシンが実行される ESX ホストごとにグループ分けされます。

カスタム ヒート マップの作成

必要とするメトリックを厳密に分析する場合はカスタム ヒート マップを無制限な数だけ定義できます。

手順

1 メニューで、[環境] をクリックします。

2 インベントリ ツリーから調べるオブジェクトを選択します。

vRealize Operations Manager ユーザー ガイド

VMware, Inc. 46



3 [詳細] タブの下の[ヒート マップ] タブをクリックします。

4 [グループ化] ドロップダウン メニューから、オブジェクトの最初のレベルのグループ化に使用するタグを選択し

ます。

選択したオブジェクトにこのタグの値がない場合は、[その他] というグループに表示されます。

5 [次の基準] ドロップダウン メニューから、オブジェクトをサブグループに分割するために使用するタグを選択し

ます。

選択したオブジェクトにこのタグの値がない場合は、[その他] というサブグループに表示されます。

6 [モード]オプションを選択します。

オプション 説明

インスタンス メトリックごとに別々の長方形で、オブジェクトのメトリックのすべてのインスタンスを追跡

します。

全般 オブジェクトごとにメトリックの特定のインスタンスを選択し、そのメトリックのみを追跡し

ます。

 
7 [全般] モードを選択した場合は、各リソースの長方形のサイズを設定するために使用する属性を、[次でサイズ

分け] リストで選択します。また、各オブジェクトの長方形の色を決定するために使用する属性を、[次で色分

け] リストで選択します。

[サイズ分け] 属性の値が大きいオブジェクトは、ヒート マップ画面でより大きく表示されます。固定サイズの長

方形を選択することもできます。色は、[色分け] 属性の値に基づいて、ユーザーが設定した色の間で変化しま

す。

ほとんどの場合、属性リストには vRealize Operations Manager が生成するメトリックのみが含まれます。

オブジェクト タイプを選択すると、そのオブジェクト タイプに定義されているすべての属性がリストに表示さ

れます。

a 特定の種別のオブジェクトに関するメトリックのみを追跡するには、[オブジェクト タイプ] ドロップダウン 

メニューから目的のオブジェクト タイプを選択します。

8 [インスタンス] モードを選択した場合は、[属性種別] リストから属性種別を選択します。

属性種別により、各オブジェクトの長方形の色が決まります。

9 ヒート マップの色を構成します。

a カラー バーの下のそれぞれの小さなブロックをクリックし、低、中、高のそれぞれの値の色を設定します。

バーは、中間の値の色の範囲を示します。色の範囲の高い方の端と低い方の端に一致する値も設定できます。

b （オプション） [最小値] および [最大値] の各テキスト ボックスに最小および最大の色の値を入力します。

テキスト ボックスを空白のままにしておくと、vRealize Operations Manager は [色分け] メトリック

の最高値と最低値を端の色にマッピングします。最小値または最大値を指定すると、その値以上のメトリッ

クは端の色で表示されます。

10 [保存] をクリックして構成を保存します。

ユーザーが作成したカスタム ヒート マップは、[ヒート マップ] タブのヒート マップのリストに表示されます。
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メトリックに対する最善または最悪動作オブジェクトを探す

ヒート マップを使用して、特定のメトリックの最高値または最低値を持つオブジェクトを検出できます。

前提条件

比較するメトリックの組み合わせが定義済みのヒート マップのリストにない場合は、最初にカスタムのヒート マッ

プを定義する必要があります。カスタム ヒート マップの作成 を参照してください。

手順

1 メニューで [環境] をクリックし、インベントリ ツリーからオブジェクトを選択します。

2 [詳細] タブの下の[ヒート マップ] タブをクリックします。

選択したリソースに関連するすべてのメトリック ヒート マップが、事前に定義したヒート マップのリストに表

示されます。

3 ヒート マップのリストで、表示するマップをクリックします。

ヒート マップに表示された各オブジェクトの名称とメトリック値が、ヒート マップの下のリストに表示されま

す。

4 関心のあるメトリックの列見出しをクリックして順番を並べ替えると、パフォーマンスが最高または最低のオブ

ジェクトが列の最上部に表示されます。

インフラストラクチャ全体にわたりロード バランスかとられるように使用可能リソース間で比較する

ヒート マップは、仮想インフラストラクチャの全体にわたって選択したメトリックのパフォーマンスを比較するため

に使用できます。この情報を使用して、ESX ホスト間および仮想マシン間でロード バランスを取ることができます。

前提条件

比較するメトリックの組み合わせが定義済みのヒート マップのリストにない場合は、最初にカスタムのヒート マッ

プを定義する必要があります。カスタム ヒート マップの作成 を参照してください。

手順

1 メニューで、[環境] をクリックします。

2 インベントリ ツリーから調べるオブジェクトを選択します。

3 [詳細] タブの下の[ヒート マップ] タブをクリックします。

4 ヒート マップのリストで、表示するいずれかのマップをクリックします。

選択したメトリックのヒート マップが表示され、選択に応じてサイズ変更され、グループ化されます。

5 ヒート マップを使用してオブジェクトを比較し、仮想環境内のすべてのオブジェクトに対して、リソースとメト

リック値をクリックします。

ヒート マップ上に表示されていたすべてのオブジェクトの名前とメトリック値のリストが、ヒート マップの下

のリスト内に表示されます。列見出しをクリックすると、列ごとにリストをソートできます。メトリック列でリ

ストをソートすると、そのメトリックの最大値または最小値が最上部に表示されます。

6 （オプション） ヒート マップ内のオブジェクトに関する詳細を表示するには、そのオブジェクトを表す四角形を

クリックするか、詳細のポップアップ ウィンドウをクリックします。
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次のステップ

比較結果に基づいて、ESX ホスト間、クラスタ間、またはデータストア間でロード バランスがとられるようにオブ

ジェクトを仮想環境内で再編成できます。

ヒート マップを使用したキャパシティ リスクのデータ分析

発生する可能性のあるキャパシティ リスクに関する計画には、どれだけのキャパシティが使用できるか、およびイン

フラストラクチャを効率的に使用しているかを判断するためのデータの分析が含まれます。

仮想マシンのための十分な領域のあるクラスタを特定する

次の仮想マシン セット用の十分な容量を持つデータセンター内のクラスタを特定します。

手順

1 vRealize Operations Manager の左側のペインで、[環境] をクリックします。

2 [vSphere ワールド] を選択します。

3 [詳細] タブの下の[ヒート マップ] タブをクリックします。

4 [どのクラスタが空き容量が最も多く、負荷が最も小さいか。] ヒート マップを選択します。

5 ヒート マップで、各クラスタの領域をポイントし、残り容量のパーセンテージを表示します。

緑色以外の色は、潜在的な問題を示します。

6 クラスタまたはデータセンターのリソースを調べるには、ポップアップ ウィンドウで [詳細] をクリックします。

次のステップ

仮想マシンを格納する容量が最も大きな緑色のクラスタを特定します。

ホストの健全性における異常の調査

ホストで発生するパフォーマンスの問題のソースを特定するには、ワークロードの調査が必要になります。

手順

1 vRealize Operations Manager の左側のペインで、[環境] をクリックします。

2 [vSphere ワールド] を選択します。

3 [詳細] タブの下の[ヒート マップ] タブをクリックします。

4 [どのホストの異常ワークロードが最も高いか。] ヒート マップを選択します。

5 ヒート マップで、クラスタの領域をポイントし、残り容量のパーセンテージを表示します。

緑色以外の色は、潜在的な問題を示します。

6 ポップアップ ウィンドウの ESX ホストの [詳細] をクリックし、ホストのリソースを調査します。

次のステップ

必要に応じてワークロードを調整し、リソースのバランスを取ります。

仮想マシンのための十分な領域のあるデータストアを特定する

次の仮想マシン セット用の領域を最も多く持つデータストアを特定します。
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手順

1 vRealize Operations Manager の左側のペインで、[環境] をクリックします。

2 [vSphere ワールド] を選択します。

3 [詳細] タブの下の[ヒート マップ] タブをクリックします。

4 [どのデータストアのディスク容量オーバーコミットが最も高く、残り時間が最も少ないか。] ヒート マップを選

択します。

5 ヒート マップで、各データセンターの領域をポイントし、容量の統計を表示します。

6 緑色以外の色で潜在的問題が示されている場合は、ポップアップ ウィンドウの [詳細] をクリックし、ディスク

領域およびディスク I/O のリソースを調べます。

次のステップ

仮想マシンに利用可能な領域が最も大きいデータストアを特定します。

無駄な領域のあるデータストアを特定する

仮想マシンの効率を改善するため、解放できる無駄な領域を最も多く持つデータストアを特定します。

手順

1 vRealize Operations Manager の左側のペインで、[環境] をクリックします。

2 [vSphere ワールド] を選択します。

3 [詳細] タブの下の[ヒート マップ] タブをクリックします。

4 [どのデータストアが無駄な容量および総容量使用量が最も多いか。] ヒート マップを選択します。

5 ヒート マップで、各データセンターの領域をポイントし、無駄の統計を表示します。

6 緑色以外の色で潜在的問題が示されている場合は、ポップアップ ウィンドウの [詳細] をクリックし、ディスク

領域およびディスク I/O のリソースを調べます。

次のステップ

無駄な領域の量が最も大きい、赤色、オレンジ色、または黄色のデータストアを特定します。

データストア間でリソースの無駄がある仮想マシンを特定する

アイドル状態、過剰サイズまたはパワーオフ状態の仮想マシン、あるいはスナップショットを検討して、リソースを

無駄にしている仮想マシンを特定します。

手順

1 vRealize Operations Manager の左側のペインで、[環境] をクリックします。

2 [vSphere ワールド] を選択します。

3 [詳細] タブの下の[ヒート マップ] タブをクリックします。

4 [各データストアについて、どの仮想マシンが無駄なディスク容量が多いか。] ヒート マップを選択します。

5 ヒート マップで、各仮想マシンをポイントし、無駄の統計を表示します。
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6 緑色以外の色で潜在的問題が示されている場合は、ポップアップ ウィンドウの仮想マシンの [詳細] をクリック

し、ディスク領域および I/O のリソースを調べます。

次のステップ

無駄な領域の量が最も大きい、赤色、オレンジ色、または黄色の仮想マシンを特定します。

環境内の関係の調査

環境内のほとんどのオブジェクトは、その環境内の他のオブジェクトに関連付けられています。[環境] タブでは、環

境内のオブジェクトの関係性が表示されます。調査するために最初に選択するオブジェクトに関する問題ではない問

題のトラブルシューティングを行うためにこの表示を使用します。たとえば、ホストでの問題のアラートは、ホスト

に関連付けられた仮想マシンの容量不足が原因かもしれません。

[環境] タブ

環境のインベントリからオブジェクトを選択して [オブジェクト詳細] 画面を表示すると、[環境] タブをクリックし

て関連オブジェクトの概要を表示できます。このタブには、選択したオブジェクトに関連する環境内のすべてのオブ

ジェクトが、各オブジェクトのステータス バッジと共に表示されます。[環境] タブを使用して、健全性、リスク、ま

たは効率性の問題がある環境内の関連オブジェクトを特定します。

例：[環境] タブを使用して問題を発見する

環境のパフォーマンスが低下しており、その原因を調査したいとします。ホスト システムなどの主要オブジェクトを

選択して、仮想マシンなどの関連オブジェクトに問題がないかどうかを確認します。

手順

1 メニューで [環境] をクリックし、左ペインの [vSphere ホストおよびクラスタ] をクリックし、[vSphere 
World] オブジェクトを選択します。

2 [環境] タブを選択します。

システムに、vSphere ワールド内のすべてのオブジェクトの健全性バッジが表示されます。

3 各ホスト システムのバッジをクリックします。

そのホストに属している仮想マシンの健全性バッジがハイライト表示されます。ホストの健全性バッジが良好な

状態を示していても、警告ステータスを示している仮想マシンが含まれている場合があります。

次のステップ

これで、問題の原因を調査できます。たとえば、問題が慢性的なものなのか一時的なものなのかを特定できれば、そ

の対処法を決定できます。問題解決のためのトラブルシューティング ツールの使用 を参照してください。

ユーザー シナリオ：[トラブルシューティング] タブのオプションを使用して問題
の根本原因を調査する

お客様の 1 人が、特定の仮想マシンの処理の遅さや障害などを含めたパフォーマンスの低さをレポートしています。

このシナリオでは、[トラブルシューティング] タブで利用できる情報に基づいて、vRealize Operations Manager 
を使用してこの問題を調査できる 1 つの方法を示します。
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仮想インフラストラクチャ管理者が、お客様の 1 人が仮想マシン sales-10-dk の問題をレポートしているヘルプ チ
ケットに対応します。レポートされている状態は、ロード時間が遅い、起動が遅いなどのアプリケーションのパフォ

ーマンスが低いことで、一部のアプリケーションのロードにかかる時間が長くなってきており、ファイルの保存にか

かる時間も長くなってきています。今日、アプリケーションに障害が発生し始めて、アップデートのインストールに

失敗しました。

仮想マシンの [アラート] タブを見ると、メモリへのストレスにつながる慢性的な高いメモリ ワークロードのアラー

トが表示されています。トリガされたシンプトムはメモリへのストレスを示しており、メモリをさらに追加すること

が推奨事項となっています。

これまでの経験から、このアラートが根本原因を示しているとは確信できないため、[キャパシティ] タブを確認しま

す。[キャパシティ] タブでは、メモリおよびディスク容量の問題が示されており、[残り時間] では、メモリおよびデ

ィスク容量の残り日数が 0 になっています。

この最初の確認から、メモリ アラート以外に問題があることがわかるので、[イベント] タブを使用してさらに詳しい

調査を行います。

仮想マシンの問題をトラブルシューティングする際、トリガーされたシンプトムを確認する

仮想インフラストラクチャ管理者は、顧客の苦情およびアラートに対応し、環境内のオブジェクトで発生した問題を

特定します。[シンプトム] タブの情報を参考にして、トリガしたシンプトムが、レポートまたは特定された問題に寄

与する条件を示すかどうかを判定します。

顧客からレポートされた仮想マシンのパフォーマンス低下の問題について調査する必要があります。仮想マシンの 

[アラート] タブで表示されるアラートは、仮想マシンは、vSphere セキュリティ強化ガイドのリスク プロファイル 1 に違反して

いますのみです。

仮想マシンの [キャパシティ] タブでは、メモリとディスク容量で問題が発生していることを特定しました。ここで

は、仮想マシンでトリガしたシンプトムに注目します。

[シンプトム] タブを使用して問題を評価する次の方法は、vRealize Operations Manager を使用するための例と

して示されるものであり、確定的なものではありません。環境の特定の側面に関するトラブルシューティング スキル

や知識により、どの方法が有効か判断してください。

手順

1 メニューで [ダッシュボード] をクリックし、左側のペインで [VM のトラブルシューティング] をクリックしま

す。

2 トラブルシューティングする仮想マシンを検索します。

この例では、仮想マシンの名前は sales-10-dk です。

3 仮想マシンを選択した状態で、[アラート] タブをクリックし、[シンプトム] タブをクリックします。

4 トリガしたシンプトムを確認し、評価します。

オプション 評価プロセス

症状 トリガーされたシンプトムのいずれかが、メモリまたはディスク領域で確認したクリティカルな状態に関連しているか。

ステータス シンプトムはアクティブであるか、非アクティブであるか。非アクティブのシンプトムであっても、オブジェクトの過去の状態に

ついての情報を得られます。非アクティブのシンプトムを追加するには、ツールバーの [ステータス：アクティブ] をクリックし

てフィルタを削除します。
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オプション 評価プロセス

作成日時 シンプトムがトリガしたのはいつか。トリガしたシンプトムの時期は、他のシンプトムとどのように比較できるか。

詳細情報 トリガーされたシンプトムと残り時間および残りキャパシティ バッジの状態との間の相関を特定できるか。

結果

確認作業によって、トリガしたシンプトムが vSphere セキュリティ強化ガイドに定義された仮想マシンのコンプラ

イアンス アラートに関連するかどうかを特定します。vRealize Operations Manager に付属するコンプライア

ンス リスク プロファイルの 1 つである vSphere セキュリティ強化ガイドというアラートに対して、違反シンプト

ムがトリガしました。

仮想マシンは、vSphere セキュリティ強化ガイドのリスク プロファイル 1 に違反していますというコンプライアンス アラートで

次のシンプトムがトリガしました：

n 独立型の読み取り専用ディスクが使用されています

n 自動ログオン機能が有効です

n コピー/貼り付け操作が有効です

n 権限がないユーザーとプロセスが、デバイスの削除、接続、および変更を実行できます 

n ゲストはホスト情報を受信できます

メモリおよび残り時間に関連する他のシンプトムもトリガしました。

n ゲスト ファイル システムの全体的なディスク領域使用量がクリティカル限界に到達しています

n 仮想マシンのディスク領域の残り時間が少なくなっています

n 仮想マシンの CPU の残り時間が少なくなっています

n ゲスト パーティションのディスク領域の使用量

n 仮想マシンのメモリの残り時間が少なくなっています

次のステップ

タイムライン上のオブジェクトのシンプトムを確認します。仮想マシンの問題をトラブルシューティングする際、タ

イムラインのシンプトムを比較するを参照してください。

vSphere セキュリティ強化ガイドについては、http://www.vmware.com/security/hardening-guides.html 
を参照してください。

仮想マシンの問題をトラブルシューティングする際、タイムラインのシンプトムを比較する

オブジェクトに対してトリガされたシンプトムを経時的に見ると、環境内のオブジェクトの問題をトラブルシューテ

ィングする際に、トリガされたシンプトム、アラート、イベントを比較できます。vRealize Operations Manager 
の [タイムライン] タブには、環境内の問題の調査に使用できる、トリガーされたシンプトムを見るための視覚的なチ

ャートがあります。

以下のシンプトムが、sales-10-dk 仮想マシン上でレポートされたパフォーマンス問題の根本的原因の指標になりう

ると判断したら、それら同士を、時間をかけて比較します。通常とは異なるパターンや共通のパターンを探します。

n ゲスト ファイル システムの全体的なディスク使用量がクリティカル限界に到達している。
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n 仮想マシンのディスク容量の残り時間が少なくなっている。

n 仮想マシンの CPU の残り時間が少なくなっている。

n ゲスト パーティション ディスク容量を使用する。

n 仮想マシンのメモリの残り時間が少なくなっている。

[タイムライン] タブを使用して問題を評価する次の方法は、vRealize Operations Manager および 1 つの方法の

みを使用するための例として示されるものです。環境に特化したトラブルシューティング スキルや知識により、どの

方法が有効か判断してください。

前提条件

トリガーされたオブジェクトのシンプトムを確認します。仮想マシンの問題をトラブルシューティングする際、トリ

ガーされたシンプトムを確認する を参照してください。

手順

1 メイン タイトル バーにある [検索] テキスト ボックスに仮想マシンの名前を入力します。

この例では、仮想マシンの名前は sales-10-dk です。

2 [イベント] タブをクリックして、[タイムライン] タブをクリックします。

3 タイムライン ツールバーで [日付コントロール] をクリックし、参照のシンプトムがトリガーされた時間以前の

時間を選択します。

デフォルトの時間範囲は直近の 6 時間です。仮想マシンを経時的に広範囲に見るには、トリガーされたシンプト

ムおよび生成されたアラートを含む範囲を構成します。

4 シンプトムがトリガーされたポイントを表示し、どの行がどのシンプトムを表しているかを特定するには、タイ

ムラインの週、日付、または時間のセクションをページ全体で左と右にドラッグします。

5 [イベント フィルタ] をクリックして、すべてのイベント タイプを選択します。

イベントがトリガーされたシンプトムまたは生成されたアラートに対応するかを検討します。

6 左上のペインの関連する階層リストで、[vSphere ホストおよびクラスタ] をクリックします。

使用可能な先祖および子孫オブジェクトは、選択された階層によって異なります。

7 ホストに問題が発生していないかどうかを確認するには、[表示先ソース] をクリックし、[親] の下の [ホスト シ
ステム] を選択します。

メモリやディスク容量の問題について詳細な情報を提供するシンプトム、アラート、イベントがホストにあるか

どうかを調べます。

結果

仮想マシンのシンプトムとホストのシンプトムを比較し、経時的にシンプトムをみることで、次の傾向が示されます。

n ホスト リソース使用量、ホスト ディスク使用量、ホスト CPU 使用量のシンプトムが、およそ 4 時間ごとに約 

10 分間トリガされる。
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n 仮想マシンのゲスト ファイル システムの容量不足のシンプトムがトリガされ、時間の経過とともにキャンセル

される。このシンプトムは 1 時間アクティブになりキャンセルされることがある。このシンプトムが 2 時間ア

クティブのこともある。ただし、キャンセルとそのシンプトムの次のトリガー間は 30 分以下になる。

次のステップ

バッジおよびアラートのコンテキストでイベントを確認します。仮想マシンの問題をトラブルシューティングする

際、影響のあるイベントを特定するを参照してください。

仮想マシンの問題をトラブルシューティングする際、影響のあるイベントを特定する

イベントとは、メトリック、プロパティ、またはオブジェクトについての情報への変更に基づいた、環境内のオブジ

ェクトへの変更です。アラートのコンテキストで問題のある仮想マシンのイベントを調べると、問題の根本原因に対

する視覚的な手がかりが得られる場合があります。

仮想マシンについて報告されたパフォーマンス問題を調査する仮想インフラストラクチャ管理者は、タイムライン上

のシンプトムを比較します。ゲスト ファイル システムに関連する異常な動作が識別されたため、他のメトリックの

コンテキストでこのゲスト ファイル システムを調べることにします。この調査では、問題の根本原因を見つけたか

どうかを判断できます。

[イベント] タブを使用して問題を評価する次の方法は、vRealize Operations Manager を使用するための例とし

て示されるものであり、確定的なものではありません。環境に特化したトラブルシューティング スキルや知識によ

り、どの方法が有効か判断してください。

前提条件

トリガされたシンプトム、アラート、およびイベントを経時的に調べます。仮想マシンの問題をトラブルシューティ

ングする際、タイムラインのシンプトムを比較する を参照してください。

手順

1 メイン タイトル バーにある [検索] テキスト ボックスに仮想マシンの名前を入力します。

この例では、仮想マシンの名前は sales-10-dk です。

2 [イベント] タブをクリックして、[イベント] ボタンを選択します。

3 イベント ツールバーで [日付コントロール] をクリックし、シンプトムがトリガーされた時間以前の時間を選択

します。

4 [イベント フィルタ] をクリックして、すべてのイベント タイプを選択します。

変更が他のイベントに対応するかどうかを検討します。

5 [表示先ソース] > [親] - [すべて選択] の順にクリックし、タイムラインのアラートをクリックしてイベントを確

認していきます。

チャートの下のデータ グリッドに一覧表示されたイベントのいずれかが、レポートされた問題の一因となる可能

性のあるホストの問題に相当するかを検討します。

6 [表示先ソース] > [子] - [すべて選択] の順にクリックし、アラートをクリックしてイベントを確認していきま

す。

イベントのいずれかでデータストアの問題があるかを検討します。
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結果

評価では、ワークロードと、ゲスト ファイル システムの容量不足のシンプトムがトリガされた各時間との間に、特

定の相関は見られません。

vRealize Operations Manager からのアクションの実行

vRealize Operations Manager で、vRealize Operations Manager のアクションを使用して、vCenter 
Server で選択されているオブジェクトの状態または構成を変更できます。たとえば、疑わしいリソース問題に取り

組んだり、リソースを再配分して仮想インフラストラクチャを最適化したりする目的で、オブジェクト構成を変更す

る必要が生じることがあります。

アクションの使用目的として最も多いのは、問題の解決です。アクションをトラブルシューティング手順の一部とし

て実行することも、アラートに対応するための推奨される解決策としてアクションを追加することもできます。

vRealize Operations Manager のアクションへのアクセス権をユーザーに与えると、そのユーザーは、許可され

たアクションを、vRealize Operations Manager によって管理されている任意のオブジェクトに対して実行でき

ます。

問題をトラブルシューティングするときに、中央のペインの [アクション] メニューからアクションを実行できます。

または、サポートされるオブジェクトが含まれているリスト ビューのツールバーから実行することもできます。

アラートがトリガされて、問題の解決には提案されているアクションが最適であると判断した場合は、1 つ以上のオ

ブジェクトに対してそのアクションを実行できます。

vRealize Operations Manager のツールバーからのアクションの実行

vRealize Operations Manager でアクションを実行する場合は、vCenter Server オブジェクトの状態を変更し

ます。オブジェクトの構成や状態が環境に悪影響を与えている場合、ユーザーが 1 つ以上のアクションを実行します。

これらのアクションにより、無駄な領域の解放、メモリの調整、またはリソースの節約が実行できます。

このアクション実行手順は、vRealize Operations Manager[アクション] メニューに基づいて、通常は問題のト

ラブルシューティングに使用されます。利用可能なアクションは、使用しているオブジェクトのタイプによって異な

ります。アクションをアラートの推奨事項として実行することもできます。

前提条件

n 各 vCenter Server インスタンスのアクションの実行用に vCenter アダプタが構成済みであることを確認し

ます。『vRealize Operations Manager 構成ガイド』を参照してください。

n CPU 数の設定、メモリの設定、CPU 数およびメモリの設定アクションを実行する場合は、パワーオフ可オプシ

ョンの使用方法を確実に理解するようにしてください。vRealize Operations Manager 情報センターで、パ

ワーオフ可を使用するアクションの実行に関するセクションを参照してください。

手順

1 [環境] ページのインベントリ ツリーでオブジェクトを選択するか、リスト ビューのオブジェクトを 1 つ以上選

択します。

2 メイン ツールバーまたは組み込みのビューで [アクション] をクリックします。
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3 アクションを 1 つ選択します。

仮想マシンを操作対象にしている場合は、ダイアログ ボックスに仮想マシンだけが表示されます。クラスタ、ホ

スト、データストアを操作対象にしている場合は、ダイアログ ボックスにすべてのオブジェクトが表示されま

す。

4 オブジェクトに対してアクションを実行するには、チェック ボックスをオンにし、[OK] をクリックします。

アクションが実行され、タスク ID を表示したダイアログ ボックスが開きます。

5 ジョブのステータスを表示し、ジョブが終了したことを確認するには、[最近のタスク] をクリックするか、[OK] 
をクリックしてダイアログ ボックスを閉じます。

[最近のタスク] リストが表示され、そこに開始したタスクが含まれています。

次のステップ

ジョブが完了したことを確認するには、メニューで [環境] をクリックして、[履歴] > [最近のタスク] の順にクリッ

クします。リストから目的のタスク名またはタスク ID を見つけ、ステータスが終了したことを確認します。最近の

タスクのステータスの監視を参照してください。

vRealize Operations Manager でのトラブルシューティング アクション

データが見つからないか、vRealize Operations Manager からアクションを実行できない場合は、トラブルシュ

ーティング オプションを確認します。

vCenter Server アダプタが、正しい vCenter Server インスタンスに接続するように構成済みであること、およ

びアクションを実行するように構成済みであることを確認する。『vRealize Operations Manager 構成ガイド』を

参照してください。

n オブジェクトのアクションが表示されない

ホストまたは仮想マシンなどのオブジェクトに対するアクションが表示されないことがありますが、これは 

vRealize Automation がそのオブジェクトを管理しているためです。

n [アクション] ダイアログ ボックスで見つからない列データがある

[アクション] ダイアログ ボックスで 1 つ以上のオブジェクトのデータが不足しており、そのアクションを実行

するかどうかを判断するの難しい。

n 仮想マシンのメモリ設定ダイアログ ボックスに見つからない列データがある

読み取り専用のデータ列に現在値が表示されないため、新規のメモリ値を正しく指定するのが難しくなります。

n [アクション] ダイアログ ボックスにホスト名が表示されない

仮想マシンでアクションを実行するときに、[アクション] ダイアログ ボックスでホスト名が空白になる。

オブジェクトのアクションが表示されない

ホストまたは仮想マシンなどのオブジェクトに対するアクションが表示されないことがありますが、これは 

vRealize Automation がそのオブジェクトを管理しているためです。
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問題

データセンターのアクションを表示したときに、コンテナのリバランスなどのアクションがドロップダウン メニュー

に表示されない場合があります。

n データセンターが vRealize Automation で管理されている場合、アクションは表示されません。

n データセンターが vRealize Automation によって管理されていない場合は、vRealize Automation によっ

て管理されていない仮想マシンに対してアクションを実行できます。

原因

vRealize Automation によってデータセンターまたはカスタム データセンター コンテナの子オブジェクトが管理

されている場合、それらのオブジェクトに対して通常使用できるアクションが表示されません。それらが使用できな

いのは、vRealize Automation によって管理されているオブジェクトに対するアクションがアクション フレーム

ワークによって除外されるためです。vRealize Automation によって管理されているオブジェクトに対するアク

ションの除外をオン/オフにすることはできません。これは通常の動作です。

vRealize Automation アダプタ インスタンスを削除した場合に、[関連するオブジェクトを削除します] のチェッ

ク ボックスを選択しないと、アクションは無効のままとなります。

2 つの方法のいずれかで、データセンターまたはカスタム データセンターのオブジェクトに対してアクションを使用

できるようにします。vRealize Automation によってオブジェクトが管理されていないことを確認するか、または

この手順の説明に従って vRealize Automation アダプタ インスタンスを削除します。

解決方法

1 オブジェクトにアクションを実行できるようにするため、vRealize Automation のインスタンスに移動しま

す。

2 vRealize Automation で、仮想マシンを移動するなどのアクションを実行します。

[アクション] ダイアログ ボックスで見つからない列データがある

[アクション] ダイアログ ボックスで 1 つ以上のオブジェクトのデータが不足しており、そのアクションを実行するか

どうかを判断するの難しい。

問題

1 つ以上のオブジェクトでアクションを実行するときに、一部のフィールドが空になる。

原因

2 つの原因が考えられます。1) VMware vSphere アダプタが、オブジェクトを管理する vCenter Server インス

タンスからデータを収集していません。2) 現在の vRealize Operations Manager ユーザーには、オブジェクト

に関する収集データを表示する権限がありません。

解決方法

1 データを収集するように vRealize Operations Manager が構成されていることを確認します。

2 データを表示するために必要な権限がユーザーに付与されていることを確認します。
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仮想マシンのメモリ設定ダイアログ ボックスに見つからない列データがある

読み取り専用のデータ列に現在値が表示されないため、新規のメモリ値を正しく指定するのが難しくなります。

問題

[現在 (MB)] 列と [電源状態] 列に、管理対象オブジェクトについて収集された現在値が表示されない。

原因

ターゲット仮想マシンが実行されている vCenter Server からデータを収集するアダプタが収集サイクルを実行し

ておらず、データが収集されていません。この欠落は、最近、ターゲット vCenter Server の VMware アダプタ 

インスタンスを作成してアクションを開始した場合に発生する可能性があります。VMware vSphere アダプタの

データ収集サイクルは 5 分です。

解決方法

1 VMware アダプタ インスタンスを作成した後は、それからさらに 5 分間待機してください。

2 [仮想マシン用メモリの設定] アクションを再実行します。

現在のメモリ値と現在の電源状態がダイアログ ボックスに表示されます。

[アクション] ダイアログ ボックスにホスト名が表示されない

仮想マシンでアクションを実行するときに、[アクション] ダイアログ ボックスでホスト名が空白になる。

問題

アクションを実行する仮想マシンを選択して [アクション] ボタンをクリックすると、ダイアログ ボックスは表示さ

れるが [ホスト] 列が空になっている。

原因

現在のユーザー ロールは仮想マシンでアクションを実行できるように構成されていますが、ホストへのアクセスを提

供できるユーザー ロールがありません。仮想マシンが表示され、それらの仮想マシン上でアクションを実行できます

が、それらの仮想マシンのホスト データを表示することはできません。vRealize Operations Manager は、ユー

ザーにアクセス権限のないデータを取得できません。

解決方法

アクションを実行できますが、ホスト名は [アクション] ダイアログ ボックスに表示されません。

最近のタスクのステータスの監視

[最近のタスク] ステータスは、vRealize Operations Manager から開始されたすべてのタスクを含みます。この

タスク ステータス情報は、タスクが正常に完了しているかを確認したり、タスクの現在の状態を判断したりする目的

で使用します。

アクションを実行するときに開始されるタスクのステータスを監視し、タスクが正常に終了したかどうかを調べるこ

とができます。
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前提条件

アラート対応の推奨事項の一環として示されるアクション、またはツールバー上のアクションを 1 つ以上実行しま

す。 vRealize Operations Manager のツールバーからのアクションの実行を参照してください。

手順

1 メニューで [管理] をクリックし、左ペインから [履歴] を選択します。

2 [最近のタスク] をクリックします。

3 終了していないタスクが存在しないかを確認するため、[ステータス] 列をクリックし、結果をソートします。

オプション 説明

処理中 実行中のタスクを示します。

完了 完了したタスクを示します。

失敗 複数のオブジェクトに対してタスクを開始した場合に 1 つ以上のオブジェクトに関してタスク

が完了していないことを示します。

最長時間に到達しました タイムアウトしたタスクを示します。

 
4 タスク プロセスを評価するには、リストでタスクを選択し、[選択したタスクの詳細] ペインで情報を確認しま

す。

詳細は [メッセージ] ペインに表示されます。情報メッセージに アクションが実行されていません が含まれる場合、オ

ブジェクトがすでに要求された状態であったためにタスクが終了したことを示します。

5 タスクにいくつかのオブジェクトが含まれる場合にオブジェクトのメッセージを表示するには、[関連オブジェク

ト] リストでオブジェクトを選択します。

オブジェクトの設定をクリアしてすべてのメッセージを表示できるようにするには、スペース バーを押します。

次のステップ

タスクが正常に実行されなかった原因を調べるには、ステータスが 最長時間に到達しました または 失敗 のタスクのト

ラブルシューティングを行います。失敗したタスクのトラブルシューティングを参照してください。

失敗したタスクのトラブルシューティング

vRealize Operations Manager でタスクの実行が失敗した場合、[最近のタスク] ページを確認し、タスクをトラ

ブルシューティングして失敗した原因を判断します。

この情報は、[最近のタスク] の情報を使用してタスクで特定された問題のトラブルシューティングを行うための一般

的な手順です。

n 最近のタスクが失敗したかどうかの判断

[最近のタスク] には、vRealize Operations Manager から開始されたアクション タスクのステータスが表

示されます。期待した結果が表示されない場合は、そのタスクを調べ、失敗したかどうか確認してください。

n タスク ステータス [最長時間に到達しました] のトラブルシューティング

アクション タスクのステータスが 最大時間に到達 になっていますが、タスクの状態が不明です。
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n 失敗した CPU 設定タスクまたはメモリ設定タスクのトラブルシューティング 

パワー オフが許可されていないため、[最近のタスク] リストで、仮想マシン用 CPU 数およびメモリ設定のア

クション タスクが失敗ステータスになります。

n パワーオフ可状態での CPU 数の設定またはメモリの設定のトラブルシューティング

CPU 数の設定、メモリの設定、または CPU 数およびメモリの設定アクションで、アクションに失敗したこと

が [最近のタスク] に表示されます。

n 値がサポートされていない場合の CPU 数およびメモリ設定のトラブルシューティング

サポートされていない値を使用して仮想マシンで [CPU 数設定] アクションまたは [メモリ設定] アクション

を実行すると、仮想マシンが使用できない状態のままとなることがあります。その結果、vCenter Server で
問題を解決する必要があります。

n 値がサポートされていない場合の CPU リソースの設定またはメモリ リソースの設定のトラブルシューティン

グ

仮想マシンでサポートされていない値を使用して [CPU リソースの設定] アクションを実行すると、そのタス

クに失敗し、[最近のタスク] のメッセージにエラーが表示されます。

n 値が高すぎる場合の CPU リソースまたはメモリ リソースの設定のトラブルシューティング

[CPU リソースの設定] または [メモリ リソースの設定] アクションを実行すると、タスクが失敗し、[最近のタ

スク] のメッセージにエラーが表示されます。この理由は、vCenter Server インスタンスでサポートされて

いる値より大きい値を入力したためである可能性があります。

n 値を 1024 で割り切れない場合のメモリ リソースの設定のトラブルシューティング

キロバイトからメガバイトに変換できない値を使用して [メモリ リソースの設定] アクションを実行すると、そ

のタスクに失敗し、[最近のタスク] のメッセージにエラーが表示されます。

n 仮想マシンのシャットダウン アクションの失敗ステータスのトラブルシューティング

[最近のタスク] リストで、[仮想マシンのシャットダウン] アクション タスクのステータスが 失敗 と表示され

ます。

n 仮想マシンのシャットダウン アクションの特定のステータスにおける実行していない VMware Tools のト

ラブルシューティング

[最近のタスク] リストで [仮想マシンのシャットダウン] アクション タスクが失敗ステータスになり、[メッセ

ージ] に VMware Tools が必要であると示されます。

n 未使用スナップショットの削除アクションの失敗ステータスのトラブルシューティング

[最近のタスク] リストで、[使用されていないスナップショットの削除] アクション タスクのステータスが 失敗 

と表示されます。

最近のタスクが失敗したかどうかの判断

[最近のタスク] には、vRealize Operations Manager から開始されたアクション タスクのステータスが表示され

ます。期待した結果が表示されない場合は、そのタスクを調べ、失敗したかどうか確認してください。

手順

1 メニューの [管理] をクリックし、左ペインで [履歴] をクリックします。
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2 [最近のタスク] をクリックします。

3 タスク リストで失敗したタスクを選択します。

4 [メッセージ] リストから、Script Return Result: Failure を見つけて、このメッセージと <-- 
Executing:[script name] on {object type} の間にある情報を確認します。

Script Return Result は、アクション実行の終了で、<-- Executing は、開始を示します。表示される

情報には、渡されるパラメータ、ターゲット オブジェクトおよび予期せぬ例外が含まれており、問題の識別に使

用できます。

タスク ステータス [最長時間に到達しました] のトラブルシューティング

アクション タスクのステータスが 最大時間に到達 になっていますが、タスクの状態が不明です。

問題

[最近のタスク] リストに、タスクが 最長時間に到達しました ステータスになったことが示されている。

タスクの実行時間がデフォルト値または構成値を超えている。最新のステータスを判断するには、開始されたアクシ

ョンのトラブルシューティングを行う必要があります。

原因

タスクの実行時間が、次のいずれかの理由でデフォルト値または構成値を超えている。

n アクションの実行時間が例外的に長く、しきい値タイムアウトに到達する前にアクションが完了しなかった。

n アクション アダプタが、タイムアウトに到達する前にターゲット システムから応答を受信しなかった。アクシ

ョンは正常に終了したようだが、vRealize Operations Manager に完了ステータスが返されなかった。

n アクションが正しく開始されなかった。

n アクション アダプタでエラーが発生したため、ステータスを報告できない。

解決方法

アクションが正常に完了したかどうかを判断するには、ターゲット オブジェクトの状態を確認します。正常に完了し

ていなかった場合は、根本原因の調査を続けます。

失敗した CPU 設定タスクまたはメモリ設定タスクのトラブルシューティング

パワー オフが許可されていないため、[最近のタスク] リストで、仮想マシン用 CPU 数およびメモリ設定のアクショ

ン タスクが失敗ステータスになります。

問題

[最近のタスク] リストで、CPU 数の設定、メモリの設定、CPU 数およびメモリの設定タスクが失敗ステータスにな

ります。選択したタスクの [メッセージ] リストを調べると、次のメッセージがあります。

Unable to perform action.Virtual Machine found powered on, power off not allowed. 
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メモリまたは CPU 数を増やすと、次のメッセージが表示されます。

Virtual Machine found powered on, power off not allowed, if hot add is enabled the hotPlugLimit is 

exceeded.

原因

[パワーオフ可] オプションを選択せずに、CPU またはメモリの値を増やすまたは減らすアクションを送信しました。

ターゲット オブジェクトがパワーオンされており、vCenter Server でターゲット オブジェクトの [メモリ ホット 

プラグ] が有効になっていないアクションを実行した場合は、そのアクションに失敗します。

解決方法

1 vCenter Server でターゲット仮想マシンの [メモリ ホット プラグ] を有効にするか、CPU 数の設定、メモリ

の設定、CPU 数およびメモリの設定アクションを実行するときに [パワー オフ可] を選択してください。

2 vCenter Server で、ホット プラグの制限を確認してください。

パワーオフ可状態での CPU 数の設定またはメモリの設定のトラブルシューティング

CPU 数の設定、メモリの設定、または CPU 数およびメモリの設定アクションで、アクションに失敗したことが [最
近のタスク] に表示されます。

問題

CPU 数、メモリ、またはその両方を変更するアクションを実行すると、アクションが失敗します。[パワーオフ可] 
が選択され、仮想マシンが実行され、VMware Tools がインストール済みで実行されていても失敗します。

原因

要求された変更を行うために仮想マシンをパワーオフする前に、仮想マシンはゲスト OS をシャットダウンする必要

があります。シャットダウン プロセスは、ターゲット仮想マシンからの応答を 120 秒待ち、仮想マシンを変更する

ことなく失敗します。

解決方法

1 アクションの実行を遅らせている実行中のジョブがあるかどうかを判断するために、vCenter Server のターゲ

ット仮想マシンを確認します。

2 vRealize Operations Manager からアクションを再試行します。

値がサポートされていない場合の CPU 数およびメモリ設定のトラブルシューティング

サポートされていない値を使用して仮想マシンで [CPU 数設定] アクションまたは [メモリ設定] アクションを実行

すると、仮想マシンが使用できない状態のままとなることがあります。その結果、vCenter Server で問題を解決す

る必要があります。

問題

CPU 数設定アクションまたはメモリ設定アクションを正常に実行した後に、仮想マシンをパワーオンできない。失

敗した仮想マシンのパワーオン アクションについて [最近のタスク] でメッセージを確認すると、ホストが新しい 

CPU 数または新しいメモリ値をサポートしていないというメッセージが表示される。
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原因

vCenter Server で CPU 値およびメモリ値の変更を検証する方法が原因となって、vRealize Operations 
Manager のアクションを使用して、サポートされていない量に値を変更することができます。この変更は、仮想マ

シンがパワーオフ状態であるときにアクションを実行した場合に行われる可能性があります。

オブジェクトがパワーオンされていた場合は、タスクは失敗しますが、任意の値の変更がロールバックされ、マシン

が再びパワーオンされます。オブジェクトがパワーオフである場合、タスクは成功し、vCenter Server で値が変更

されます。しかし、サポートされている値に CPU またはメモリを手動で変更しない限り、アクションまたは 

vCenter Server のいずれを使用してもターゲット オブジェクトがパワーオンできない状態のままとなります。

解決方法

1 メニューで [管理] をクリックし、左ペインから [履歴] を選択します。

2 [最近のタスク] をクリックします。

3 タスク リストで、失敗した仮想マシンのパワーオン アクションを探し、タスクに関連付けられたメッセージを

確認します。

4 タスクが失敗した理由を示すメッセージを検索します。

たとえば、パワーオフ状態の仮想マシンで [CPU 数設定] アクションを実行して CPU 数を 2 から 4 に増やし

たが、ホストでは 4 個の CPU がサポートされていないとします。この CPU 設定タスクは、[最近のタスク] で
正常に完了したと報告されます。しかし、仮想マシンをパワーオンしようとしても、タスクが失敗します。この

例では、メッセージは「仮想マシンを稼動するには 4 個の CPU が必要ですが、ホスト ハードウェアには 2 個しかありま

せん」となります。

5 [最近のタスク] リストでオブジェクト名をクリックします。

メインのペインが更新され、選択したオブジェクトのオブジェクト詳細が表示されます。

6 ツールバーで [アクション] メニューをクリックして、[vSphere Client で仮想マシンを開く] をクリックしま

す。

vSphere Web Client が開き、仮想マシンが現在のオブジェクトになります。

7 vSphere Web Client で、[管理] タブをクリックして、[仮想マシンのハードウェア] をクリックします。

8 [編集] をクリックします。

9 [設定の編集] ダイアログ ボックスで、CPU 数またはメモリをサポートされている値に変更して、[OK] をクリ

ックします。

これで、Web Client または vRealize Operations Manager から仮想マシンをパワーオンできるようになり

ます。

値がサポートされていない場合の CPU リソースの設定またはメモリ リソースの設定のトラブ

ルシューティング

仮想マシンでサポートされていない値を使用して [CPU リソースの設定] アクションを実行すると、そのタスクに失

敗し、[最近のタスク] のメッセージにエラーが表示されます。
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問題

[最近のタスク] リストに、[CPU リソースの設定] または [メモリ リソースの設定] アクションの状態が 失敗 として

表示される。選択したタスクの [メッセージ] リストを調べると、次の例のようなメッセージが表示される。

RuntimeFault exception, message:[A specified parameter was not correct.spec.cpuAllocation.reservation]

RuntimeFault exception, message:[A specified parameter was not correct.spec.cpuAllocation.limits]

原因

サポートされていない値を指定して、CPU またはメモリの予約値または限界値を増やすまたは減らすアクションを

送信しました。たとえば、-1 以外の負の整数を指定した場合は、値が「制限なし」に設定され、vCenter Server で
変更を加えることができないため、アクションに失敗しました。

解決方法

u サポートされている値でアクションを実行してください。

予約でサポートされている値には、0 以上の値が含まれます。制限でサポートされている値には、-1 または 0 
以上の値が含まれます。

値が高すぎる場合の CPU リソースまたはメモリ リソースの設定のトラブルシューティング

[CPU リソースの設定] または [メモリ リソースの設定] アクションを実行すると、タスクが失敗し、[最近のタスク] 
のメッセージにエラーが表示されます。この理由は、vCenter Server インスタンスでサポートされている値より大

きい値を入力したためである可能性があります。

問題

[最近のタスク] リストに、[CPU リソースの設定] または [メモリ リソースの設定] アクションの状態が 失敗 として

表示される。選択したタスクの [メッセージ] リストを調べると、次の例のようなメッセージが表示される。

[CPU リソースの設定] アクションを実行している場合は、次の例のような情報メッセージが表示される

（1000000000 は、指定されている予約値）。

Reconfiguring the Virtual Machine Reservation to:[1000000000] Mhz

このアクションのエラー メッセージは、この例のようになる。

RuntimeFault exception, message:[A specified parameter was not correct: reservation]

[メモリ リソースの設定] アクションを実行している場合は、次の例のような情報メッセージが表示される

（1000000000 は、指定されている予約値）。

Reconfiguring the Virtual Machine Reservation to:[1000000000] (MB)

このアクションのエラー メッセージは、この例のようになる。

RuntimeFault exception, message:[A specified parameter was not 

correct.spec.memoryAllocation.reservation]
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原因

CPU または メモリの予約値または制限値を、vCenter Server でサポートされている値より大きな値に変更するア

クションを送信したか、または送信した予約値が制限値より大きくなっています。

解決方法

u 低い値を使用してアクションを実行してください。

値を 1024 で割り切れない場合のメモリ リソースの設定のトラブルシューティング

キロバイトからメガバイトに変換できない値を使用して [メモリ リソースの設定] アクションを実行すると、そのタ

スクに失敗し、[最近のタスク] のメッセージにエラーが表示されます。

問題

[最近のタスク] リストに、[メモリ リソースの設定] アクションの状態が 失敗 として表示される。選択したタスクの 

[メッセージ] リストを調べると、次の例のようなメッセージが表示される。

Parameter validation;[newLimitKB] failed conversion to (MB, (KB)[2000] not evenly divisible by 1024.

原因

vCenter Server がメガバイト単位で予約と制限の値を管理するのに対し、vRealize Operations Manager はキ

ロバイト単位でメモリを計算して報告するため、メガバイトに直接変換可能なキロバイト単位で値を指定する必要が

あります。それには、1024 で割り切れる値にする必要があります。

解決方法

u 予約値と制限値がサポートされる値を使用して構成されているアクションを実行します。

予約でサポートされている値には、1024 で割り切れる 0 以上の値が含まれます。制限でサポートされている値

には、-1 や、1024 で割り切れる 0 以上の値が含まれます。

仮想マシンのシャットダウン アクションの失敗ステータスのトラブルシューティング

[最近のタスク] リストで、[仮想マシンのシャットダウン] アクション タスクのステータスが 失敗 と表示されます。

問題

[仮想マシンのシャットダウン] アクションが正常に実行されない。

[最近のタスク] リストで、[仮想マシンのシャットダウン] アクションのタスク ステータスが 失敗 と表示される。選

択したジョブの [メッセージ] リストを評価すると、失敗：シャットダウンの確認がタイムアウトしました というメッセージが表

示される。

原因

シャットダウン プロセスには、ゲスト OS のシャットダウンと仮想マシンのパワーオフが含まれています。ゲスト 

OS のシャットダウンの待機時間は 120 秒です。ゲスト OS がこの時間内にシャットダウンしない場合、シャット

ダウン アクションが確認されないためアクションが失敗します。
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解決方法

u 割り当てられた時間内にゲスト OS がシャットダウンしなかった理由を判断するには、vCenter Server でそ

のステータスを確認します。

仮想マシンのシャットダウン アクションの特定のステータスにおける実行していない 

VMware Tools のトラブルシューティング

[最近のタスク] リストで [仮想マシンのシャットダウン] アクション タスクが失敗ステータスになり、[メッセージ] 
に VMware Tools が必要であると示されます。

問題

[仮想マシンのシャットダウン] アクションが正常に実行されませんでした。

[最近のタスク] リストで、[仮想マシンのシャットダウン] アクションのタスクが失敗ステータスになります。選択し

たジョブの [メッセージ] リストを調べると、VMware Tools：実行していません（インストールされていません） というメッ

セージがあります。

原因

[仮想マシンのシャットダウン] アクションでは、ターゲット仮想マシンで VMware Tools がインストール済みであ

り、実行されている必要があります。複数のオブジェクトでアクションを実行した場合は、少なくとも 1 つの仮想マ

シンで、VMware Tools がインストールされていないか、インストールされていても実行されていません。

解決方法

u アクションの実行に失敗した仮想マシンを管理する vCenter Server インスタンスで、影響を受ける仮想マシ

ンに VMware Tools をインストールして起動します。

未使用スナップショットの削除アクションの失敗ステータスのトラブルシューティング

[最近のタスク] リストで、[使用されていないスナップショットの削除] アクション タスクのステータスが 失敗 と表

示されます。

問題

[使用されていないスナップショットの削除] アクションの実行に失敗した。

[最近のタスク] リストで、[使用されていないスナップショットの削除] アクションのタスク ステータスが 失敗 と表

示される。選択したジョブのメッセージ リストを評価すると、次のメッセージが表示される。

Remove snapshot failed, response wait expired after:[120] seconds, unable to confirm removal.

原因

スナップショット削除プロセスでは、データストアのアクセス待ち時間が発生します。データストアにアクセスして

スナップショットを削除する場合の待ち時間は 600 秒です。この時間内に削除要求がデータストアに渡されない

と、スナップショット削除アクションは完了しません。

解決方法

1 スナップショットが削除されたかどうかを調べるには、vCenter Server でそのステータスを確認します。
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2 削除されていない場合は、時間をずらしてスナップショット削除要求を送信します。

インベントリの表示

vRealize Operations Manager は、環境内のすべてのオブジェクトからデータを収集し、各オブジェクトについ

ての健全性、リスク、および効率のステータスを表示します。

インベントリ全体を調査してオブジェクトの状態を簡単に把握するか、オブジェクト名をクリックして詳細な情報を

調べます。バッジ アラートと [サマリ] タブを使用したオブジェクト情報の評価 を参照してください。
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管理環境のキャパシティ最適化 2
vRealize Operations Manager でのキャパシティ最適化は、キャパシティ概要、ワークロードのバランシングお

よび最適化、低使用率リソースの再利用、What-If 予測シナリオなどの統合された強力な機能を使用して実現され、

最適なシステム パフォーマンスを達成しています。

キャパシティ プランニングの担当者は、物理キャパシティが現在の需要または需要予測に適合するかどうかを評価す

る必要があります。キャパシティを確実にプランニングおよび最適化することで、変化する要件に組織が対応する際

に、本番環境のキャパシティを効率的に管理できます。戦略的なキャパシティ最適化の目的は、本番機能が現行の需

要を満たすことができる最適なレベルにすることです。

vRealize Operations Manager 分析によってデータセンターのキャパシティ、使用率、トレンドを正確に追跡、

測定、予測し、リソース使用、システム調整、費用回収を管理および最適化できます。このシステムではストレスし

きい値を監視し、潜在的な問題がパフォーマンスに影響を与える前にアラートが通知されます。複数の事前設定済み

レポートを利用できます。使用履歴に基づいてキャパシティを計画し、要件の増大に合わせて What-If シナリオを

実行します。

キャパシティ最適化の仕組み

キャパシティ最適化は、データセンターのアクティビティとトレンドすべてのステータスの概要を示す、概要、再利

用、ワークロード、最適化、および What-If シナリオという 4 つの統合された機能を提供します。スポット分析を

実行できます。たとえばオブジェクトの詳細をドリルダウンして、パフォーマンスの問題やアノマリが発生する可能

性を特定できます。コンピューティング リソースのリバランスおよび最適化を行うことができます。また、低使用率

ワークロード（仮想マシン）を識別し、これらのリソースを再利用して効率的にデプロイした場合に達成できる潜在

的なコスト削減を計算できます。要件に応じて、データや結果を扱って操作できます。

環境全体でデータセンターのワークロード ステータスとリソース競合を評価するには、キャパシティ最適化および再

利用機能を使用します。CPU、メモリ、ストレージのリソースが枯渇するまでの残り時間を確認できます。また、使

用率の低い仮想マシンを再利用して必要な場所にデプロイできる場合に、コストを節約できます。

ワークロード最適化により、データセンターまたはカスタム データセンター内のデータストア クラスタ間で、仮想

ワークロードおよびそのファイル システムが動的に移動します。データセンターでのコンピューティングおよびス

トレージ最適化の労力のかなりの部分を自動化できる可能性があります。ポリシーを適切に定義して、リソース競合

によりアラートがトリガされアクションが自動的に実行されるしきい値を決定することで、データセンターを最適な

状態で運用できます。
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さらに、What-If 分析機能では、シナリオを実行して、追加のシステム リソースをオンラインにできる場所を特定

できます。

注：   CPU、メモリ、またはストレージが枯渇するまでの推定残り日数がほとんどないか、またはまったくないとき

に、最適化済みのラベルがあるデータセンターまたはクラスタを見ることがあります。これは、これらが、データセ

ンターとクラスタの健全性の 2 つの異なる測定値であるためです。データセンターは、バランスと統合に関するポリ

シー設定に基づいて最適に稼働していても、リソースがほとんど不足していることがあります。環境を管理するとき

に、両方の測定値を考慮することが重要です。

この章には、次のトピックが含まれています。

n キャパシティ分析

n 例：再利用アクションからの仮想マシンの除外

n What-if 分析：ワークロード、容量、または移行プランニングのモデリング

n 例：What-If シナリオの実行

n 例：既存の仮想マシン シナリオからのワークロードのインポート

n 割り当てモデル

n キャパシティ概要

n 再利用 

n 再利用設定

n What-if 分析 - ワークロード

n What-if 分析 - 物理インフラストラクチャ

n What-if 分析 - 移行プランニング

n What-If 分析 - ハイパーコンバージド インフラストラクチャ

n VMware vRealize Operations Manager のカスタム プロファイル

n VMware vRealize Operations Manager のカスタム データセンター

キャパシティ分析

キャパシティ分析は、環境全体でオブジェクトの使用率と残りキャパシティを評価するのに役立ちます。リソースの

使用率の履歴を評価することで、今後のワークロードの予測が生成されます。この予測に基づいて、インフラストラ

クチャの調達または移行を計画して、キャパシティが不足するリスクや高額のインフラストラクチャ コストがかかる

リスクを回避できます。

キャパシティ分析では、キャパシティ エンジンを使用して、使用率のピークを含めたトレンド履歴を評価します。エ

ンジンは適切な予測モデルを選択して、今後のワークロードを予測します。考慮される履歴データの量は、使用率履

歴データの量によって異なります。
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キャパシティ エンジンと計算

キャパシティ エンジンは、使用率の履歴を分析し、デマンド動作に関する業界標準の統計分析モデルに基づいたリア

ルタイム予測キャパシティ分析を使用して今後のワークロードを予測します。このエンジンは、次の図に示すように、

デマンド メトリックと使用可能なキャパシティ メトリックを入力として取り、残り時間、残りキャパシティ、推奨

サイズ、および推奨される合計キャパシティの各メトリックを出力として生成します。

キャパシティ エンジン

リソース使用率 / デマンド

使用可能なキャパシティ

残り時間

残りキャパシティ

推奨サイズ

推奨される合計キャパシティ

キャパシティ エンジンの予測期間は今後 1 年間です。エンジンは、リアルタイムで出力メトリックを計算するため

に、5 分ごとにデータ ポイントを使用します。

キャパシティ エンジンは、予測される使用率の範囲内で今後のワークロードを予測します。この範囲には、上限予測

と下限予測が含まれます。キャパシティの計算は、残り時間のリスク レベルに基づいて行われます。エンジンは、消

極的なリスク レベルでは上限予測を考慮し、積極的なリスク レベルでは上限予測と下限予測の平均値を考慮します。

リスク レベルの設定の詳細については、分析設定の詳細を参照してください。

キャパシティ エンジンは、残り時間、残りキャパシティ、推奨サイズ、および推奨される合計キャパシティを計算し

ます。

残り時間

予測される使用率が、使用可能なキャパシティのしきい値を超えるまでの残り日数。使用可能なキャパシティは、

HA 設定を除外した合計キャパシティです。

残りキャパシティ

使用可能なキャパシティと、現在からの今後 3 日間において予測される使用率との差の最大値。予測される使用

率が、使用可能なキャパシティの 100% を上回る場合、残りキャパシティは 0 になります。

推奨サイズ

現在から残り時間の警告しきい値の 30 日後までの予測期間において予測される使用率の最大値。警告しきい

値は、残り時間が緑色である期間です。推奨サイズでは HA 設定が除外されます。

残り時間の警告しきい値がデフォルト値の 120 日である場合、推奨サイズは、今後 150 日間において予測され

る使用率の最大値です。

vRealize Operations Manager では、推奨事項を控えめなものにするために、キャパシティ エンジンで生成

される推奨サイズに上限を適用しています。

n オーバーサイジングに対する推奨サイズは、現在割り当てられているリソースの 50% が上限になります。
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たとえば、ある仮想マシンが 8 個の vCPU で構成されており、その CPU 使用率が 10% を超えたことが

過去になかったとします。この場合、7 個の vCPU の再利用ではなく、上限を適用し、4 個の vCPU を再

利用することが推奨されます。

n サイズ不足に対する推奨サイズは、現在割り当てられているリソースの 100% が上限になります。

たとえば、ある仮想マシンが 4 個の vCPU で構成されており、非常に高い使用率での稼動が過去に継続的

に行われているとします。この場合、8 個の vCPU の追加ではなく、上限を適用し、4 個の vCPU を追加

することが推奨されます。

推奨される合計キャパシティ

現在から残り時間の警告しきい値の 30 日後までの予測期間において予測される使用率の最大値。推奨される

合計キャパシティには HA 設定が含まれます。

たとえば、残り時間の警告しきい値がデフォルト値の 120 日である場合、推奨サイズは、今後 150 日間におい

て予測される使用率の、HA 値を含めた最大値です。

注：   推奨される合計キャパシティはオブジェクトには提供されません。

次の図は、消極的なリスク レベルのキャパシティ計算を示しています。

時間

上限予測

中間値予測

現在 + 3 日現在

下限予測

使用可能なキャパシティ

使用率の履歴 予測される使用率

残り時間

残りキャパシティ

緑色である残り時間 + 30 日

推奨サイズ

使用率

次の図は、積極的なリスク レベルのキャパシティ計算を示しています。
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時間

上限予測

中間値予測

現在 + 3 日現在

下限予測
使用可能なキャパシティ

使用率の履歴 予測される使用率

残り時間

残りキャパシティ

緑色である残り時間 + 30 日

推奨サイズ

使用率

使用率のピーク

リソースの使用率の履歴には、使用率が最大であったピーク期間が含まれる場合があります。今後のワークロードの

予測は、ピークのタイプによって変化します。ピークは、その頻度に応じて、一時的、持続的、または周期的に分類

されます。

一時的ピーク

1 回だけ発生する短期間のピーク。このピークは、追加のキャパシティを必要とするほど重要ではなく、キャパ

シティ プランニングおよび予測に影響を与えません。

持続的ピーク

より長い時間継続し、予測に影響を与えるピーク。周期的ではない持続的ピークは、指数関数的に減衰するので、

時間の経過とともに予測に与える影響が減少します。

周期的ピーク

循環パターンまたは波状のピーク。このピークは、1 時間ごと、1 日ごと、1 週間ごと、1 か月ごとに発生するこ

とや、月の最終日に発生することなどがあります。キャパシティ エンジンでは、複数のオーバーラップする循環

パターンも検出されます。

予測モデル

キャパシティ エンジンは、予測モデルを使用して予測を生成します。エンジンは、予測を継続的に修正し、履歴デー

タのパターンに最も適合するモデルを選択します。予測範囲では、今後のデータ ポイントの 90% をカバーする全般

的な使用率パターンを予測します。予測モデルには、線形モデルと周期的モデルがあります。

線形モデル

着実に増加または減少するトレンドを持つモデル。複数の線形モデルが並行して実行され、キャパシティ エンジ

ンが最適なモデルを選択します。
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線形モデルの例として、線形回帰と自己回帰移動平均 (ARMA) があります。

周期的モデル

時間、日、週、または月単位や、週または月の最終日などの、さまざまな長さの周期性を検出するモデル。周期

的モデルは、バッチ ジョブを表す矩形波を検出します。また、複数のオーバーラップする周期的パターンを含ん

だデータ ストリームも処理します。ランダム ノイズはこれらのモデルでは無視されます。

周期的モデルには、たとえば、高速フーリエ変換 (FFT)、パルス（エッジ検出）、およびウェーブレットがあり

ます。

履歴データの期間

キャパシティ エンジンは、履歴データの期間に応じた一定の期間において履歴データを取得します。エンジンが使用

する履歴データの期間は、指数関数的に減衰する期間です。

この指数関数的に減衰する期間はサイズ無制限の期間で、キャパシティ エンジンは、この期間内のデータ ポイント

のうち最新のデータ ポイントをより重視します。エンジンは、予測計算の開始点から始まるすべての履歴データ ポ
イントを使用し、それらのデータ ポイントが過去にどれだけさかのぼるかに応じて指数関数的に重み付けを行いま

す。

例：再利用アクションからの仮想マシンの除外

この例では、管理者がユーザー インターフェイスを起動し、[クイック スタート] ページの [キャパシティの評価] 機
能を選択して、CPU の残り時間が 5 日間しかないデータセンターを識別します。管理者はリソース再利用のアクシ

ョンを実行するときに、一部の仮想マシンをこのアクションから除外したいと考えています。

管理者は、シフトの開始時にシステム リソースを確認します。

前提条件

管理者には、vRealize Operations Manager の運用および vCenter Server オブジェクトを管理するための認

証情報が必要です。

手順

1 [ホーム] 画面で、[キャパシティの最適化] 列の [再利用] をクリックします。

[再利用] 画面が表示されます。管理者はネットワーク全体のデータセンターのステータスを確認し、データセン

ター DC-Evanston-6 の残り時間が 3 日間であることを把握します。

2 管理者は [DC-Evanston-6 のグラフィック]をクリックします。

画面下半分のデータが更新され、選択したデータセンター DC-Denver-19 の推奨事項に、再利用可能なキャパ

シティ合計とコスト削減の可能性が表示されます（注：現時点では、DC-Evanston-6 のグラフィックをダブル

クリックすると、そのデータセンターの [オブジェクト詳細] ページが表示されます）。

3 表のヘッダー行で、[スナップショット] を選択します。

表が更新され、スナップショット数が多すぎるクラスタが一覧表示されます。

vRealize Operations Manager ユーザー ガイド

VMware, Inc. 74



4 管理者は、表の左側のクラスタ名の横にある[山型マーク]をクリックします。

クラスタ内のすべての仮想マシンが一覧表示されます。

5 管理者はクラスタ内の一部の仮想マシンのスナップショットを保持したいため、2 台の仮想マシンを選択して 

[仮想マシンの除外] をクリックします。

操作の確認を求めるダイアログ ボックスが表示されます。

6 [仮想マシンの除外] をクリックして確定します。

除外された仮想マシンがビューに表示されなくなり、潜在的なコスト削減量が減少します。

7 表に戻り、スナップショットを削除する仮想マシンを選択した状態で [スナップショットの削除] をクリックしま

す。

[スナップショットの削除] の確認ダイアログ ボックスに、削除されるスナップショットの数と、コストとディス

ク容量の月単位の節約分が表示されます。

8 [スナップショットの削除] をクリックして操作を確定します。

スナップショットが削除されます。

結果

過剰なスナップショットが削除され、コストが削減されます。

次のステップ

左側のメニューの [キャパシティの最適化] で [概要] をクリックして、[キャパシティ概要] 画面を表示します。DC-
Evanston-6 の残り時間が 15 日間になったことを確認します。

What-if 分析：ワークロード、容量、または移行プランニングのモデ

リング

What-if ツールを使用すると、仮想インフラストラクチャのワークロードまたはキャパシティの要件増減への対応を

計画できます。システム オブジェクトのキャパシティの需要と供給を評価したり、現在のキャパシティに対する潜在

的なリスクを評価したりするために、ワークロード追加および削除のシナリオを作成できます。また、移行するため

に必要なキャパシティを判断することもできます。1 つのシナリオを実行することも、シナリオをグループ化して累

積的に実行することもできます。

シナリオを作成する理由

シナリオとは、今後の変更に対応するために環境内で使用可能にする必要があるリソースの詳細見積りです。実際の

データセンターに現実的に追加する可能性のあるリソースについてシナリオを定義します。VMware vRealize 
Operations Manager は、シナリオをモデル化し、対象となるデータセンターで、目的のワークロードが収まるか

どうかを計算します。複数のシナリオを保存して比較したり、確認することができます。
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What-if 分析を確認できる場所

[ホーム] 画面の左側のペインで [キャパシティの最適化] の下にある [What-If 分析] を選択します。[What-If 分
析] ページの [概要] タブには、4 つのペインがあります。各ペインでは、ワークロード、物理インフラストラクチャ

の HCI ノード、またはクラウドへの移行に基づいてキャパシティを最適化する What-if シナリオを実行できます。

What-If 分析の仕組み

仮想マシンまたはホストを追加または削除し、ハイパーコンバージド インフラストラクチャ (HCI) ノードを追加し

た後、What-if シナリオを実行して残りキャパシティを確認できます。移行プランニングでは、クラウド ベースの

インフラストラクチャに移行した後のキャパシティおよびコスト情報を表示します。

後のために保存したシナリオは、[保存済みシナリオ ] タブにリストとして表示されます。保存済みシナリオは実行、

編集、または削除できます。互換性のあるシナリオを複数選択し、それらを一緒に実行できます。たとえば、組織に

間もなく廃止になるハードウェアがある場合に、[物理インフラストラクチャ プランニング] ペインを使用してホスト

を削除するシナリオを作成できます。別のシナリオを作成して、ホストを物理インフラストラクチャに追加して、古

いハードウェアを置き換える新しいハードウェアを考慮できます。これらの両方のシナリオを一緒に実行して、古い

ハードウェアを削除して新しいハードウェアを追加した後のキャパシティを確認できます。

同じオブジェクトに関連するシナリオのみを組み合わせることができます。[保存済みシナリオ] タブのフィルタを

使用して、シナリオ名、タイプ、データセンター、またはクラスタに基づいてリストを絞り込みます。

シナリオの次のような組み合わせを選択し、それらを一緒に実行できます。

ワークロード プランニングおよび物理インフラストラクチャ プランニング

n 仮想マシンの追加

n 仮想マシンの削除

n ホストの追加

n ホストの削除

[シナリオのサマリ] ページには、1 つ以上の保存済みシナリオを実行した結果が表示されます。保存済みシナリオを

追加または削除し、再度、累積的に実行するには、[シナリオのサマリ] ページで [編集] をクリックします。

例：What-If シナリオの実行

この例では、財務データセンターの IT 管理者による、決算期のワークロード増加への対応計画について説明します。

管理者は、既存の仮想インフラストラクチャにワークロードを追加する必要があるかどうかを評価するため、What-
If シナリオを実行します。

前提条件

管理者には、vRealize Operations Manager の運用および vCenter Server オブジェクトを管理するための認

証情報が必要です。
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手順

1 管理者は [ホーム] - [キャパシティの最適化] - [What-If 分析] の順にクリックします。

[What-If 分析] 画面が表示されます。

2 [ワークロード プランニング] ペインで [仮想マシンの追加] をクリックします。

[ワークロード プランニング] 画面が表示されます。

3 [シナリオ名] フィールドに「Workload Tax 2018」と入力し、[場所 - ワークロードの追加先を選択してくだ

さい] の下のリストから「DC-Chicago-16 (vc_10.27.83.19)」を選択します。

右側のフィールドに [いずれかのクラスタ] という語句が表示されます。管理者はリストから「Cluster - 
Mich2long」を選択します。

4 管理者は、[構成] ラジオボタンをクリックします。

5 管理者は、[CPU] 行でカウントを 4 に増やします。[メモリ] 行に 18 と入力します。[ディスク容量] 行に 65 
と入力します。[予測使用率] 列に 45% と入力します。[仮想マシン数] に 20 と入力します。

これで、設定はほぼ完了です。

6 管理者は、[保存] をクリックします。

[保存済みシナリオ] 画面が表示されます。前の画面で入力したデータが、[保存済みシナリオ] の下に表示されま

す。

7 管理者は、ワークロードがオンラインで必要な期間を調査します。

管理者は、開始日と終了日を識別します。

8 [What-If 分析] 画面に戻り、管理者は [保存済みシナリオ] のリストから [Workload Tax 2018] を選択し、

コマンド バーの [編集] をクリックします。

要求されたシナリオのデータが入力されている [ワークロード プランニング] 画面が表示されます。

9 管理者は [日付] 領域で開始日 (18/3/25) と終了日 (18/5/30) をそれぞれ選択し、[シナリオの実行] をクリック

します。

シナリオが実行されて結果が表示されます。意外なことに、ワークロードが適合していません。

10 管理者は画面右上で、別のクラスタである「Cluster - Mich3long」を選択します。リストの右側の [シナリオ

の実行] ボタンをクリックします。

シナリオが実行されて結果が表示されます。今回はワークロードが適合します。VMware ハイブリッド クラ

ウドで実行するための予測コストは $84/月です。

結果

管理者は、必要なワークロードを配置して本番環境での将来的な要件増大に対応できる場所を仮想インフラストチャ

内で特定します。

vRealize Operations Manager ユーザー ガイド

VMware, Inc. 77



次のステップ

この計画が管理者が実行した最適なシナリオであると考え、この計画を追加ワークロードのサポートに間に合うよう

に実装できます。管理者はワークロード最適化と 2 章 管理環境のキャパシティ最適化 の機能を使用して、ワークロ

ード パフォーマンスを監視できます。ワークロード最適化の詳細については、vRealize Operations Manager 構
成ガイドを参照してください。

例：既存の仮想マシン シナリオからのワークロードのインポート

この例では、データセンターの IT 管理者による、雇用スタッフの増加に伴うワークロード増加への対応計画につい

て説明します。管理者は、既存の仮想インフラストラクチャにワークロードを追加する必要があるかどうかを評価す

るため、ワークロードとして実際の仮想マシンを使用して What-If シナリオを実行します。

前提条件

管理者には、vRealize Operations Manager の運用および vCenter Server オブジェクトを管理するための認

証情報が必要です。

手順

1 管理者は [ホーム] - [キャパシティの最適化] - [What-If 分析] の順にクリックします。

[What-If 分析] 画面が表示されます。

2 [ワークロード プランニング] ペインで [仮想マシンの追加] をクリックします。

[ワークロード プランニング] 画面が表示されます。

3 [シナリオ名] フィールドに「Workload Staff Hire」と入力し、[場所 - ワークロードの追加先を選択してくだ

さい] の下のリストから「DC-Boston-16 (vc_10.27.83.18)」を選択します。

右側のフィールドに [いずれかのクラスタ] という語句が表示されます。管理者はリストから「Cluster - 1860」

を選択します。

4 管理者は、[アプリケーション プロファイル] フィールドの [既存の仮想マシンからインポート] ラジオ ボタンを

クリックし [仮想マシンの選択] をクリックします。

[仮想マシンの選択] ダイアログ ボックスが表示されます。

5 左側の列で、このシナリオで使用する属性を持つ各仮想マシンの名前をダブルクリックします。仮想マシン名は、

右側の [選択済み] の列に表示されます。

6 [OK] をクリックします。

[ワークロード プランニング] 画面が表示されます。アプリケーション プロファイル フィールドに、前の画面で

入力したデータが表示されます。

7 [ワークロード プランニング] 画面の [選択された仮想マシン] テーブルの [アプリケーション プロファイル] の
下で、[数量] 列に、選択した各仮想マシンの必要なコピー数を入力します。

シナリオは実行できる準備がほぼ整っています。
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8 管理者は [日付] 領域で開始日 (2018/03/25) と終了日 (2018/06/30) をそれぞれ選択し、[シナリオの実行] 
をクリックします。

シナリオが成功しました：ワークロードは収まります。デフォルトでは、vRealize Operations Manager は、

2 つのプロバイダ、通常はハイブリッド クラウド (VMware) と AWS の間で、ワークロードを実行するコス

トを比較します。プライベート クラウド プロバイダとパブリック クラウド プロバイダの対応するコスト詳細

が更新されます。計画シナリオでは、ハイブリッド クラウドと VMware Cloud on AWS とのパブリック ク
ラウド比較も示されます。パブリック クラウドのそれぞれの月次コストを確認できます。

VMware Cloud on AWS ハイブリッド クラウド

最低 4 台のホストを購入するとした上で、選択したワークロードを移行で対応するために VMare Cloud on 
AWS で必要になるホストの数を表示します。

1 か月間の割り当てられたコ

ストを表示します。

バランスのとれたワークロード分布での、各ホストの実際の使用容量。 CPU、メモリ、およびストレ

ージの使用率を表示します。

特定の容量に対するホストの

すべての要件を提供します。

合計購入コストは、各ホストの実際の月次購入費に、必要なホスト数を掛けて得られます。

総月次コストは、使用されている CPU と RAM、割り当てられたストレージに基づいて計算され、これは、購

入コストの一部として、3 つのりソースすべてがどれだけ使用されているかを示します。

必要な CPU とメモリは、使用率に基づいて計算されます。

必要なストレージは、プライベート クラウドでの割り当て済みストレージ容量に基づいて計算されます。

オンデマンド、1 年、および 3 年のサブスクリプション コストを示します。

選択された AWS リージョンのコストと、選択されたリージョンに必要な同等のリソースを示します。

結果

[パブリック クラウド] テキスト ボックスでは、VMware ハイブリッド クラウドと AWS パブリック クラウドと

のワークロード実行月次コストが表示されます。

次のステップ

この計画が管理者が実行した最適なシナリオであると考え、この計画を追加ワークロードのサポートに間に合うよう

に実装できます。管理者はワークロード最適化と 2 章 管理環境のキャパシティ最適化 の機能を使用して、ワークロ

ード パフォーマンスを監視できます。ワークロード最適化の詳細については、vRealize Operations Manager 構
成ガイドを参照してください。

割り当てモデル

割り当てモデルにより、オブジェクト タイプに割り当てられるコンピューティング リソース、メモリ リソース、お

よびストレージ リソースの量が決まります。割り当て値は、オブジェクトに適用されるポリシーを変更して定義しま

す。割り当て値（オーバーコミット率ともいいます）は、パフォーマンスとコストに影響を与えます。
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割り当てモデルは、デマンド モデルと並行して動作します。キャパシティの計算に常に影響するデマンド モデルと

は異なり、割り当てモデルはポリシー設定でオンまたはオフにできます。vRealize Operations Manager が 

CPU、メモリ、またはディスク容量をオーバーコミットする比率を制御できます。ポリシーで割り当て値を指定する

ことで、リソースをオーバーコミットするかどうかを選択できます。オーバーコミットは、従量課金制モデルでリソ

ースの使用率を測定するのに役立ちます。オーバーコミットしない場合、クラスタの使用率は 100% を超えません。

リソース使用率が設定した割り当て率を超えた場合、残りキャパシティはゼロになります。

ポリシーを変更してオーバーコミット率を構成するには、ポリシー割り当てモデル要素を参照してください。

キャパシティ概要

環境全体でデータセンターのワークロード ステータスと残りキャパシティを評価するには、[キャパシティ概要] 画面

を使用します。

キャパシティ概要を確認できる場所

メニュー内の [ホーム] を選択し、左側のペインの [キャパシティの最適化] の下にある [概要] をクリックします。

[クイック スタート] 画面の左から 2 番目の列で、[キャパシティの評価] を選択します。

注：   データセンターのグラフィックをダブルクリックすると、データセンターのオブジェクトの詳細画面が表示さ

れます。

キャパシティ概要の仕組み

キャパシティの最適化および再利用機能は、データセンターのワークロード ステータスを環境全体で評価できる、緊

密に統合された機能です。CPU、メモリ、ディスク容量のリソースが枯渇するまでの残り時間を確認できます。ま

た、低使用率の仮想マシンを再利用して必要な場所にデプロイできる場合に、コストを節約できます。

[キャパシティ概要] ページを開くと、環境内のすべてのデータセンターとカスタム データセンターがグラフィカルに

表示されます。VMware Cloud on AWS データセンターには、他のデータセンターと区別するための一意のアイ

コンがあります。

デフォルトでは、それらのデータセンターが左上から残り時間順に表示されます。左上が最も制約が大きいデータセ

ンターです。データセンターのステータスを確認するには、グラフィックをクリックします。ページが更新され、次

のデータが表示されます。

残り時間

残り時間は、最も制約が大きいクラスタを示し、クラスタの重要度が表示されます。

最適化の推奨事項

vRealize Operations Manager には、再利用可能な仮想マシンの数とそれに伴うコスト節約が表示されます。

[再利用可能な仮想マシンの表示] をクリックして、[再利用] ページに移動します。

クラスタ使用率
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[クラスタ使用率] では、コンポーネント別に残り時間を示すインタラクティブ グラフが表示されます。CPU、

メモリ、ディスク容量、または最も制約が大きいコンポーネントについて、そのデマンド パーセンテージの経時

変化を確認できます。デフォルトでは、デマンド モデルのデータが表示されます。割り当てモデルを構成した場

合は、ポリシーで設定したオーバーコミット率に基づいて、CPU、メモリ、およびディスク容量の残り時間モデ

ルも表示されます。

[履歴の表示] 変数と [予測の表示] 変数を設定して、残り時間データを表示する時間のスライスを作成します。

グラフの縦軸は、現在の CPU 量、メモリ量、またはディスク容量によって使用されている総キャパシティをそ

れぞれ表します。グラフの上部にある黒い線は、使用可能なキャパシティの履歴値を示しています。横軸はタイ

ムラインです。グラフ内のそれぞれの縦線には、一番下にラベルが付いています。左にある最初の縦の点線は、

予測計算の開始点を示します。次の線は、現在の日付（現時点）です。3 番目の縦線は、リソースが枯渇する日

付を示します。リソースの残り時間がほとんどない場合は、現在の日付と時間切れの日付が同じであることがあ

ります。

vRealize Operations Manager は、受け取ったデータに基づいて、残り時間を増やすための推奨事項を提示でき

ます。それらの推奨事項は画面の下部に表示されます。2 つのオプションが表示される場合があります。[オプショ

ン 1] は、リソースの再利用によって実現できることを示します。[オプション 2] は、キャパシティを追加した場合

の結果を示します。

リソースを再利用する場合は、[リソースの再利用] をクリックすることで、そのプロセスを即座に実行できます。再

利用アクションを実行する前に、詳細を表示するか、または追加のオプションを選択するには、[最適化の推奨事項] 
ペインに表示される情報を確認してから、[再利用可能な仮想マシンの表示] をクリックして [再利用] ページに移動

します。

表 2-1. [キャパシティの最適化] のオプション

オプション 説明

[データセンターの選択] ページ上部のカルーセルからデータセンターを選択します。データセンターに関する情報が

下に表示されます。

[すべてのデータセンター| X] 切り替え：フィルタリングされたすべてのデータセンターのリストのビューに切り替えるに

は、右上の [すべてのデータセンター] をクリックします。データセンターのカルーセル ビュ

ーに戻るには、[X] をクリックします。

表示: データセンター、カスタム データセンター、またはその両方を含むように結果をフィルタリン

グしますこのオプションは、右上の [すべてのデータセンター] を選択すると表示されます。

次でグループ化: 重要度（残り時間が最も少ないデータセンター/カスタムデータセンター最初に表示されます）

または各データセンターが所属する vCenter Server によって結果をフィルタリングします

このオプションは、右上の [すべてのデータセンター] を選択すると表示されます。

並べ替え基準: オプション（右上の [すべてのデータセンター] を選択すると、オプションが表示されます）。

n アラーム時計のグラフィック - データセンター/カスタム データセンターが時間順に表

示されます。

n ドル記号 - データセンター/カスタム データセンターが潜在的なコスト削減量の順で表

示されます。

n 定規のグラフィック - データセンター/カスタム データセンターが最適化レベルの順で

表示されます。
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表 2-1. [キャパシティの最適化] のオプション （続き）

オプション 説明

[データセンターの選択または新しいカスタム デー

タセンターの追加]
オプション（右上の [すべてのデータセンター] を選択すると、オプションが表示されます）。

n ページ上部のカルーセルからデータセンターを選択します。選択したオブジェクトの情

報によって、この後のすべてのデータが更新されます。

n [新しいカスタム データセンターの追加] を選択するとダイアログ ボックスが表示され

て、カスタム データセンターを定義できます。

残り時間 画面上部からデータセンターまたはカスタム データセンターを選択すると表示されます。

クラスタのステータスの概要が、次のステータス別の数と一緒に表示されます。

n クリティカル

n 中程度

n 正常

n 不明

[クリティカル] はリソースの競合、不均衡、またはその他のストレス状態を示します。何がク

リティカルになるかは、ポリシーで設定するしきい値によって定義します。

最適化の推奨事項 未使用のリソースの再利用による潜在的なコスト削減が表示されます。

クラスタ間でワークロードを最適化できるかどうかを示します。

[再利用可能な仮想マシンの表示] - [再利用] 画面が表示され、仮想マシンで可能な再利用アク

ションを調べて実行できます。

[最適化の表示] - [ワークロード最適化] 画面が表示され、ポリシー設定に基づいてワークロー

ドを最適化できます。

[クラスタ使用率] と [残り時間] 選択したデータセンターにおける全体的なクラスタの健全性が表示されます。リストからク

ラスタを選択して、そのクラスタに関する情報を表示したり、オプションを使用して結果の並

べ替えやフィルタリングを実行したりすることができます。選択するオプションによって、グ

ラフに表示されるデータが決まります。

並べ替え基準:

n [最も制約が大きいもの]：最も制約が大きい要素

n CPU（割り当てまたはデマンド）

n メモリ（割り当てまたはデマンド）

n ディスク容量（割り当てまたはデマンド）

注：   デマンド モデルは常にオンで、デフォルトです。

[フィルタ]：検索フィールド。

[次の履歴を表示]：予測が開始されるまでの期間（予測の計算には影響しません）。

[予測の表示]：予測期間。

[クリティカル度の決定方法は? ] ポリシー ライブラリでこのタイプのオブジェクトに設定し

たクリティカル度のしきい値が表示されます。

残り時間グラフ データは現在およびトレンドのリソース使用率を示し、割り当てまたはデマンド モデル（デフ

ォルト）に基づいて、特定のクラスタの CPU、メモリ、ディスク容量が枯渇することが予測

されるタイミングを特定します。

推奨 オプション 1：[リソースの再利用]

選択したクラスタの残り時間を増やすために再利用できるリソースを示します。

[リソースの再利用] - [再利用] 画面が表示され、仮想マシンで可能な再利用アクションを調査

して実行できます。

オプション 2：[キャパシティの追加]

残り時間を増やすために追加できるリソースが表示されます。
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注：   CPU、メモリ、またはディスク容量が枯渇するまでの予測残り日数がほとんどないか、またはまったくないに

もかかわらず、最適化済みのラベルがデータセンターまたはクラスタに付くことがあります。この評価は一見不適当

に思えますが、最適化されているかどうかと、残り時間があるかどうかは、データセンターおよびクラスタの健全性

を測定するための 2 つの異なる測定項目です。データセンターは、バランスと統合に関するポリシー設定に基づいて

最適に稼働していても、リソースがほとんど不足していることがあります。環境を管理するときに、両方の測定値を

考慮することが重要です。

再利用

[再利用] 画面を使用して、低使用率のワークロードを識別し、環境全体からリソースを再利用します。

再利用の場所

[ホーム] 画面の左側のペインで [キャパシティの最適化] の下にある [再利用] を選択します。[クイック スタート] 
画面の左から 2 列目の [再利用] を選択します。

注：   データセンターのグラフィックをダブルクリックすると、データセンターのオブジェクトの詳細画面が表示さ

れます。

再利用の仕組み

キャパシティの最適化および再利用機能は、データセンターのワークロード ステータスとリソースの競合を環境全体

で評価できる、緊密に統合された機能です。CPU、メモリ、ストレージのリソースが枯渇するまでの残り時間を確認

できます。また、使用率の低い仮想マシンを再利用して必要な場所にデプロイできる場合に、コストを節約できます。

[再利用] ページを開くと、環境内のすべてのデータセンターとカスタム データセンターがグラフィカルに表示されま

す。デフォルトでは、それらのデータセンターが左上から残り時間順に表示されます。左上が最も制約が大きいデー

タセンターです。データセンターのステータスを確認するには、グラフィックをクリックします。後続の領域が更新

されて、選択したデータセンターの詳細が表示されます。[節約できる可能性がある量] ペインは、キャパシティの潜

在的な節約を反映しており、十分に使用されていないかパワーオフ状態の仮想マシンを再利用した場合のコスト節約

分の推定を示します。[再利用可能なキャパシティの合計] ペインは、CPU、メモリ、およびディスク容量の再利用可

能な割合の詳細を示します。

ページの下部の表は、最も多くのコストを節約できる仮想マシンに関する重要な情報を提供します。仮想マシンは、

[パワーオン状態の仮想マシン]、[アイドル状態の仮想マシン]、[スナップショット ]、および[実体なしディスク] 別
に一覧表示されます。最も高い優先順位の見出しが一番左になります。再利用アクションにどの情報を含めるかを指

定できます。たとえば、列見出しをクリックすると、割り当て済みおよび再利用可能な CPU およびメモリが、デー

タセンターごと、さらに仮想マシンごとに、それぞれ表にリストされます。次に、たとえば、1 つ以上の仮想マシン

名の横にあるボックスをオンにし、[仮想マシンの除外] ボタンをクリックして、どの再利用アクションにもそれらの

仮想マシンが含まれないようにすることができます。サイズ変更する仮想マシンを選択することもできます。
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再利用設定

再利用設定をカスタマイズするには、ページ見出しの横にある歯車アイコンを選択します。これはすべてのデータセ

ンターに影響を与えます。再利用設定を使用して、たとえば、スナップショットのチェックボックスをオフにするこ

とで、すべてのスナップショットが再利用アクションに含まれないように除外することができます。同様に、パワー

オフ状態の仮想マシン、アイドル状態の仮想マシン、および実体なしディスクを含めるかまたは除外することができ

ます。詳細については、再利用設定 を参照してください。

再利用アクションの実行

再利用アクションを実行するには、次の手順に従います。

1 表見出しで、再利用する仮想マシンのタイプを [選択] します。

2 リストされているクラスタの名前を [クリック] して、その仮想マシン リストを表示します。

3 再利用する各仮想マシンまたはスナップショットを [選択] します。

4 [仮想マシンの削除] をクリックして、そのリソースを再利用します。

表 2-2. 再利用のオプション

オプション 説明

データセンターの選択。 ページ上部のカルーセルからデータセンターを選択します。すべてのデータは、選択したオブ

ジェクトの情報で更新されます。

[すべてのデータセンター| X] 切り替え：フィルタリングされたすべてのデータセンターのリストのビューに切り替えるに

は、右上の [すべてのデータセンター] をクリックします。データセンターのカルーセル ビュ

ーに戻るには、[X] をクリックします。

表示: データセンター、カスタム データセンター、またはその両方を含むように結果をフィルタリン

グします右上の [すべてのデータセンター] を選択すると、オプションが表示されます。

次でグループ化: 重要度（残り時間が最も少ないデータセンター/カスタムデータセンター最初に表示されます）

または各データセンターが所属する vCenter Server によって結果をフィルタリングします

右上の [すべてのデータセンター] を選択すると、オプションが表示されます。

並べ替え基準: オプション（右上の [すべてのデータセンター] を選択すると、オプションが表示されます）。

n アラーム時計のグラフィック - データセンター/カスタム データセンターが時間順に表

示されます。

n ドル記号 - データデンター/カスタム データセンターが潜在的なコスト削減量の順で表

示されます。

n 定規のグラフィック - データデンター/カスタム データセンターが最適化レベルの順で

表示されます。

データセンターを選択するか [新しいカスタム デー

タセンターの追加] を選択します。

オプション（右上の [すべてのデータセンター] を選択すると、オプションが表示されます）。

n ページ上部のカルーセルからデータセンターを選択します。すべてのデータは、選択した

オブジェクトの情報で更新されます。

n [新しいカスタム データセンターの追加] を選択するとダイアログ ボックスが表示され

て、カスタム データセンターを定義できます。

節約できる可能性がある量。 画面上部からデータセンターまたはカスタム データセンターを選択すると表示されます。シ

ステムの再利用の推奨事項に同意すると、計算された潜在的なコスト削減量の合計が表示され

ます。
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表 2-2. 再利用のオプション （続き）

オプション 説明

再利用可能なキャパシティの合計 未使用リソースを再利用した場合の、選択したデータセンターの潜在コスト節約分を一覧表示

します。

リソース：CPU、メモリ、またはディスク容量

節約可能なキャパシティ：アイドル状態のリソースから再利用できるキャパシティ

再利用可能 (%)：再利用できる CPU、メモリ、またはストレージの合計の割合。
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表 2-2. 再利用のオプション （続き）

オプション 説明

次の継続時間を超過： アイドル状態またはパワーオフ状態が、選択した期間（1 週間、2 週間、または 1 か月）以上

の間続いていたアイドル状態またはパワーオフ状態の仮想マシンを表示します。

潜在コスト節約表 選択したデータセンターの、リソースを再利用できる仮想マシン、アイドル状態の仮想マシ

ン、スナップショット、および実体なしディスクが表形式で表示されます。

要素（パワーオフ状態の仮想マシン、アイドル状態の仮想マシンなど）の 1 つをクリックし

て、その要素のデータで表を更新します。この表には、関連するクラスタが一覧表示されま

す。特定のクラスタでホストされている仮想マシンを表示するには、クラスタ名の左側の山型

マークをクリックします。

操作する仮想マシンの横にあるチェック ボックスをクリックします。列見出し「仮想マシン

名」の横にあるチェックボックスをクリックすると、すべての仮想マシンを操作できます。

1 つまたは複数の仮想マシンを選択すると、次のように、表の上にある淡色表示のオプション

が通常表示されます。

[仮想マシンの除外]：選択した仮想マシンは、後続のアクションから除外されます。仮想マシ

ンを再利用アクションから除外すると、潜在的なコスト削減量を減らすことになります。

パワーオフ状態の仮想マシンの場合：

n [仮想マシンの削除]：選択した仮想マシンを削除します。

n [仮想マシンの除外]：選択した仮想マシンを除外します。

アイドル状態の仮想マシンの場合：

n [仮想マシンの削除]：選択した仮想マシンを削除します。

n [パワーオフ]：選択した仮想マシンをパワーオフします。

n [仮想マシンの除外]：選択した仮想マシンを除外します。

スナップショットの場合：

n [スナップショットの削除]：選択したスナップショットを削除します。

n [仮想マシンの除外]：選択したスナップショットを除外します。

[除外された仮想マシンを表示|非表示]：以前に除外した仮想マシンのリストの表示と非表示を

切り替えます。

注：   デフォルトでは、再利用可能なリソースの計算はデマンド モデルに基づきます。ただ

し、ポリシー設定で割り当てモデルをオンにした場合、計算は割り当てモデルに基づきます。

実体なしディスクの場合：

n [ディスクの除外]：選択したディスクをアクション可能なリストで除外します。

n [すべてエクスポート]：実体なしディスクのリストを CSV ファイルにエクスポートしま

す。実体なしディスクをユーザー インターフェイスから再利用することはできません。

代わりに、リストを CSV ファイルにエクスポートしてから、実体なしディスクを手動で

再利用します。

注：   vRealize Operations Manager では、実体なし VMDK が消極的にレポート

されます。使用されている VMDK が実体なしとしてレポートされる誤検出が発生する

場合があります。特に、複数の VC 間で共有されているデータストア上に VMDK が配

置されていて、一部の VC が vRealize Operations Manager で監視されていない場

合に発生します。 

実体なしディスクとしての VMDK のレポートが正しいことを確認してから、再利用を実

行します。

[除外されたディスクを表示|非表示]：以前に除外したディスクのリストの表示と非表示を切り

替えます。エクスポートした CSV ファイルには、除外されたディスクは含まれません。
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再利用設定

パワーオフ状態の仮想マシン、アイドル状態の仮想マシン、スナップショットおよび実体なしディスクに関する情報

を表示します。この情報は、環境内の他のオブジェクトに再利用およびプロビジョニング可能なリソースの量、また

は各月に実行可能な潜在的なコスト削減量を特定するのに役立ちます。

仮想マシンのタイプは、再利用アクションでの重要度順にランク付けされます。複数の仮想マシン タイプに一致する

属性を持つ仮想マシンは、よりランクの高い仮想マシン タイプに含められます。このように仮想マシンがグループ化

されることで、計算中の重複が排除されます。たとえば、パワーオフ状態の仮想マシンはスナップショットより高く

ランク付けされるので、パワーオフ状態でなおかつスナップショットも持つ仮想マシンは、パワーオフ状態の仮想マ

シン グループにのみ表示されます。

特定のタイプの仮想マシンを除外した場合は、このタイプに一致するすべての仮想マシンが、次に一致するより低い

ランクのグループに含められます。たとえば、対応する仮想マシンがパワーオフ状態またはアイドル状態であるかど

うかに関係なくすべてのスナップショットをリストするには、パワーオフ状態の仮想マシンおよびアイドル状態の仮

想マシンのチェック ボックスをオフにします。

さらに、再利用の実行対象に含められるために、特定のクラスの仮想マシンが指定の状態（たとえばパワーオフ状態

またはアイドル状態）になければならない時間を構成できます。また、コストの節約分の計算を非表示にすることも

選択できます。

表 2-3. 再利用設定

プロパティ 説明

コストの節約分を表示 [Assess Capacity] ページおよび [再利用] ページでコストの節約分を

表示するかどうかを制御します。

パワーオフ状態の仮想マシン 使用されている総ストレージキャパシティを再利用できます。ストレー

ジの総再利用可能コストは、ストレージ使用量とストレージのレートを乗

算して計算されます。仮想マシンの直接費も寄与します。

アイドル状態の仮想マシン 仮想マシンに割り当てられたすべての CPU、メモリ、およびストレージ 

キャパシティを再利用できます。リソース レベルのコストは、使用レベ

ルとリソースの基準レートを乗算して計算されます。過去 30 日間コス

トが発生している仮想マシンは、アイドル状態であると見なされます。仮

想マシンの直接費も寄与します。
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表 2-3. 再利用設定 （続き）

プロパティ 説明

スナップショット 仮想マシンのスナップショットはストレージ容量を使用します。このよ

うなストレージは再利用が可能です。再利用可能なコストは、再利用可能

なストレージ値とストレージのレートを乗算して計算されます。

実体なしディスク 実体なしディスクは、インベントリには含まれておらず、データストアで

は使用できる、仮想マシンに関連付けられている VMDK です。既存のど

の仮想マシンにも関連付けられていない VMDK が実体なしとしてレポ

ートされ、[再利用] ページの [実体なしディスク] に表示されるまでの最

小日数を構成できます。

注：   [管理] - [管理] の下の [Global Settings] に移動して、

[Orphaned Disks Collection] の時刻の値を変更できます。この設定

した時刻になると、vRealize Operations Manager が vSphere 
Client インスタンス内の実体なし VMDK を確認します。[Cost 
Calculation] と [Orphaned Disks Collection] の設定は相互に関連

しています。[Cost Calculation] のデフォルト値は午後 9 時で、

[Orphaned Disks Collection] のデフォルトは午後 8 時です。

[Cost Calculation] は [Orphaned Disks Collection] よりも後の

時刻にすることをお勧めします。

What-if 分析 - ワークロード

実際のデータセンターに追加する可能性のあるワークロードについてシナリオを定義します。vRealize 
Operations Manager は、シナリオをモデル化し、対象となるデータセンターまたはカスタム データセンターで、

目的のワークロードが収まるかどうかを計算します。実際のデータセンターから削除する可能性のあるワークロード

についてシナリオを定義することもできます。クラスタからワークロードが削除されたときの、クラスタの残りの時

間とキャパシティが vRealize Operations Manager で計算されます。

What-if 分析 - ワークロードを確認できる場所

[ホーム] 画面の左側のペインで [キャパシティの最適化] の下にある [What-If 分析] を選択します。[What-If 分
析] 画面で、[ワークロード プランニング] というタイトルのペインにある [仮想マシンの追加] または [仮想マシンの

削除] をクリックします。

What-If 分析 - ワークロードの追加の仕組み

キャパシティの最適化のこの機能を使用すると、アプリケーションにワークロードを追加する影響を正しく予測でき

ます。さまざまなシナリオを試行することで、最適な構成を見出すことができます。[ワークロード プランニング] 画
面を選択すると、新しいワークロードの配置先となる特定のデータセンターまたはカスタム データセンターを選択で

きます。ワークロードの配置先となる特定のクラスタを選択することもできます。

ワークロードのプロファイルの選択では、次の 2 つのオプションがあります。

n vCPU、メモリ、ストレージ、および予想使用率を指定して、ワークロードを手動で構成します。さらなるオプ

ションとして、[詳細設定] をクリックして、ワークロードのより詳細な特性を指定できます。
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n 既存の 1 つまたは複数の仮想マシンをテンプレートとして使用して、選択した仮想マシンのすべての属性をワー

クロード シナリオにインポートします。選択した各仮想マシンのコピーを、提示するワークロードにいくつ追加

するかを指定できます。

新しいワークロードのプロファイルを設定し終えたら、ワークロードをアクティブにする期間の開始日と終了日を入

力します。デフォルトでは、開始日は今日で、終了日は今日から 1 年後です。システムでは、現在の日付から最長で 

1 年後に終了するシナリオを予測できます。

この時点で、後で編集または実行するためにシナリオを保存できます。保存済みのシナリオのリストは What-If 分
析のメイン ページに表示されます。保存しない場合は、シナリオを実行して、vRealize Operations Manager に
よるプランの分析と評価を取得します。

提示されたワークロードが、提案された場所に適合するかしないかが、システムによって即座に通知されます。適合

する場合は、主要なターゲット クラスタと、適合可能な追加の場所が結果に一覧表示されます。ワークロードのリソ

ースが不足するまでの残り時間もシステムによって予測されます。シナリオの詳細を選択すると、リソース使用率が

グラフィカルに表示されます。アプリケーションの合計キャパシティの使用率がワークロードによってどれだけ増加

するかが、vCPU、メモリ、およびストレージの各属性値に対して、タイム ラインに従って表示されます。グラフで

は、既存の使用率が青色で表示され、既存の使用量と追加の使用量の合計が合計キャパシティに対して占める割合が

緑色で表示されます。

提示されたワークロードが適合しない場合は、適合しないという結果が通知されて、次の情報が提供されます。

n 追加のワークロードによって、ターゲット クラスタの残り時間がどれだけ減少するか（たとえば、1 年からゼロ

になるなど）。

n ターゲット クラスタで使用可能な容量と、提示されたワークロードで必要な容量との相違（たとえば、100 GB 
のメモリなど）。

n VMware ハイブリッド クラウドおよびパブリック クラウドでのワークロードのコスト。

クラウドについて

What-If 分析のシナリオを実行すると、さまざまなクラウドでのワークロード配置に関連したコストに基づく推奨値

が得られます。このコストに基づく推奨値は、別々のクラウドで異なります。

プライベート クラウド コストと VMware Cloud on AWS コストはリソース使用率レベルに基づいて計算されま

す。

パブリック クラウド、AWS、IBM Cloud、Google Cloud、Microsoft Azure、およびユーザー定義のクラウド

のコストは、選択された構成、つまり割り当てられたリソースによって異なります。これらのパブリック クラウド イ
ンスタンスは、シミュレートされたリソース割り当て値を使用した近接ルールに基づいて選択され、シナリオによっ

ては、クラウド インスタンス リストで使用できる正確な構成照合が使用できないことがあります。この問題により、

これらのパブリック クラウド コストは本質的に比較的高くなる可能性があります。

What-If 分析 - ワークロードの削除の仕組み

このキャパシティの最適化機能を使用すると、ワークロードを削除する影響を正しく予測できます。さまざまなシナ

リオを試行することで、最適な構成を見出すことができます。[ワークロード プランニング] 画面を選択すると、既存

のワークロードの削除元となる仮想マシンを、特定のクラスタのデータセンターまたはカスタム データセンターから

選択できます。
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ワークロードを削除するときは、次の 2 つの方法でワークロードを定義できます。

n 既存の仮想マシンを選択し、その予測使用率を使用して、ワークロードを削除する影響を評価します。

n vCPU、メモリ、ストレージ、および予想使用率を指定して、ワークロードを手動で構成します。

ワークロードを削除する期間の開始日と終了日を入力します。デフォルトでは、開始日は今日で、終了日は今日から 

1 年後です。終了日はデフォルトで空のままになります。システムでは、現在の日付から最長で 1 年後に終了するシ

ナリオを予測できます。

この時点で、後で編集または実行するためにシナリオを保存できます。保存済みのシナリオのリストは What-If 分
析のメイン ページに表示されます。保存しない場合は、シナリオを実行して、vRealize Operations Manager に
よるプランの分析と評価を取得します。

表 2-4. [What-if 分析 - ワークロード] ページのオプション

オプション 説明

仮想マシンの追加/削除 [仮想マシンの追加] または [仮想マシンの削除] をクリックして、ワークロードを追加または削除する

シナリオを作成します。クリックすると、[ワークロードの追加] または [ワークロードの削除] 画面が

表示されます。

シナリオ名 [保存済みシナリオ] テーブルの見出しにあります。名前の横のチェック ボックスをオンにすると、リ

スト内のすべてのシナリオが選択され、グレーアウト表示の [削除] ボタンが通常表示されます。

シナリオの種類 シナリオの種類の名前。値は、[ワークロードの追加]、[ワークロードの削除]、[キャパシティの追加]、
[キャパシティの削除]、および [移行] です。

<scenario_name> 保存済みシナリオの名前。名前の横にあるチェック ボックスをオンにすると、グレーアウト表示の [シ
ナリオの実行]、[編集]、および [削除] ボタンが通常表示されます。

すべてのフィルタ フィルタを使用して、特定のシナリオを名前または種類で検索します。

列の表示 左下の小さなボタンをクリックすると、[列の表示] ダイアログ ボックスが表示されます。[シナリオ

名]、[シナリオの種類]、[作成日]、および [シナリオの開始日と終了日] の最大 4 つの列を選択して表

に表示できます。

ワークロードの追加と削除

[ワークロード プランニング] は What-if 分析機能の一部であり、What-if シナリオの詳細を入力するためのフォー

ムです。ワークロードを追加または削除する場所を選択し、ワークロードを自分で構成するか既存の仮想マシンをテ

ンプレートとして使用して、時間枠を確立します。また、構成をより詳細に定義できる詳細設定オプションもありま

す。

ワークロード プランニングを確認できる場所

[What-if 分析] 画面で、[ワークロード プランニング] ペインの [仮想マシンの追加] または [仮想マシンの削除] を
クリックします。

表 2-5. ワークロード プランニングの追加オプション

オプション 説明

[シナリオ名] シナリオの名前

[場所] ワークロードの追加先を既存のデータセンターのリストから選択します。オプションで、ワークロ

ードの配置先のクラスタを厳密に選択できます。

[アプリケーション] [プロファイル]/[構成] vCPU、メモリ、ストレージなどの仮想コンピューティング リソースを構成できます。
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表 2-5. ワークロード プランニングの追加オプション （続き）

オプション 説明

[アプリケーション プロファイル]/[既存の仮想

マシンからインポート]
[仮想マシンの選択] ダイアログ ボックスが表示され、ワークロードのテンプレートとして使用する

既存の仮想マシンを 1 つ以上選択できます。仮想マシンを選択したら、この画面に戻り、選択した

仮想マシンごとに、ワークロードにテンプレートとして組み込む数量を入力します。

ワークロードを選択します。

n [CPU]

n [メモリ]

n [ディスク容量]

[構成] ラジオ ボタンが選択されていると、vCPU、メモリ、ディスク容量の値を定義して、ワーク

ロードのサイズを設定できます。

[予測使用率] 想定される平均的な合計ワークロード キャパシティの予測パーセンテージを設定します。

[詳細設定] ダイアログ ボックスが表示され、シン プロビジョニングやシック プロビジョニングなどのワーク

ロードの詳細を設定できます。

仮想マシンの数（オプション）/[数量] オプションで、ワークロードを分散する仮想マシンの数を選択できます。

[開始日/終了日] ワークロードの開始日と終了日をポップアップ カレンダーから選択します。終了日は、現在の日付

から 1 年より後にすることはできません。

[シナリオの実行] クリックしてシナリオを実行します。選択した場所にシナリオが適合するかどうかが計算されま

す。

[保存] シナリオを [保存] します。

[キャンセル] シナリオを [キャンセル] します。

表 2-6. ワークロード プランニングの削除オプション

オプション 説明

[シナリオ名] シナリオの名前。

[場所] ワークロードの削除元を既存のデータセンターのリストから選択します。オプションで、ワークロードの

削除元のクラスタを選択できます。

[アプリケーション] [プロファイル]/[構
成]

vCPU、メモリ、ストレージなどの仮想コンピューティング リソースを構成できます。

シナリオを構成したら、削除するカスタム仮想マシンの数を入力します。

[アプリケーション プロファイル]/[既存

の仮想マシンのインポート]
[仮想マシンの選択] ダイアログ ボックスが表示され、既存の仮想マシンを選択できます。仮想マシンを

選択したら、この画面に戻り、選択した仮想マシンごとに、ワークロードから削除する数量を入力しま

す。

注：   ワークロードの削除の最大値として推奨される制限は、仮想マシン 100 台です。

[アプリケーション プロファイル]/[カス

タム]：

ワークロードの選択

n [CPU]

n [メモリ]

n [ディスク容量]

[構成] ラジオ ボタンが選択されていると、vCPU、メモリ、ディスク容量の値を定義して、ワークロー

ドのサイズを設定できます。

[開始日/終了日] ワークロードの開始日と終了日をポップアップ カレンダーから選択します。終了日は、現在の日付から 1 
年より後にすることはできません。終了日は空白のままにすることもできます。

[シナリオの実行] クリックしてシナリオを実行します。ワークロードを削除した場合のクラスタへの影響（残り時間と残り

キャパシティ）が計算されます。
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表 2-6. ワークロード プランニングの削除オプション （続き）

オプション 説明

[保存] シナリオを [保存] します。

[キャンセル] シナリオを [キャンセル] します。

解放されたキャパシティのコストを確認できます。再利用可能な仮想マシンを選択した場合、これは予想される節約

量に一致します

仮想マシンの選択

[仮想マシンの選択] ダイアログ ボックスを使用して、[What-If 分析 - ワークロード] シナリオ用にコピーまたは削

除する属性を持つ仮想マシンを選択します。

[仮想マシンの選択] を確認できる場所

[What-If 分析] 画面で、[追加] または [削除] をクリックします。[シナリオ名]と[場所]を入力している場合、[既存

の仮想マシンからのインポート] ラジオ ボタンをクリックし、[仮想マシンの選択] をクリックします。左側の選択ボ

ックスを使用して、すべての仮想マシンを選択できます（オプション）。仮想マシンを右側の [選択済み] リストに追

加するには、仮想マシン名をダブルクリックします。残りのオプションを次に示します。

仮想マシンの選択

オプション 説明

すべてのフィルタ フィルタ オプション：

仮想マシン名：必要な仮想マシンの名前。

vCenter Server：この vCenter Server にあるすべての仮想マシン。

仮想マシン タグ：このタグを持つすべての仮想マシン。

カスタム グループ：このカスタム グループのすべての仮想マシン。

すべて選択 (nnn)。 特性のインポート元または削除元となる使用可能な仮想マシンすべてのリスト。コピーまたは削除する属性を持つ仮想マシン

をダブルクリックします。

選択済み 結果から選択した仮想マシンのリスト。

OK 必要な仮想マシンを選択したら、[OK] をクリックして、[ワークロードの追加] または [ワークロードの削除] 画面に戻ります。

ここには、選択した仮想マシンが表示されます。

[ワークロードの追加] または [ワークロードの削除] 画面で、[アプリケーション プロファイル] の [選択された仮想

マシン] の表の [数量] 列に、追加または削除用に選択した各仮想マシンのコピー数を入力します。

詳細設定 - ワークロード

[詳細設定] ワークスペースでは、What-If 分析に使用するワークロードの属性をより正解に定義できます。

詳細設定を確認できる場所

[What-If 分析] 画面で、[追加] をクリックします。[シナリオ名] と [場所] を入力している場合は、[構成] ラジオ ボ
タンをクリックし、[詳細設定] をクリックします。
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詳細設定のオプション

オプション 説明

リソースの量 シナリオ設定に含める vCPU の数、メモリの量、およびストレージの GB 数を入力します。

予測使用率 CPU、メモリ、およびストレージのユニットのそれぞれについて、リソースが使用すると予想される予想最大総使用率

のパーセンテージまで関連するカウンタを増やします。

ディスク容量のプロビジョ

ニング

シンまたはシック プロビジョニングのラジオ ボタンをクリックします。

What-if 分析 - 物理インフラストラクチャ

実際のデータセンターに追加する可能性のあるキャパシティ、または実際のデータセンターから削除する可能性のあ

るキャパシティについてシナリオを定義します。vRealize Operations Manager は、シナリオをモデル化し、対

象となるデータセンターまたはカスタム データセンターで、目的のワークロードが収まるかどうかを計算します。

What-if 分析 - 物理インフラストラクチャを確認できる場所

[ホーム] 画面の左側のペインで [キャパシティの最適化] の下にある [What-If 分析] を選択します。[クイック ス
タート] 画面の左から 2 列目の [計画] を選択します。[物理インフラストラクチャ プランニング] というタイトルの

ペインで、[ホストの追加] または [ホストの削除] をクリックします。

What-If 分析の仕組み

このキャパシティの最適化機能を使用すると、環境でキャパシティを追加または削除する影響を正しく予測できます。

さまざまなシナリオを試行することで、最適な構成を見出すことができます。[物理インフラストラクチャ プランニ

ング] 画面を選択すると、追加のキャパシティの配置先または既存のキャパシティの削除元を選択できます。

キャパシティを削除するときのプロファイルの選択では、クラスタにすでに存在するサーバ タイプからのみプロファ

イルを選択できます。

キャパシティを追加するときは、次の 2 つの方法でプロファイルを選択できます。

n 商業的に使用可能なサーバのリストから、サーバ タイプを選択します。1) クラスタにすでに存在するサーバ タ
イプのリスト、または 2) 購入が承認されているすべてのサーバ タイプのリストから選択できます。

n CPU の属性、メモリ、およびコストを指定して、カスタム サーバを手動で構成します。

新しいサーバのプロファイルを設定したら、購入または削除するサーバの数と、シナリオをアクティブにする期間の

開始日と終了日を入力します。選択したクラスタで使用可能な選択したサーバ タイプの数によって、削除を計画する

サーバの数が制限されます。システムでは、現在の日付から最長で 1 年後に終了するシナリオを予測できます。デフ

ォルトでは、開始日は今日で、終了日は今日から 1 年後です。

この時点で、後で編集または実行するためにシナリオを保存できます。保存済みのシナリオのリストは What-If 分
析のメイン ページに表示されます。保存しない場合は、シナリオを実行して、vRealize Operations Manager に
よるプランの分析と評価を取得します。

増加または減少した CPU およびメモリがクラスタ サイズに与える影響が即座に表示され、指定したキャパシティを

追加または削除する合計コストが表示されます。また、CPU またはメモリが不足するまでの残り時間が、新しいキ

ャパシティの追加またはキャパシティの削除によって延長または短縮されるかどうかも表示されます。
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また、リソース使用率がグラフィカルに表示されます。合計キャパシティの使用率がワークロードによってどれだけ

増減するかが、CPU およびメモリの各属性値に対して、タイム ラインに従って表示されます。

表 2-7. [What-If 分析] ページのオプション

オプション 説明

物理インフラストラクチャ プランニ

ング

[ホストの追加] または [ホストの削除] をクリックして、キャパシティを追加または削除するシナリオを作成

します。クリックすると、[物理インフラストラクチャ プランニング] 画面が表示されます。

シナリオ名 [保存済みシナリオ] テーブルの見出しにあります。チェック ボックスをオンにすると、リスト内のすべての

シナリオが選択され、グレーアウト表示の [削除] ボタンが通常表示されます。

<scenario_name> 保存済みシナリオの名前。名前の横にあるチェック ボックスをオンにすると、グレーアウト表示の [シナリオ

の実行]、[編集]、および [削除] ボタンが通常表示されます。

シナリオの種類 シナリオの種類の名前。値は、[ワークロードの追加]、[ワークロードの削除]、[キャパシティの追加]、[キャ

パシティの削除]、および [移行] です。

すべてのフィルタ フィルタを使用して、特定のシナリオ名やシナリオの種類を名前で検索します。

列の表示 左下の小さなボタンをクリックすると、[列の表示] ダイアログ ボックスが表示されます。[シナリオ名]、[シ
ナリオの種類]、[作成日]、および [シナリオの開始日と終了日] の最大 4 つの列を選択して表に表示できま

す。

物理インフラストラクチャの追加または削除

[物理インフラストラクチャの追加] または [物理インフラストラクチャの削除] は What-if 分析機能の一部であり、

What-if シナリオの詳細を入力するためのフォームです。キャパシティを追加または削除する場所を選択し、既存の

サーバ タイプを使用するかサーバ タイプを独自に構成し（キャパシティを追加する場合）、時間枠を確立します。

物理インフラストラクチャを確認できる場所

[What-if 分析] 画面で、[物理インフラストラクチャ] ペインの [ホストの追加] または [ホストの削除] をクリックし

ます。

表 2-8. [キャパシティの追加] のオプション

オプション 説明

[シナリオ名] シナリオの名前

[場所] キャパシティの追加先を指定します。既存のデータセンターのリストから選択し、サーバの配置先となる

クラスタを選択します。

[サーバの詳細] [サーバの選択] をクリックすると、[サーバ タイプの選択] ダイアログ ボックスが表示され、商業用ブラ

ンド サーバを選択するかカスタム サーバを構成できます。

追加するサーバの数：希望のサーバ数まで [数量] カウンタをインクリメントします。

[開始日/終了日] What-if シナリオの開始日と終了日をポップアップ カレンダーから選択します。

[シナリオの実行] クリックしてシナリオを実行します。シナリオのコストが計算され、残り時間の新しい数値が決定されま

す。

[保存] シナリオを [保存] します。

[キャンセル] シナリオを [キャンセル] します。
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追加の CPU およびメモリがクラスタ サイズに与える影響が即座に表示され、指定したキャパシティを追加する合計

コストが表示されます。また、CPU またはメモリが不足するまでの残り時間が、新しいキャパシティの追加によっ

て延長されるかどうかも、グラフィカルに表示されます。

表 2-9. [キャパシティの削除] のオプション

オプション 説明

[シナリオ名] シナリオの名前

[場所] キャパシティの削除元を指定します。既存のデータセンターのリストから選択し、サーバを削除するクラ

スタを選択します。

[サーバの詳細] [サーバの選択] をクリックすると、[サーバ タイプの選択] ダイアログ ボックスが表示され、選択したク

ラスタに存在するサーバ タイプのみを選択できます。

選択したクラスタで使用可能な選択したサーバ タイプの数によって、削除を計画するサーバの数が制限

されます。

[開始日/終了日] What-if シナリオの開始日と終了日をポップアップ カレンダーから選択します。終了日は空白のまま

にすることもできます。

[シナリオの実行] クリックしてシナリオを実行します。残り時間の新しい数値が決定されます。

[保存] シナリオを [保存] します。

[キャンセル] シナリオを [キャンセル] します。

残り時間と、キャパシティの減少が CPU およびメモリに与える影響が表示されます。また、CPU またはメモリが

不足するまでの残り時間が、キャパシティの削除によって減少するかどうかも、グラフィカルに表示されます。

また、コストが元の購入コストに基づいていることも確認できます。

What-if 分析 - 移行プランニング

ワークロードをパブリック クラウドまたは VMware Cloud on AWS に移行できる可能性があるシナリオを定義

します。このシナリオを使用して、ワークロードの移行先を決めます。vRealize Operations Manager はそのシ

ナリオをモデル化し、希望するワークロードに合わせてコストとキャパシティを計算します。

What-if 分析 - 移行プランニングを確認できる場所

[ホーム] 画面の左側のペインで [キャパシティの最適化] の下にある [What-If 分析] を選択します。[クイック ス
タート] 画面の左から 2 列目の [計画] を選択します。[移行プランニング] というタイトルのペインで、[選択] をク

リックします。

What-if 分析 - 移行プランニングの仕組み

キャパシティの最適化のこの機能を使用すると、AWS、IBM Cloud、Microsoft Azure、Google Cloud などパ

ブリック クラウド インスタンスへ、または VMware Cloud on AWS へワークロードを移行する影響を正しく予

測できます。[移行プランニング] 画面を選択したら、次に、パブリック クラウドと VMware Cloud on AWS の
どちらのシナリオを実行するかを選択します。パブリック クラウドの場合、ワークロードを移行するリージョンを選

択します。一覧表示されている既製のパブリック クラウドがニーズに合わない場合は、独自のパブリック クラウド

を定義し、レート カードをアップロードすることもできます。
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ワークロードのプロファイルの定義では、次の 2 つのオプションがあります。

n vCPU、メモリ、ストレージ、および予想使用率を指定して、ワークロードを手動で構成します。

n 既存の 1 つまたは複数の仮想マシンをテンプレートとして使用して、選択した仮想マシンのすべての属性をワー

クロード シナリオにインポートします。選択した各仮想マシンのコピーを、提示するワークロードにいくつ追加

するかを指定できます。

ワークロード移行のプロファイルを設定したら、シナリオを実行し、vRealize Operations Manager によるプラ

ンの分析と評価を行います。最大 3 つのパブリック クラウド (ただし、VMware Cloud on AWS は除く) を選択

して結果を比較することもできます。代わりに、後で編集または実行するためにシナリオを保存することもできます。

保存済みシナリオのリストは、[What-If 分析] ページの [保存済みシナリオ] タブで確認できます。

パブリック クラウド ターゲットでは、移行に提案されたワークロードが、指定された場所に適合するかしないかが、

システムによって即座に通知されます。たとえば、AWS を選択し、ワークロードが適合する場合には、結果には、

Amazon Web Services 評価と、VMware 構成および AWS の相当分の詳細が表示されます。提案されたワー

クロードが適合しない場合には、「一致する構成インスタンスをターゲットの場所で識別できません」というエラー 

メッセージが表示されます。

シナリオに VMware Cloud on AWS を選択した場合、結果には、VMware Cloud on AWS の評価と VMware 
構成の詳細が表示されます。また、オンデマンド サブスクリプションでのリソース使用率レベルのコストと月次購入

費も表示されます。さらに、1 年間および 3 年間のサブスクリプションでのリソース使用率レベルのコストと月次購

入費が表示されます。

クラウドについて

システムにより、別のクラウドにワークロードを配置する場合のコストに基づいて推奨事項が表示されることもあり

ます。このコストに基づく推奨値は、別々のクラウドで異なります。新しいレート カードをアップロードして、パブ

リック クラウドのコストを変更できます。

VMware Cloud on AWS では、システムにより、リソース使用率レベルのコストとオンデマンド サブスクリプシ

ョンの月次の購入コスト、および 1 年間および 3 年間のサブスクリプションでのそれらのコストが表示されます。

パブリック クラウドのコストは、選択された構成に、つまり割り当てられたリソースに基づきます。

パブリック インスタンスは、シミュレートされたリソース割り当て値を使用した近接ルールに基づいて選択されま

す。一部のシナリオでは、正確に一致する構成がリストで提供されていません。このように使用できないため、パブ

リック コストは本質的に比較的高くなる可能性があります。

移行プランニング

[移行] は What-if 分析機能の一部であり、What-if シナリオの詳細を入力するためのフォームです。ワークロード

の移行先を選択し、次にリージョンを選択します。

移行プランニングを確認できる場所

[What-if 分析] 画面で、[移行] ペインの [選択] をクリックします。
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（VMC ではなく）パブリック クラウドに対して What-If：移行のシナリオを実行すると、ユーザーが選択したワー

クロード構成に適したパブリック クラウド インスタンスが vRealize Operations Manager によって提案される

ことがあります。また、そのパブリック クラウドのインスタンスのコストも vRealize Operations Manager に
よって計算され、それが表示されます。

表 2-10. 移行のオプション

オプション 説明

[シナリオ名] シナリオの名前

[クラウドの選択] ワークロードの移行先

オプション：

n AWS

n VMware Cloud on AWS - VMware Cloud on AWS のリージョンを選択できるよ

うになりました。

n IBM Cloud

n Microsoft Azure

n Google Cloud

注：   [クラウド プロバイダの追加] ページで追加したクラウド プロバイダもリストに含まれま

す。

比較のために同時に選択できるパブリック クラウドは最大 3 つまでです。複数のパブリック ク
ラウド プロバイダを選択するには、[Shift] キーを押したままにします。VMware Cloud on 
AWS を、比較のために他のパブリック クラウドとともに選択することはできません。これは、

VMware Cloud on AWS の価格設定モデルがホストベースであるのに対し、他のクラウドは

インスタンス ベースであるためです。

[クラウド プロバイダの追加] クラウド プロバイダを追加または編集することや、個々のクラウド プロバイダのレート カード

を編集することができます。

[APPLICATION] [PROFILE]/[構成] アプリケーション プロファイルを使用して、vCPU、メモリ、ストレージなどの仮想コンピュー

ティング リソースを構成できます。

ワークロードの選択：

n [CPU]

n [メモリ]

n [ディスク容量]

[構成] ラジオ ボタンが選択されていると、vCPU、メモリ、ストレージの値を定義して、移行す

るワークロードのサイズを設定できます。

[アプリケーション プロファイル]/[既存の仮想マ

シンからのインポート]
[仮想マシンの選択] ボタンが表示されます。これを選択すると、[仮想マシン ワークスペースの

選択] が表示され、ワークロードのテンプレートとして使用する既存の仮想マシンを 1 つ以上選

択できます。仮想マシンは、名前、タグ、vCenter Server、またはカスタム グループでフィ

ルタできます。

仮想マシンを選択したら、この画面に戻り、選択した仮想マシンごとに、ワークロードにテンプ

レートとして組み込む数量を入力します。

仮想マシンの数（オプション）/[数量] オプションで、ワークロードを分散する仮想マシンの数を選択できます。

[シナリオの実行] クリックしてシナリオを実行します。選択した場所にシナリオが適合するかどうかが計算されま

す。

[保存] シナリオを[保存]します。

[キャンセル] シナリオを[キャンセル]します。
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シナリオを実行すると、シナリオの結果が表示されます。VMware Cloud on AWS の評価において、結果ページ

から構成を編集できる場合、[予約済み CPU キャパシティ]、[予約済みメモリ容量]、[フォルト トレランス] および 

[RAID レベル] の値を変更しても、編集してシナリオを実行した後に元の構成にその変更が保存されることはありま

せん。

What-If 分析 - ハイパーコンバージド インフラストラクチャ

ハイパーコンバージド インフラストラクチ (HCI) ノードを vSAN 対応クラスタに追加して What-if シナリオを実

行することで、インフラストラクチャ プランニングを実行できます。vRealize Operations Manager では、シナ

リオの結果に残り時間と CPU、メモリ、およびディスク容量の残りキャパシティが表示されます。

What-if 分析 - ハイパーコンバージド インフラストラクチャを確認できる場所

[ホーム] 画面の左側のペインで [キャパシティの最適化] の下にある [What-If 分析] を選択します。[クイック ス
タート画面] から、[ハイパーコンバージド インフラストラクチャ] を選択します。What-if シナリオを実行するに

は、[HCI ノードの追加] をクリックします。

What-if 分析 - ハイパーコンバージド インフラストラクチャの仕組み

VMware vSAN が有効になっている環境にハイパーコンバージド インフラストラクチャを追加し、HCI キャパシ

ティおよびコストの増加を評価できます。vSAN クラスタごとに最大 64 ホストを追加できます。この数は、クラス

タ内の既存のホストを考慮に入れています。vRealize Operations Manager の場所プロパティには、vSAN およ

び vXRail クラスタのみが一覧表示されます。これらの場所から既存のサーバ タイプを選択し、これらのサーバのイ

ンスタンス数を変更して、シナリオに追加できます。

HCI ノードの追加

[HCI ノードの追加] は What-if 分析機能の一部であり、What-if シナリオの詳細を入力するためのフォームです。

HCI ノードを追加するときに、vSAN および vXRail に対応しているデータ センターから既存のサーバ タイプを選

択して、このサーバのインスタンス数を変更して、残りのストレージ、キャパシティ、および時間を計算できます。

ワークロード プランニングを確認できる場所

[What-if 分析] ページで、[ハイパーコンバージド インフラストラクチャ] ペインの [HCI ノードの追加] をクリック

します。

表 2-11. [HCI ノードの追加] のオプション

オプション 説明

[シナリオ名] シナリオの名前。

[場所] HCI ノードの追加先。既存のデータセンターのリストから選択します。オプションで、HCI ノードの配

置先のクラスタを厳密に選択できます。

[サーバの詳細] サーバのインスタンス数に基づいて、既存のサーバ タイプを選択して、残りのキャパシティ、時間およ

びストレージを計算できます。

[追加するサーバの数] 追加するサーバのインスタンス数。

[開始日/終了日] ワークロードの開始日と終了日をポップアップ カレンダーから選択します。終了日は、現在の日付から 1 
年より後にすることはできません。
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表 2-11. [HCI ノードの追加] のオプション （続き）

オプション 説明

[シナリオの実行] クリックしてシナリオを実行します。選択した場所にシナリオが適合するかどうかが計算されます。

[保存] シナリオを [保存] します。

[キャンセル] シナリオを [キャンセル] します。

VMware vRealize Operations Manager のカスタム プロファイ

ル

カスタム プロファイルは、オブジェクト インスタンスの特定の構成を定義します。プロファイルを使用すると、残

りキャパシティやオブジェクト インスタンスの構成に応じた、環境に合うオブジェクトのインスタンスの個数がわか

ります。

環境に合うオブジェクトのインスタンス数を決定するには、プロジェクトとシナリオでカスタム プロファイルを使用

します。プロファイル番号を入力するか、特定の仮想マシンの値を事前に取り込みます。環境で使用できるキャパシ

ティに合わせて、カスタム プロファイルのキャパシティ要件が表すオブジェクトのインスタンスを 1 つ以上追加でき

ます。

親オブジェクトに含めることができるカスタム プロファイル オブジェクトのインスタンス数を決定するには、親オ

ブジェクトを選択して [キャパシティ] タブを選択します。残り仮想マシンのセクションにカスタム プロファイルが

表示され、環境に合うオブジェクトのインスタンスの個数が示されます。

カスタム プロファイルの詳細および関連するポリシー

カスタム プロファイルは、オブジェクト インスタンスの特定の構成を定義します。プロファイルを使用すると、利

用可能なキャパシティやオブジェクト インスタンスの構成に応じた、環境に合うオブジェクトのインスタンスの個数

がわかります。

カスタム プロファイルの機能

デフォルト プロファイルと同じように、カスタム プロファイルは、オブジェクトのメトリック構成を定義します。

カスタム プロファイルは、1 つのオブジェクト タイプに必要な数だけ作成できます。たとえば、2 GB のメモリ デマ

ンド モデルを使用する仮想マシンの 1 つのカスタム プロファイルを作成できます。4 GB のメモリ デマンド モデ

ルを使用する別のカスタム プロファイルを作成できます。

vRealize Operations Manager は、仮想マシンのカスタム プロファイルを使用して、環境に合う仮想マシンの数

を計算します。仮想マシンの数は、プロファイルで定義されたキャパシティの割り当てとデマンドが基になっていま

す。

カスタム プロファイルを確認できる場所

メニューで、[管理] をクリックし、左側のペインで [構成] > [カスタム プロファイル] の順にクリックします。

vRealize Operations Manager ユーザー ガイド

VMware, Inc. 99



表 2-12. カスタム プロファイルのオプション

オプション 説明

ツールバー オプション ツールバー オプションは、カスタム プロファイルの管理に使用します。

n [プロファイルの追加]。特定のオブジェクト タイプのカスタム プロファイルを追加します。

n [プロファイルの編集]。選択したプロファイルを変更します。

n [プロファイルの削除]。選択したプロファイルを削除します。

フィルタリング オプショ

ン

リストをフィルタリングして、作成したフィルタに一致するプロファイルを表示します。名前、説明、オブジェクト タ
イプ、またはアダプタ タイプでソートすることができます。または、[クイック フィルタ] テキスト ボックスにフィルタ

のテキストを入力します。

[プロファイルの詳細] タ
ブ

カスタム プロファイルに適用されている名前、説明、アダプタ、オブジェクト タイプ、およびメトリックが表示されま

す。

カスタム プロファイルのワークスペースの追加と編集

オブジェクト タイプのカスタム プロファイルを追加すると、環境に合う特定のオブジェクトのインスタンスの個数

がわかります。カスタム プロファイル ワークスペースでは、オブジェクトのカスタム プロファイルを作成し、その

キャパシティ構成を定義します。

カスタム プロファイルを作成または編集する場所

カスタム プロファイルを作成するには、メニューで [管理] をクリックし、左側のペインで [構成] - [カスタム プロ

ファイル] の順にクリックします。カスタム プロファイルを作成するには、プラス記号をクリックします。選択した

プロファイルを編集するには、[編集] アイコンをクリックします。

表 2-13. カスタム プロファイルの構成オプション

オプション 説明

プロファイル名 カスタム プロファイルのわかりやすい名前。

プロファイルの説明 カスタム プロファイルのわかりやすい説明。このプロファイルについてユーザーが知る必要がある具体的

な情報を提供します。

オブジェクト タイプ 仮想マシンなどのプロファイルの基本的なオブジェクト。

値および単位 キャパシティ メトリックの値および単位を入力します。オプションで、[既存の仮想マシンからインポート] 
ボタンをクリックして、既存の仮想マシンの値をインポートすることができます。

VMware vRealize Operations Manager のカスタム データセン

ター

カスタム データセンターは、クラスタ、ホスト、仮想マシンなどのオブジェクトのグループを格納するためのユーザ

ー定義のコンテナです。含まれているオブジェクトに基づく容量バッジの計算とキャパシティ分析を行います。カス

タム データセンターを使用して、環境の容量ニーズを予測および分析することができます。

カスタム データセンターを作成するときには、複数の vCenter Server インスタンスにわたる複数のクラスタ オブ

ジェクトを含めることができます。たとえば、複数のクラスタにわたる本番環境があり、本番環境全体のパフォーマ

ンスとキャパシティを監視および管理しなければならない場合があります。
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カスタム データセンターを作成した後で、カスタム データセンターのリストからそれを選択し、健全性、リスク、

および効率のサマリを表示することができます。カスタム データセンターのリストにアクセスするには、上部メニュ

ーで [環境] をクリックします。

このビューには、データセンターのトップ アラートが表示されます。カスタム データセンターの残りキャパシティ

を確認するには、[キャパシティ] タブをクリックします。

カスタム データセンターのリスト

環境内に存在するカスタム データセンターのリストと、その健全性、リスク、効率のサマリ ビューを表示できます。

このビューでは、カスタム データセンターをクリックして、カスタム データセンターがトリガーしたオブジェクト

のトップ アラートを表示できます。

カスタム データセンターの機能

vSphere では、データセンターは、vCenter Server インスタンスが管理するオブジェクトのコンテナとして機能

します。カスタム データセンターは、複数の vCenter Server インスタンスのオブジェクトを含むことができるコ

ンテナです。

カスタム データセンターには、vCenter Server インスタンス、データセンター、クラスタ、ホスト、仮想マシン、

データストアを含めることができます。カスタム データセンターには特定の vSphere オブジェクト タイプを追加

できます。

オブジェクトを追加すると、オブジェクトの階層の子もカスタム データセンターの一部になります。オブジェクトは

複数のカスタム データ センターに属することができます。

カスタム データセンターを作成すると、システムは、オブジェクトが複数の vCenter Server インスタンスにまた

がる場合でも、カスタム データセンターのオブジェクトでキャパシティ分析を実行します。たとえば、複数のクラス

タにまたがるキャパシティ分析データと、これらのクラスタを管理する複数の vCenter Server インスタンスを調

査する必要があるとします。1 回に 1 つのクラスタや 1 つの vCenter Server インスタンスを調査する必要はあり

ません。カスタム データセンターを作成し、すべてのクラスタを追加し、1 つの場所でキャパシティ分析を確認でき

ます。

カスタム データセンターを確認できる場所

メニューで [環境] を選択し、[カスタム データセンター] タブをクリックます。

vRealize Operations Manager ユーザー ガイド

VMware, Inc. 101



表 2-14. カスタム データセンター ツールバーとグリッド オプション

オプション 説明

ツールバー オプション ツールバーのオプションは、カスタム データ センターの管理に使用します。

n [新しいカスタム データセンターの追加]。カスタム データ センターを追加します。

n [カスタム データセンターの編集]選択したカスタム データセンターを変更します。

n [カスタム データセンターの削除]。選択したカスタム データセンターを削除します。

n [カスタム データセンターのクローン作成]。必要に合わせて、選択したカスタム データセンターのコピーを作成して

カスタマイズします。

フィルタ カスタム データセンターのリストを、[フィルタ] テキストボックスに入力したテキストと一致するデータセンターに制限

します。

データ グリッド 環境内のカスタム データセンターの一覧を作成し、それぞれの健全性、リスク、効率を表示します。

カスタム データセンターの健全性、リスク、効率のサマリを [サマリ] タブに表示するには、カスタム データセンター名

をクリックします。カスタム データセンターを編集、削除、クローン作成するには、カスタム データセンター名の右側を

クリックします。次に、ツールバー オプションをクリックします。

カスタム データセンターのワークスペースの追加と編集

カスタム データセンターはオブジェクト タイプで、含まれているオブジェクトに基づいてキャパシティ分析や容量

バッジの計算などを行います。カスタム データセンター オブジェクトを作成して、そこにインベントリ オブジェク

トを追加できます。

カスタム データセンターを作成または編集する場所

カスタム データセンターを作成するには、メニューで [環境] をクリックし、[カスタム データセンター] タブをクリ

ックし、プラス記号をクリックします。

選択したカスタム データセンターを編集するには、カスタム データセンター名の右側をクリックし、[編集] アイコ

ンをクリックします。既存のカスタム データセンターをテンプレートとして使用するには、カスタム データセンタ

ー名の右側をクリックし、クローン作成アイコンをクリックします。

表 2-15. カスタム データセンター構成の追加と編集のオプション

オプション 説明

名前 カスタム データセンターのわかりやすい名前。

説明 カスタム データセンターのわかりやすい説明。他のユーザーがカスタム データセンターについて知る必要がある具

体的な情報を入力します。

オブジェクト 環境内のすべてのオブジェクトを一覧表示します。各オブジェクトのチェックボックスを選択して、カスタム デー

タセンターに追加します。

vCenter Server インスタンス、vSphere データセンター、vSphere クラスタ、ESXi ホストを追加できます。

オブジェクトを追加すると、オブジェクトの階層の子もカスタム データセンターの一部になります。オブジェクト

は複数のカスタム データ センターに属することができます。
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